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海外校シリーズ
ローマ日本人学校
ハートフォード補習授業校

受け入れ校紹介
岩田中学校・高等学校

今月の顔
田村 康剛さん
ブルームバーグ東京支局記者

『帰国子女のための学校便覧2023』10月20日、
『地球に学ぶ』（文芸作品コンクール作品集）12月に発刊予定
https://www.joes.or.jp/publish
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大学受験
東京大学文科Ⅱ類 帰国生入試 合格者2名！
（国立コース合格率100%）

2022年度合格実績（一部）
中学受験
三田国際学園中
国際生入試＋英語入試 合格者18名！ 

小３～小６ 国語・算数・英語（Reading/Listening/ 
Writing/Interaction/Reasoning/Math対策）
英語哲学対話（Philosophy）、面接対策、個別指導

帰国生/国際生向け 中学入試対策コース

中１～高１ 編入対策 国語・数学・英語（Reading/ 
Writing/Math対策）
英語哲学対話（Philosophy）、面接対策、個別指導

帰国生 高校入試対策コース

IBDPサポート、Math対策、SAT対策
小論文対策・TOEFL/IELTS対策、
英語・数学・理系科目対策

三田国際学園・広尾学園・広尾学園小
石川・渋谷渋谷・渋谷幕張・慶應湘南
藤沢・海城・学芸大国際・かえつ有
明・頌栄女子学院・洗足学園など

国際基督教大学高校・学芸大国際・早
稲田実業・早稲田大学高等学院・慶應
義塾・慶應義塾湘南藤沢・玉川学園・
成蹊・都立国際など

東大・一橋大・横浜国立大・早稲田大学文
系・早稲田大学理系・早稲田政経グローバル
入試・早稲田国際教養・慶應帰国生入試・慶
應法FIT入試・上智大学学科別対策など

帰国枠大学 入試直前対策コース

2022年10月 新規開校！

03-6432-650503-6897-6187
東京都港区南麻布5-2-37 デペッシュモード２F
東京メトロ日比谷線「広尾駅」３番出口から徒歩４分 

東京都世田谷区新町２-15-10 NHCビル2F
東急田園都市線「桜新町駅」南口から徒歩5分

https://glicc.jp/


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校
海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

ハイレベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 2年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

詳細・お申込はこちら

講座受講生滞在国（例）
アメリカ・オーストラリア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・ドイツ

一方通行では伝わらない“熱”を、ま
るで教室で授業を受けているかの
ような臨場感を、「双方向Web授
業」にて。

特長 2
早稲田アカデミーオリジナルシステ
ム「早稲田アカデミーEAST」を使い
添削課題にも対応し、欠席した場合
や復習用としてオンデマンド授業映
像をご用意。

特長 3特長 1
対面と同じように、早稲田アカデミ
ーが誇るトップ講師の「完全志望校
別対策講座」を、早稲アカオリジナ
ルテキストで受講できる。

小６・中３　生徒　対象

オンライン
参加可

（小６） 1/10 火 ～ 30 月 （平日・全16日） 　
（中３） 1/10 火 ～ 2/4 土 （平日・全20日） 

御三家中・早慶中などの難関校を目指す小6帰国生、開成高・国
立附属高・早慶附属高を目指す中3帰国生のため
の入試直前に行う特別講座です。少人数制の授
業で、面接練習や作文添削も実施しています。

入試直前対策講座

12/5 月 ～ 16 金

12月に受験帰国される小学6年生を対象とした講座
を開講します。1月・2月の帰国生入試難関校（聖光
学院中・渋谷教育学園幕張中・渋谷教育学園渋谷
中・海城中・攻玉社中・洗足学園中・慶應義塾湘南藤沢中等部な
ど）の入試レベルの演習を行います。英語は英文法やエッセイなど
お子様の需要に応じた内容で授業を行います。

プレ冬期講習会
小６　生徒　対象

オンライン
参加可

詳細はこちら

11/12 土
早慶ファイナル模試

11/12 土
開成実戦オープン模試

早稲田アカデミー主催オープン模試

詳
細
は

こ
ち
ら

詳
細
は

こ
ち
ら

中
３
対
象

小
６
対
象
11月・12月
学校別合格判定模試

詳細はこちら

12/26 月 ～ 29 木
1/5 木 ～ 6 金

聖光学院中（英語利用）や海城中（B方式）を受験する小学6年生
の直前期帰国生を対象に、「英語（エッセイを含
む）入試」のための対策講座を開講致します。面接
についても別途補習時間を設けて対策を行います。

聖光学院・海城中入試対策講座
小６　生徒　対象

詳細はこちら

オンライン
参加可

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


〒305-8502  茨城県つくば市稲荷前１－１　TEL：+81-29-851-6611（代）／FAX：+81-29-851-5455
ホームページ：https://www.meikei.ac.jp　e-mail：学校イベント・説明会 kouhou@meikei.ac.jp／学校見学・入試 entry@meikei.ac.jp

■主体的な問題解決力＝Study Skillsを茗溪メソッドにより獲得していきます。
■つくば研究学園都市の多数の研究所･大学に囲まれたアカデミックな環境です。
■世界40ヶ国から、約300名の海外帰国生が在籍しています。
■学校から徒歩約3分、中高男女受け入れ可能な学寮を完備（240名が在寮中）。
■筑波大学・成蹊大学・立命館アジア太平洋大学と高大連携協定を締結。

国際バカロレア・ディプロマ・プログラム（IBDP）認定校

＊＝オンライン

＊＝オンライン　日本語＝日本語エッセイ　※＝現地校・国際校在籍者のみ

AC＝AC入試　MG＝MG入試　英語＝英語エッセイ　日本語＝日本語エッセイ ほぼ毎月実施。入試日程は入試部までお問い合わせください。転編入試

11/19 中学・高校・IB オンラインテストを実施国際生特別選抜

校
学
中

校
学
等
高

2023年度入試日程

茗溪学園中学校高等学校
文部科学省 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校

第1回 第2回 第3回
推薦

（専願） 国際生B 国際生B 国際生A 国際生B 一般４科 一般総合

30名 35名 5名
65名 55名 10名

ＡＣ
MG

12/20 1/11 1/24合格発表

国算
社理

全員

12/17 1/8 1/21

12/3・10 12/17・23 1/14

寮生･
国際生

寮生･国際生

全員 寮生･国際生

国算 国算 総合
学力

11/11～29 12/2～21 1/6～13出願期間

筆記試験

面接＊
本人
保護者
同伴

国際生特別選抜 IB生特別選抜 一般入試 IB入試
A B A

推薦入試
B 専願

全員全員

A B BA

全員
全員

1/１０ 1/2４

１/２１

12/２
～２１ 1/6～13

特に定めず 若干名 15名 25名

11/2８合格発表

11/19＊

11/５・１２ 1/141/9
全員
全員 寮生･国際生寮生･国際生寮生･国際生

寮生･国際生

10/7～21出願期間

募集人数

筆記試験

面接＊
本人

保護者同伴

C
国際生特別選抜

国際生A

11/28

11/19＊

11/5・12

ＡＣ：国算
　  英語
MG：英語
　  日本語

ＡＣ：国算
　  英語
MG：英語
　  日本語

国算

10/7～21

25名募集
人数

英
日本語 国数英

日本語
数英 国数英英

日本語 国数英
日本語
※

日本語
数英 国数英

×立正大学法学部コラボ企画

「法 …」義講いし難「」ドーレパンオの語用門専いなれ慣き聞「」記暗丸の文条「 ？かすで何はのもるすジーメイてい聞と」学
こんなイメージから、なかなか親しみが持てないのも事実でしょう。

しかし実は、コンビニでパンを買ったり、電車やバスに乗るといったごく日常的な行為すべてが、
法律に定められたルールに従っておこなわれていることをご存知ですか？
法律は、私たちの実生活と切っても切れない、とても密接なものです。

「法学」を学ぶということは、法の考え方を理解し、現実の社会で生かすことです。
ここでは、「難しい」「硬い」という印象の強い「法学」が、
実は「身近で親しみやすい」学問であることを、
立正大学法学部の教員が紹介します。

実
高校生のための「法学」講座

法学 のハナシ」「
はやさしい

画面内どこでも
クリックすると

専用サイトが出ます

例えば・・・
●カンニングは罪に問われるの？
●約束と契約ってどう違うの？
●無期懲役って軽い刑罰なの？

▶気になる回答は
大学通信HP専用サイトへ

https://www.meikei.ac.jp/
https://www.univpress.co.jp/university/rissho_law/14th_lecture/


C O N T E N T S

海外子女教育
小学部・中学部　修学旅行　
火山噴火で滅びた古代ローマの都市遺跡ポンペイを見学
（ローマ日本人学校）

2 今月の顔　　田村 康剛さん（ブルームバーグ東京支局 記者）

4　特集　第４３回海外子女文芸作品コンクール
　　  審査結果発表
22 連載　家族／クロスカルチャー
  「たいへんなこと」も宝物に変えて（後編）

25 オススメの一冊

26 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯236 ◆ 岩田中学校・高等学校

28 連載 　JOES Davos Next

29 連載　１都１道２府４３県めぐり 長野県

30　海外校シリーズ ローマ日本人学校
  ハートフォード補習授業校

34 連載　校歌の広場　　青島日本人学校

35 聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育アドバイザー 後藤 彰夫
　　 ─  子どもは読書をしてもあまり頭に入ってこないようで、読んだらすぐに忘れてしまいます。  

どうしたらいいのでしょうか。

38 連載　ことばキャンプ　 もし〇〇なら、どうする？

39 連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　Silly Place Names

40 第４３回海外子女文芸作品コンクール特選入賞者／優秀・佳作入選者一覧

44 ニュース

45 海外子女教育振興財団   教育相談

46 連載　漫画 「なっとうねばじろうシリーズ」　オーストリア

イ
ェ
ー
ル
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
自
然
史
博
物
館

（
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
の
卸
問
屋

　
田
村
康
剛
さ
ん
の
勤
め
先
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

本
社
を
持
ち
、世
界
一
七
六
の
拠
点
を
通
じ
て
経
済・

金
融
情
報
の
最
新
技
術
に
よ
る
配
信
や
、
通
信
社
・

放
送
事
業
を
手
が
け
る
総
合
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
で

あ
る
。

　
「
私
の
担
当
す
る
通
信
社
の
部
門
の
特
徴
を
ひ
と

こ
と
で
い
う
と
、
速
報
性
で
す
。
短
い
文
章
で
よ
り

早
く
、
そ
し
て
正
確
な
情
報
を
読
者
に
伝
え
る
仕
事

で
す
ね
」
と
田
村
さ
ん
。

　
こ
こ
で
い
う
〝
読
者
〞
と
は
、
新
聞
社
や
放
送
局

な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
各
種
専
門
機
関
の
こ
と
だ
。

通
信
社
の
仕
事
は
、い
わ
ば
〝
ニ
ュ
ー
ス
の
卸
問
屋
〞

と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
の
場
合
、

新
聞
社
な
ど
よ
り
も
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
の
金
融

機
関
が
お
も
な
顧
客
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
ず
は
〝
第
一
報
〞
を
、
い
ち
早
く
配
信
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
〝
ひ
と
目

見
て
わ
か
る
も
の
〞
に
、
ニ
ュ
ー
ス
の
エ
ッ
セ
ン
ス

が
伝
わ
る
も
の
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
文

も
文
字
数
を
抑
え
、
簡
潔
に
」
と
の
こ
と
。

　
異
文
化
同
士
の
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
の
な
か
、

世
界
の
政
治
や
経
済
が
動
い
て
い
る
。
田
村
さ
ん
は

東
京
支
局
に
い
る
記
者
の
ひ
と
り
だ
が
、
得
意
な
中

国
語
を
生
か
し
た
取
材
も
し
て
い
る
。
総
理
官
邸
や

外
務
省
な
ど
の
記
者
会
見
場
で
は
、
質
問
者
と
し
て

立
つ
こ
と
も
あ
る
。
当
事
者
の
肉
声
を
聞
く
こ
と
で

わ
か
る
側
面
…
…
そ
の
感
覚
も
大
事
な
の
だ
。

　
田
村
さ
ん
の
署
名
記
事
は
、Yahoo N

ew
s 

や

Fortune

、T
he Japan T

im
es

、Business 

1996年、大阪生まれ。中学卒業後、父親の仕事の関係で
家族そろって中国に渡航、2012年に上海日本人学校高等
部に入学した。翌年、上海交通大学附属中学国際部に編入。
15年、復旦大学ジャーナリズム学部に進学。19年、北京
にある清華大学大学院でGlobal Business Journalism専攻、
ブルームバーグニュースで長期インターンに参加した。21
年、修士学位を取得後、現職に就く。
https://twitter.com/yasutaka_tamura

田
た む ら

村 康
や す た か

剛さん
ブルームバーグ東京支局 記者

短
い
文
章
で
よ
り
早
く

そ
し
て
正
確
な
情
報
を

https://twitter.com/yasutaka_tamura
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Standard

、Business of Fashion

（BO
F

）

な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

上
海
市
の
活
気
に
魅
せ
ら
れ
て

　
父
親
は
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
で
育
っ
た
元
帰
国
生

で
、
上
海
赴
任
の
辞
令
が
出
た
と
き
、
当
然
の
よ
う

に
家
族
そ
ろ
っ
て
の
赴
任
を
決
め
た
。
中
三
だ
っ
た

田
村
さ
ん
は
地
元
の
公
立
高
校
を
目
指
し
て
勉
強
し

て
い
た
が
、
上
海
日
本
人
学
校
高
等
部
に
進
学
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
し
て
、
両
親
は
六
歳
下
の
弟

を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
入
れ
よ
う
と

準
備
を
始
め
た
。

　
「
弟
が
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
い
と
き
に
、『
僕
も
行

っ
て
み
た
い
な
』
と
言
っ
て
、
驚
か
れ
ま
し
た
。
で

も
僕
と
し
て
は
、
高
等
部
の
生
徒
は
帰
宅
す
る
の
に

地
下
鉄
か
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
の
で
駅
の
周
り
の

商
店
街
で
食
事
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
中
国
人
の
子
や
上
海
生
活
の
長

い
子
が
、
店
の
人
と
軽
妙
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら

ト
ッ
ピ
ン
グ
や
薬
味
を
頼
ん
だ
り
す
る
の
を
見
て
、

『
早
く
あ
あ
な
り
た
い
』
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　
念
願
か
な
っ
て
、
現
地
校
の
国
際
部
に
転
校
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
一
年
間
を
日
本
人
学
校
に

通
っ
た
こ
と
で
、
中
国
語
や
上
海
で
の
生
活
習
慣
に

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
転
校
後
も
高
等
部
の
先
生

や
友
達
が
応
援
し
て
く
れ
、
日
本
人
学
校
は
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
学
は
、
上
海
市
内
の
復
旦
大
学
に
入
学
し
た
。

　
「
現
地
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
学
び
た
か
っ
た
の
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
部

に
進
学
し
て
、
就
職
活
動
は
日
経
新
聞
や
共
同
通
信

な
ど
を
受
け
ま
し
た
が
上
手
く
い
か
な
く
て
、
結
局
、

清
華
大
学
の
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
」

客
観
性
を
確
保
し
な
が
ら
主
張
も

　
最
近
は
、
通
信
社
が
メ
デ
ィ
ア
に
〝
ニ
ュ
ー
ス
を

卸
す
〞
と
い
う
傾
向
が
薄
れ
て
き
て
い
る
し
、
素
人

で
も YouTube

や
ブ
ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
広
範

囲
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　
「
私
た
ち
の
場
合
は
、
公
平
性
と
客
観
性
を
重
視

し
、
事
実
に
忠
実
に
報
じ
る
こ
と
に
徹
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
関
係
者
へ
徹
底

し
た
取
材
を
し
ま
す
し
、
記
事
の
表
現
に
も
、
偏
り

や
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に〝
質
〞が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

と
田
村
さ
ん
は
言
う
。
有
料
の
記
事
を
読
ん
で
い
る

〝
読
者
〞
も
、
専
門
家
集
団
な
の
だ
。

　
「
速
さ
を
競
う
記
事
の
ほ
か
に
、
雑
誌
の
よ
う
に

長
め
の
記
事
、
独
自
に
取
材
し
た
話
題
も
執
筆
し
て

い
ま
す
。
自
分
が
関
心
を
持
つ
こ
と
や
課
題
に
は
、

じ
っ
く
り
取
り
組
み
た
い
で
す
か
ら
」
と
の
こ
と
。

　
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る

田
村
さ
ん
の
署
名
記
事
を
見
る
と
、
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
、

政
治
問
題
、
デ
ジ
タ
ル
事
情
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向

な
ど
、
そ
の
テ
ー
マ
は
じ
つ
に
多
岐
に
わ
た
る
。

　
「
私
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
は
一
年
目
は
研
修
期
間
で

す
の
で
、
い
ろ
ん
な
部
署
を
三
カ
月
ご
と
に
変
わ
り

な
が
ら
担
当
す
る
ん
で
す（
笑
）」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
そ
れ
だ
け
注
目
さ
れ
る
シ
ャ
ー
プ
な
記
事
を
書
き

続
け
て
い
る
こ
と
の
証あ

か
し
だ
ろ
う
。
九
月
か
ら
の
配

属
先
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
と
決
ま
っ
た
。

　
　
　
（
取
材
・
文　
小
山
和
智
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

日本人学校高等部でサッカー部顧問の先生と。現地校国際部でもサッカーで活躍。前列左端が田村さん。
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学校賞　　　　　　　（五十音順）

特集

入
選
者
に
贈
ら
れ
る
記
念
楯
と

メ
ダ
ル
に
刻
ま
れ
た
レ
リ
ー
フ

（
彫
刻
家　

米
林
雄
一
作
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
主
催
す
る
第
四
十
三
回
海
外
子

女
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
で
は
、
各
賞
の
受
賞
者
と
特
別
賞
受
賞
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
海
外
に
在
住
す
る
小
・
中
学
生
が
言

語
・
風
習
・
気
候
風
土
・
治
安
な
ど
日
本
と
異
な
る
生
活
環
境
の

中
で
感
じ
、
考
え
、
感
動
し
た
こ
と
を
日
本
語
で
表
現
す
る
こ

と
を
促
す
た
め
に
、
一
九
七
九
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
日
常
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
、
異
文

化
で
暮
ら
す
な
か
で
の
家
族
愛
や
友
情
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
て

い
る
作
品
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
た
作
品
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
的
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る

作
品
が
増
え
、
学
校
や
家
庭
等
で
教
育
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

学
校
単
位
で
の
良
質
の
作
品
の
応
募
に
は
先
生
が
た
の
指
導

や
学
校
と
し
て
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　

な
お
応
募
作
品
総
数
は
二
万
三
八
八
一
点
（
作
文
＝
二
二
六

四
点
、
詩
＝
一
七
七
〇
点
、
短
歌
＝
五
三
五
五
点
、
俳
句
＝
一

万
四
四
九
二
点
）。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、

作
文
以
外
の
応
募
が
増
え
て
昨
年
度
の
約
一
・
三
倍
の
作
品
が

一
九
七
校
等
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
予
備
審
査
を
経
て
九
月
二
十
二
日
、
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団（
東
京
都
港
区
）で
行
わ
れ
た
最
終
審
査

会
に
か
け
ら
れ
、
協
議
の
末
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め
、

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞
、
後
援
・
協
賛
者
賞
、
特
選
、

優
秀
、
佳
作
が
決
定
し
ま
し
た
（
特
選
・
優
秀
・
佳
作
の
審
査

結
果
は
本
誌
四
十
〜
四
十
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

各
入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
多

数
の
応
募
と
優
れ
た
作
品
が
認
め
ら
れ
た
左
記
の
各
校
に
は

「
学
校
賞
」
が
与
え
ら
れ
、
賞
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て
図
書
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
今
年
の
十
二
月
に
は
、
作
品
集
『
地
球
に
学
ぶ　

第
四

十
三
回
』
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

学校賞

○イーストテネシー補習授業校（アメリカ）
○イスラマバード日本語クラブ（パキスタン）
○オークランド補習授業校（ニュージーランド）
○おひさま日本語教室（ニュージーランド）
○カイロ日本人学校（エジプト）
○韓国・ブンダン日本語補習授業校（韓国）
○シカゴ日本人学校（アメリカ）
○ジッダ日本人学校（サウジアラビア）
○ジャカルタ日本人学校（インドネシア）
○ダービーシャー補習授業校（イギリス）
○デュッセルドルフ日本人学校（ドイツ）
○デュッセルドルフ補習授業校（ドイツ）
○ニューヨーク育英学園〈全日制〉（アメリカ）
○ニューヨーク育英学園 サタデースクール

〈ニュージャージー校〉（アメリカ）
○ニューヨーク育英学園サタデースクール

〈ポートワシントン校〉（アメリカ）
○ニューヨーク育英学園サタデースクール

〈マンハッタン校〉（アメリカ）
○ニューヨーク育英学園サンデースクール

（アメリカ）
○パナマ日本人学校（パナマ）
○香港日本人学校〈大埔校〉（中国）
○南インディアナ補習授業校（アメリカ）

特集第43回海外子女
文芸作品コンクール

審査結果発表審査結果発表
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特
別
賞
入
賞
作
品

作
文
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

ふ
る
さ
と
と
の
き
ず
な

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
習
授
業
校
（
ド
イ
ツ
）

中
三　

宮
原
　
由
希
ソ
フ
ィ
ー

　
「
今
年
、
四
月
一
日
か
ら
日
本
の
民
法
改
正
に
よ
り
、

成
人
年
齢
は
十
八
歳
と
な
る
。」
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
私
は
、
正
直
「
そ
れ
で
。」
と
他
人
事
に
し
か
思

わ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
以
前
よ
り
十
八
歳
で
成
人

す
る
の
で
、
私
に
と
っ
て
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
私
も
十
八

歳
に
な
っ
た
ら
、
今
の
二
重
国
籍
か
ら
ど
ち
ら
か
一
つ

を
選
ば
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。
ド
イ
ツ
国
籍
を
選
べ

ば
、
日
本
に
帰
っ
て
も
、
空
港
で
母
と
同
じ
ゲ
ー
ト
で

は
な
く
、
外
国
人
用
の
ゲ
ー
ト
か
ら
入
国
す
る
こ
と
に

な
る
と
母
に
言
わ
れ
た
時
は
瞬
時
に
頭
を
ハ
ン
マ
ー
で

な
ぐ
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
上
、
も
し

ま
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う
な
事
態
が

起
こ
れ
ば
、
外
国
人
は
日
本
に
入
国
す
る
こ
と
さ
え
で

き
な
く
な
る
の
だ
。
こ
の
現
実
を
想
像
し
た
時
は
、
も

は
や
他
人
事
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
私
の
人
生
で
最
も
重

大
な
決
断
が
、
今
回
二
年
も
早
ま
っ
て
、
い
き
な
り
五

年
後
に
迫
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

気
に
な
っ
て
法
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
調
べ
て
み

た
ら
、
日
本
の
国
籍
法
第
十
四
条
第
一
項
に
は
、
こ
れ

ま
で
「
二
十
歳
に
達
す
る
以
前
に
二
重
国
籍
と
な
っ
た

場
合
、
二
十
二
歳
に
達
す
る
ま
で
に
国
籍
の
選
択
を
す

る
こ
と
」
と
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
が
今
回
の
「
民
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、
国
籍
選

択
が
二
十
歳
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
の
も
う
一

つ
の
国
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
般
的
に
二
重
国
籍
が
許
可

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
中
と

い
う
地
理
的
な
こ
と
、
ま
た
過
去
に
労
働
力
を
必
要
と

し
て
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
政
策
と
い
っ
た
歴
史
的
な

背
景
も
あ
り
重
国
籍
を
き
っ
ち
り
ど
ち
ら
か
と
し
て
捉

え
ず
、
状
況
に
応
じ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
か
ら

だ
。

　

私
は
ド
イ
ツ
人
の
父
と
日
本
人
の
母
を
持
つ
ド
イ
ツ

生
ま
れ
の
ハ
ー
フ
。
ド
イ
ツ
と
日
本
の
二
重
国
籍
を
持

ち
、
両
方
を
祖
国
と
し
て
生
き
て
き
た
。
普
段
、
父
と

は
ド
イ
ツ
語
で
、
母
と
は
日
本
語
で
会
話
し
、
ド
イ
ツ

で
は
自
己
を
主
張
す
る
こ
と
、
ま
た
日
本
で
は
協
調
性

を
重
ん
じ
る
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二

つ
の
国
は
私
に
と
っ
て
ど
ち
ら
も
ふ
る
さ
と
な
の
だ
。

私
の
親
族
の
大
半
は
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
毎

年
夏
休
み
に
日
本
へ
帰
る
。
今
ま
で
住
ん
で
い
る
の
は

ず
っ
と
ド
イ
ツ
だ
が
、
日
本
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
自

分
の
こ
と
を
日
本
人
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
き
た
。

　

た
だ
そ
の
た
め
に
は
今
日
ま
で
毎
日
努
力
も
し
な
い

と
い
け
な
か
っ
た
。
例
え
ば
小
学
一
年
か
ら
中
学
三
年

ま
で
、
通
算
九
年
間
毎
週
土
曜
日
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
日
本
語
補
習
校
に
通
い
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
き
た
。

そ
の
九
年
間
に
は
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
何
度
も

あ
っ
た
が
、

　
「
由
希
、
日
本
語
も
お
前
の
母
国
語
だ
よ
。
日
本
語

が
き
ち
ん
と
話
せ
る
こ
と
は
一
生
の
宝
だ
よ
。
そ
れ
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
家
族
皆
日
本
人
な

の
に
、
自
分
一
人
だ
け
日
本
語
が
話
せ
な
く
て
も
い
い

の
か
。」

と
母
に
叱し

っ
た咤
激
励
さ
れ
て
き
た
。
冷
静
に
考
え
る
と
、

確
か
に
母
の
言
う
こ
と
は
正
し
い
と
実
感
で
き
る
。
私

は
日
本
人
な
の
で
、
日
本
語
が
話
せ
る
こ
と
は
当
然
だ
。

日
本
に
帰
る
時
に
は
い
つ
も
家
族
に
温
か
く
迎
え
ら
れ

て
、
乗
っ
て
い
る
飛
行
機
が
日
本
に
着
陸
す
る
だ
け
で

「
帰
っ
た
。」
と
感
じ
、
安
心
感
に
包
ま
れ
る
。
母
に
は

「
帰
っ
た
」
と
い
う
表
現
は
間
違
い
だ
と
指
摘
さ
れ
る

が
、
間
違
い
で
は
な
い
。
自
分
で
も
不
思
議
に
思
う
が
、

日
本
へ
は
「
行
く
」
の
で
は
な
く
、「
帰
る
」
が
正
し

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表
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い
表
現
な
の
だ
。

　

ま
た
、ド
イ
ツ
に
い
て
現
地
の
学
校
な
ど
で
「
日
本
」

と
聞
く
だ
け
で
ひ
と
り
で
に
心
が
熱
く
な
り
、
直
接
自

分
に
話
し
か
け
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
私
の
日
本
に
対
し
て
の
思
い
と
同
様
に
今
日

ま
で
生
ま
れ
育
っ
た
ド
イ
ツ
へ
の
思
い
も
あ
る
。
一
体

私
は
ど
う
し
て
こ
の
二
つ
の
国
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
う
だ
け
で
胸
が
張
り

裂
け
そ
う
に
な
る
。

　

今
、
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
世
界
で
は
戦
争
が
起
こ
っ

て
い
る
。
私
と
は
違
う
が
、
二
つ
の
ふ
る
さ
と
の
選
択

で
心
を
痛
め
て
い
る
人
達
は
他
に
も
い
る
。
今
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
戦
争
の
た
め
に
ふ
る
さ
と
を
逃
れ
た
人
々
は
、

生
き
る
た
め
に
難
民
と
し
て
外
国
で
生
活
を
一
か
ら
立

て
直
し
て
い
る
。
私
は
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
の
で
、

実
際
は
ど
う
か
想
像
は
で
き
な
い
が
、
多
分
私
以
上
に

つ
ら
い
と
思
う
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
は
家
族
の
こ
と
以
外
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
国

の
現
状
に
対
し
て
も
大
変
心
配
し
、
自
国
の
存
続
に
大

き
な
恐
怖
感
す
ら
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

で
き
る
。
今
日
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
し
て
生
き
て
き

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
生
き
る
た
め
の
選
択
と
し
て
、
国

籍
を
換
え
て
故
郷
を
諦
め
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
と
、
涙
が
出
そ
う
に
な
る
。

　

私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
難
民
と
私
の
間
で
、
ふ
る

さ
と
へ
の
深
い
結
び
付
き
と
い
っ
た
共
通
点
を
見
つ
け

た
。
も
ち
ろ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
の

意
味
は
違
い
、
そ
の
大
切
さ
に
は
個
人
差
が
あ
る
。
だ

が
、
自
分
が
育
っ
て
住
み
慣
れ
た
土
地
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
わ
る
い
と
お
し
い
思
い

な
ど
は
、
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も

の
だ
。
ふ
る
さ
と
は
、
自
分
を
作
っ
て
く
れ
た
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
存
在
な
の
だ
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
ド
イ
ツ
と
日
本
の
両
方

に
抱
く
私
の
本
心
で
、
ど
ち
ら
か
の
方
が
好
き
か
な
ど

決
め
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
国
籍
を
離
脱
し
な
い
と

い
け
な
い
、
そ
の
決
断
に
よ
っ
て
国
民
で
あ
る
と
い
う

証
明
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い

る
、
と
い
う
単
な
る
便
利
さ
と
い
う
観
点
で
は
ド
イ
ツ

の
国
籍
を
選
ぶ
方
が
普
通
だ
と
思
う
が
、
初
め
て
外
国

人
と
し
て
日
本
へ
入
国
す
る
日
を
思
い
浮
か
べ
る
と
鳥

肌
が
立
つ
。
日
本
そ
の
も
の
に
は
未
来
も
変
わ
り
は
な

い
が
、
今
私
の
抱
く
深
い
結
び
付
き
を
感
じ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
怖
く
て
心
配
だ
。
果
た
し
て
、
外
国

人
と
し
て
今
と
同
じ
よ
う
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
て
い

る
気
持
ち
に
な
れ
る
か
今
の
私
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
。

　

今
、
私
が
本
当
に
残
念
に
思
う
こ
と
は
、
他
の
国
で

は
許
可
さ
れ
て
い
る
二
重
国
籍
が
よ
り
に
よ
っ
て
私
の

両
国
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
間
で
許
可
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
だ
。
私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
許
可
し
て
い
な
い

の
は
ド
イ
ツ
で
は
な
く
、
日
本
側
だ
。
ド
イ
ツ
の
国
籍

法
が
何
度
も
改
正
し
て
今
の
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
の
国
籍
法
も
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
。
今
後
さ
ら

に
国
際
化
が
進
む
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
に
は
白
か
黒
か
だ
け
で
は
な
い
別
の
ル
ー
ル
を
設

け
、
今
の
禁
止
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。
私

に
は
ど
う
し
て
も
こ
の
ド
イ
ツ
と
日
本
の
間
で
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
は
私
の
母
国
、
ド
イ
ツ
は

私
のV

aterland

（
父
国
）、
ま
さ
に
母
と
父
な
の
だ
。

ふ
る
さ
と
と
家
族
と
の
き
ず
な
は
何
よ
り
も
強
い
も
の

な
の
だ
。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞

は
じ
め
て
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
売
り

南
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
三　

堀
田
　
悠
翔

　
「
や
っ
た
ー´

売
れ
た
ー´

サ
ン
キ
ュ
ー
。」

　
「
は
じ
め
て
売
れ
た
、
イ
ェ
ー
イ
。」

ジ
ャ
ッ
ク
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
。

　

今
日
は
、
は
じ
め
て
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
売
り
だ
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
ひ
を
、
自
分

た
ち
で
、
か
せ
ぐ
の
だ
。
大
き
な
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

店
の
前
に
テ
ー
ブ
ル
を
せ
っ
ち
し
て
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

を
売
ら
せ
て
も
ら
う
。

　

今
日
の
た
ん
と
う
時
間
は
、
二
人
で
三
時
間
。
ジ
ャ

ッ
ク
と
ぼ
く
の
二
人
だ
け
。
テ
ー
ブ
ル
に
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
な
ら
べ
る
。
お
客
さ
ん
が
見
や
す
い
よ
う
に
考
え

て
き
れ
い
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
た
。
そ
し
て
、
全
商
品

の
し
ゅ
る
い
と
ね
だ
ん
を
お
ぼ
え
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
の
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
ぼ
く
よ
り
一
つ
下
だ

け
ど
、
も
う
何
年
も
け
い
け
ん
ず
み
。
ぼ
く
は
、
今
年

か
ら
入
っ
て
ま
も
な
い
の
で
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
売
り
の

こ
と
は
、
何
も
知
ら
な
い
。
何
と
声
を
か
け
た
り
、
ど

こ
に
立
っ
た
ら
よ
い
か
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
売
り
だ
。

さ
っ
そ
く
ど
ん
ど
ん
店
の
中
か
ら
出
て
来
た
人
た
ち
に
、

せ
っ
き
ょ
く
て
き
に
声
を
か
け
は
じ
め
た
。
ぼ
く
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
の
手
本
を
見
て
い
た
。
本
当
に
買
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
の
か
な
。
一
つ
も
売
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
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し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
も
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
ね
だ
ん
が
高
い
の
だ
。
ぼ
く
は
、

が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
二
人
で
ド
ア

の
り
ょ
う
は
じ
に
立
っ
て
、
ぼ
く
も
手
つ
だ
い
は
じ
め

た
。

　

す
ぐ
に
ぼ
く
の
方
に
人
が
近
づ
い
て
き
た
。
よ
し
、

声
を
か
け
る
ぞ
。
で
も
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
か
ら
、

む
り
だ
っ
た
。
次
は
、
が
ん
ば
る
ぞ
。

　
「
ハ
ロ
ー
、
ぼ
く
た
ち
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動

に
協
力
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」

　

お
じ
さ
ん
が
、
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
通
り
す
ぎ
て
行

っ
た
。
き
っ
と
声
が
小
さ
く
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
ん
だ

ろ
う
。

　
「
ハ
ロ
ー
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」

　

一
し
ゅ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
た
。

も
う
一
回
声
を
か
け
る
ぞ
。
だ
け
ど
、

　
「
い
そ
い
で
る
か
ら
ご
め
ん
ね
。」

と
、
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
止
ま
っ
て
く
れ
て
話

が
出
来
た
の
で
、
少
し
じ
し
ん
が
つ
い
て
き
た
。
も
う

少
し
大
き
な
声
で
話
し
か
け
ら
れ
る
気
が
す
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
の
方
を
見
て
み
る
と
、
お
客
さ
ん
と
話
を

し
な
が
ら
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
つ
れ
て
行
っ
た
。

今
日
さ
い
し
ょ
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
売
れ
る
か
も
。
や

っ
た
、
今
日
は
じ
め
て
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
売
れ
た
。

二
人
で
い
っ
し
ょ
に
大
よ
ろ
こ
び
し
た
。

　
「
ジ
ャ
ッ
ク
、
さ
す
が
だ
ね
。」

　
「
次
は
、
キ
ミ
の
番
だ
ぞ
、
が
ん
ば
れ
よ
。」

　

ジ
ャ
ッ
ク
に
言
わ
れ
、
や
る
気
が
出
て
き
た
。
よ
う

し
、
本
気
モ
ー
ド
だ
。
そ
れ
か
ら
は
、
大
き
な
声
で
、

声
か
け
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ど
ん
ど
ん
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
て
み
た
。
三
、
四

組
目
で
、
四
人
家
族
の
お
父
さ
ん
が
、

　
「
い
い
よ
、
買
っ
て
あ
げ
る
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
。
び
っ
く
り
し
て
か
た
ま
っ
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
、

ど
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
い
い
で
す
か
。」

　

そ
の
家
族
は
、
五
分
く
ら
い
な
や
ん
で
い
た
。

　
「
デ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ッ
ト
く
だ
さ
い
。」

　

ぼ
く
は
、
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん
も
の
す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
。
だ
っ
て
、
は
じ
め
て
売
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
が
、

こ
の
中
で
、
一
番
高
い
商
品
な
ん
だ
か
ら
。
ジ
ャ
ッ
ク

と
大
よ
ろ
こ
び
で
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

　

十
月
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
あ
つ
い
中
、
あ
せ
だ
く
に

な
り
な
が
ら
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
売
っ

た
。
は
じ
め
は
、
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
ア
メ
リ
カ
人
は
、

み
ん
な
や
さ
し
く
て
、
た
く
さ
ん
売
れ
た
。

　
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ
な
い
か
ら
、
あ
な
た
の
分

を
買
っ
て
あ
げ
る
よ
。」

と
、
一
人
の
お
ば
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
た
。
ぼ
く
は
、

び
っ
く
り
し
た
。
ふ
た
ん
を
か
け
た
く
な
い
の
で
、
一

番
安
い
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
え
ら
ん
だ
。
そ
し
て
買
っ
た

物
を
そ
の
場
で
く
れ
た
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
い
ら
な
い

か
ら
と
、
き
ふ
だ
け
を
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
た
。
き

ふ
ボ
ッ
ク
ス
も
お
金
で
ま
ん
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

こ
の
日
、
ぼ
く
は
、
た
っ
た
三
時
間
で
三
十
二
ふ
く

ろ
も
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
売
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
こ

ん
な
に
も
買
っ
た
り
、
ぼ
金
を
し
て
く
れ
る
と
は
、
思

い
も
し
な
か
っ
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
物
を
売
る
こ
と
や
、

き
ふ
あ
つ
め
は
、
は
じ
め
て
の
体
け
ん
だ
っ
た
。
し
か

も
、
ア
メ
リ
カ
で
。
そ
の
上
英
語
で
知
ら
な
い
人
に
話

し
か
け
る
。
そ
し
て
な
ん
と
、
ぼ
く
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
よ

り
た
く
さ
ん
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
売
っ
た
の
だ
。

　
「
は
じ
め
て
の
こ
と
は
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
あ

た
り
前
だ
よ
。
し
っ
ぱ
い
し
て
せ
い
長
す
る
ん
だ
よ
。

と
り
あ
え
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。」

と
、
は
じ
め
る
前
に
た
い
長
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。

大
へ
ん
な
一
日
だ
っ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
ゆ
う
き
を
出
し

て
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
売
り
を
が
ん
ば
っ
た
。

　
「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
。」

　

ジ
ャ
ッ
ク
や
み
ん
な
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
。
何
で
も
や

れ
ば
、
出
来
る
と
、
じ
し
ん
が
つ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ア
メ
リ
カ
で
新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
ぞ
。

日
本
放
送
協
会
賞

決
戦
は
金
曜
日
〜
私
の
選
挙
運
動
〜

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

中
二　

小
寺
　
智
佳
子

　
「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
立
候
補
し
よ
う
と
思
う
の
。」

　
「
え
、
そ
ん
な
重
要
な
役
割
は
ア
メ
リ
カ
人
に
お
任

せ
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
母
が
言
っ
た
。

母
の
言
葉
に
違
和
感
を
感
じ
た
。

　
「
ど
う
い
う
意
味
？　

な
ぜ
私
が
学
校
の
生
徒
会
長

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
？
」　

　
「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
心
配
な
だ
け
。
学
校
を
ま

と
め
て
い
け
る
の
？　

あ
な
た
自
身
に
も
負
担
が
か
か

る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

　

現
地
校
の
テ
ス
ト
週
間
が
無
事
終
わ
り
、
Ｇ
７
も
残

り
わ
ず
か
な
五
月
。
私
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
（
生
徒
会
）
の
先
生

か
ら
受
け
取
っ
た
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
立
候
補
の
書
類
に
動

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表
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機
や
目
標
を
記
入
し
て
家
に
持
ち
帰
っ
た
。
あ
と
は
保

護
者
欄
に
サ
イ
ン
し
て
も
ら
い
全
校
生
徒
に
届
け
る
ス

ピ
ー
チ
動
画
を
撮
る
だ
け
だ
っ
た
。
サ
イ
ン
と
動
画
撮

影
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
よ
う
と
ウ
キ
ウ
キ
し
な
が
ら

母
に
報
告
し
た
の
だ
が
、
母
の
口
か
ら
出
て
く
る
言
葉

は
期
待
し
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
て
い
た
。
マ
イ
ナ
ス

思
考
で
本
当
に
い
や
に
な
る
。
ま
だ
何
人
立
候
補
す
る

か
、
誰
が
当
選
す
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
不
安
を

並
べ
て
心
配
を
助
長
さ
せ
る
。
ど
う
し
て
大
人
は
先
の

心
配
ば
か
り
し
て
結
果
を
決
め
つ
け
る
の
だ
ろ
う
？　

し
ぶ
し
ぶ
母
は
サ
イ
ン
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
あ
と
も

ブ
ツ
ブ
ツ
と
不
安
を
も
ら
し
た
。

　

私
は
日
本
人
だ
が
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
三
歳
か
ら

ず
っ
と
海
外
暮
ら
し
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
四
年
目
で
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
た
活
動
も
再
開
さ

れ
、
だ
い
ぶ
学
校
や
地
域
の
シ
ス
テ
ム
に
も
慣
れ
て
き

た
。
通
っ
て
い
る
中
学
校
の
雰
囲
気
も
よ
く
、
去
年
生

徒
会
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
は
違
い
い
ろ
ん
な
人
種

が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
や
文
化
、
食
生

活
を
尊
重
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
た
り
、
身

体
障
害
者
の
友
達
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

た
時
、
ご
家
族
か
ら
の
感
謝
の
声
に
元
気
を
も
ら
え
た
。

こ
の
学
校
の
代
表
と
し
て
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
最
後
の
年

に
多
く
の
友
達
と
協
力
し
、
学
校
生
活
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
立
候
補
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
候
補
者

一
人
目
カ
ー
リ
ー
、
学
校
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
明
る
く
元
気
な
ア
メ
リ
カ
人
。
候
補
者
二
人
目

カ
プ
リ
、
落
ち
着
い
て
賢
い
勉
強
家
の
ア
メ
リ
カ
人
。

そ
し
て
三
人
目
私
、
小
寺
智
佳
子
、
鹿
児
島
生
ま
れ
で

海
外
を
転
々
と
し
て
き
た
日
本
人
。
こ
れ
か
ら
一
週
間

の
選
挙
活
動
を
行
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
に
よ
っ
て

金
曜
に
結
果
が
出
る
。
ま
さ
に
決
戦
は
金
曜
日
だ
。

　

私
の
選
挙
活
動
は
ま
ず
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
か
ら
始
め

た
。
学
校
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
中
に
パ
ソ
コ
ン
で
「
Ｖ

Ｏ
Ｔ
Ｅ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ　

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
と
伝

え
た
い
こ
と
を
シ
ン
プ
ル
に
書
い
て
イ
ラ
ス
ト
を
挿
入

し
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
。
月
曜
に
は
ホ
ー
ル
や
食
堂

に
候
補
者
全
員
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
た
。
次
に
、

全
校
生
徒
向
け
の
ス
ピ
ー
チ
動
画
を
撮
る
。
家
の
リ
ビ

ン
グ
や
暖
炉
前
、
庭
、
自
分
の
部
屋
、
い
ろ
ん
な
場
所

で
撮
影
し
て
み
た
が
、
玄
関
前
で
の
ス
ピ
ー
チ
が
一
番

流り
ゅ
う

暢ち
ょ
うに
ス
ピ
ー
チ
で
き
て
い
た
の
で
こ
れ
に
決
定
。

私
の
公
約
は
一
．
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
、
個
性
を
受
け
入

れ
る
。
二
．
募
金
活
動
で
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
貢
献
す
る
。
三
．
テ
ィ
ー
ン
の
悩
み
の
専
門
家
に
来

て
も
ら
い
講
演
し
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
の
三
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
私
は
身
も
心
も
コ
ロ
ナ
か
ら
脱
出
し
、
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
最
後
の
一
年
を
ど
っ
ぷ
り
友
達
と
楽
し
く

締
め
括く

く

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
の
こ
と

を
学
校
の
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
か
が
最
大
の
問
題
。
先
輩

や
同
学
年
は
、
生
徒
会
と
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
の
活
動
を
通

し
て
友
達
も
多
い
け
れ
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
新
し
く
入

学
し
て
き
た
一
つ
下
の
後
輩
た
ち
だ
。
選
挙
活
動
の
ル

ー
ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
私
に

先
輩
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
そ
れ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
た
拡
散
だ
。
サ
ン
グ
ラ
ス
の
レ
ン
ズ
に
「
Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
と
書
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
か

け
て
も
ら
い
写
真
を
撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し
て
も

ら
う
。
友
達
の
友
達
に
も
見
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

広
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
と
も
思
え
る
作
戦
は
大
成
功
。
学
校
の
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
や
迎
え
の
車
を
待
っ
て
い
る
間
、
私
と
サ
ン
グ
ラ
ス

を
か
け
て
写
真
を
撮
り
た
い
人
の
列
が
で
き
て
多
く
の

後
輩
に
も
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
た
く

さ
ん
の
応
援
の
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に

学
校
生
活
を
満
喫
し
、
生
き
て
る
と
い
う
充
実
感
と
と

も
に
あ
っ
と
い
う
間
に
金
曜
日
の
朝
に
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
投
票
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

母
と
父
は
週
末
そ
わ
そ
わ
し
て
、「
よ
く
頑
張
っ
た

よ
。
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た

ね
。」
と
か
「
こ
ん
な
挑
戦
を
で
き
て
る
な
ん
て
誇
ら

し
い
よ
。」
と
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。
い
つ
で
も
優

し
い
家
族
。
私
が
落
選
し
て
傷
つ
い
て
、
悲
嘆
に
く
れ

な
い
よ
う
に
気
を
使
っ
て
い
る
の
だ
。
落
選
す
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
は
立
候
補
し
た
時
か
ら
覚
悟
し
て
い
る

し
カ
ー
リ
ー
も
カ
プ
リ
も
尊
敬
で
き
る
大
切
な
友
人
だ
。

あ
の
二
人
の
ど
ち
ら
か
が
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
な
っ
て
も

私
は
応
援
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
私
は
、

ふ
と
母
と
の
会
話
の
違
和
感
を
思
い
出
し
て
い
た
。
母

は
き
っ
と
も
の
す
ご
く
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
。

私
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
周
り
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ
と

に
よ
る
危
険
、
ア
メ
リ
カ
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
日

本
人
に
対
す
る
感
情
か
ら
。
私
が
立
候
補
し
た
こ
と
に

驚
い
た
母
と
は
き
っ
と
価
値
観
も
少
し
違
う
の
だ
ろ
う
。

母
は
い
ろ
ん
な
経
験
や
人
生
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

失
敗
や
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
価
値
観
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
私
が
立
候
補
す
る
こ
と
で
傷

つ
い
た
り
、
他
の
こ
と
が
疎お

ろ
そか
に
な
る
こ
と
か
ら
私
を

守
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
思
い
が
き
っ
と

「
そ
ん
な
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
人
に
お
任
せ
し
た
ら
」
と

い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。
結
果
で
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証
明
で
き
る
の
が
一
番
い
い
け
ど
、「
マ
マ
、
そ
ん
な

に
心
配
し
な
い
で
。
大
丈
夫
だ
か
ら
、
ど
ん
な
結
果
で

も
受
け
入
れ
る
し
、
や
り
遂
げ
る
か
ら
、
私
は
意
外
と

強
い
よ
。」
私
は
そ
っ
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　

月
曜
の
朝
、
校
長
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
た
。

「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
、ｙ
ｏ
ｕ　
ａ
ｒ
ｅ

ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ　
ｏ
ｕ
ｒ　

２
０
２
２
│
２
０

２
３　
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
。」

そ
う
だ
、
私
は
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
選
ば
れ
た
の
だ
。
そ

し
て
午
後
に
は
全
校
放
送
で
み
ん
な
に
も
知
れ
渡
っ
た
。

一
緒
に
戦
っ
た
カ
ー
リ
ー
と
カ
プ
リ
は
す
ぐ
に
か
け
つ

け
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
本
当
に
尊
敬

す
る
に
値
す
る
素
晴
ら
し
い
友
達
。
多
く
の
友
人
が
祝

福
し
て
く
れ
た
。
目
の
前
が
と
て
も
明
る
く
な
っ
て
く

る
の
が
分
か
っ
た
。
私
の
思
い
と
存
在
が
認
め
て
も
ら

え
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の
だ
。
こ
の
結
果

は
私
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
ん
な
私
に
投
票
し
て

く
れ
た
み
ん
な
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル
達
、
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
た
先
輩
、
素
晴
ら
し
い
学
校
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
な
に
よ
り
見
守
っ
て
く
れ
た
家

族
の
お
か
げ
だ
。
私
は
選
挙
活
動
と
い
う
バ
ッ
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
に
立
ち
、
が
む
し
ゃ
ら
に
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
ら

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
に
選
ば
れ
た
。
こ
う
な
り
た
い
と
い
う

未
来
は
黙
っ
て
い
て
手
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ス

ク
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
失
敗
を
お
そ
れ
ず
、

自
分
か
ら
行
動
を
変
え
な
い
と
進
め
な
い
の
だ
。
コ
ロ

ナ
で
時
間
が
と
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
も
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
元
の
日
常
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
。
笑
顔
の
裏
で
、

寂
し
い
思
い
や
置
き
去
り
に
さ
れ
た
気
持
ち
で
い
る
人

も
多
い
と
思
う
。
き
っ
と
私
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
人
が
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
か
、
立
ち
止
ま
っ
て
声
を
聴
き
な
が
ら
考
え

て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
国
籍
や
性
別
に
関
係
な
く
、

「
智
佳
子
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
人
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
学
び
と
成
長
を
続
け

て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
21
世
紀
財
団
賞

大
切
な
夏
休
み

台
北
補
習
授
業
校
（
台
湾
）小

六　

識
名
　
美
波

　

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
台
湾
の
基
隆
・
八
斗
子
と
い

う
小
さ
な
港
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
家
の
目
の
前
に
は

綺き
れ
い麗
な
海
が
あ
り
、
好
き
な
時
に
海
に
遊
び
に
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
窓
を
開
け
る
と
海
の
匂
い
が
し
、
夜

に
な
る
と
イ
カ
釣
り
漁
船
が
ま
る
で
海
の
上
を
漂
っ
て

い
る
小
さ
な
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
都
会
か
ら

離
れ
た
港
町
な
の
で
周
り
に
は
日
本
人
は
自
分
の
家
族

以
外
全
く
い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
や
日
本

人
学
校
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
は
現
地

校
で
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
の
ど
か
な
港
町
で
も

去
年
の
五
月
ご
ろ
、
台
湾
全
土
で
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広

が
っ
た
た
め
、
夏
休
み
ま
で
の
期
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
休
み
も
ほ
と
ん
ど
出

か
け
ら
れ
な
い
状
況
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま
っ
た
す
ぐ
の
こ
ろ
、
母
が

急
に
毎
朝
海
へ
行
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
言
い
出
し

ま
し
た
。
私
と
妹
は
朝
早
い
時
間
に
た
た
き
お
こ
さ
れ
、

嫌
が
り
な
が
ら
海
で
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
場
所
は
家
か
ら
す
ぐ
近
く
で
、

昔
か
ら
家
族
で
良
く
磯い

そ

遊
び
を
し
て
い
た
海
岸
で
す
。

朝
早
く
行
く
と
数
名
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が

散
歩
を
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
前
に

音
楽
を
か
け
な
が
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
の
で
、
私
は

周
り
か
ら
見
ら
れ
る
の
が
と
て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。

　

六
月
に
も
な
る
と
毎
日
三
十
五
度
以
上
に
な
る
の
で
、

ゴ
ミ
拾
い
の
つ
い
で
に
、
海
で
泳
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
海
水
の
し
ょ
っ
ぱ
さ
や
暗
い
色
が
怖
く
て

浅
瀬
で
し
か
泳
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
日
入
る
う
ち

に
、
足
の
つ
か
な
い
深
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
も
怖
く
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
よ
り
一
層

色
と
り
ど
り
の
魚
た
ち
が
自
由
奔
放
に
泳
ぎ
回
り
、
珊さ

ん

瑚ご

は
伸
び
伸
び
と
し
て
太
陽
に
向
っ
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
る
で
別
の
世
界
に
来
て
魚
た

ち
と
た
わ
む
れ
て
い
る
感
覚
に
な
り
ま
す
。
私
は
綺
麗

な
海
を
毎
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
後
か
ら
近
所
に
住

ん
で
い
る
友
達
も
さ
そ
っ
て
、
一
緒
に
海
で
泳
い
だ
り
、

ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
人
か

ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
突
然
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
人

も
毎
朝
泳
ぎ
に
き
て
い
た
近
所
に
住
ん
で
い
る
張
さ
ん

と
い
う
方
で
す
。
初
め
は
ど
う
し
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
何
度
か
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
う
ち
に
、
現
地
の

里
長
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

海
岸
に
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
漂
着
し
ま
す
。

朝
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
も
、
次
の
日
に
は
同
じ
よ
う
に
た

く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て
い
ま
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
レ
ジ
袋
、
漁
具
な
ど
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
が
と
く
に
多
く
、
海
岸
の
砂
を
掘
っ
て
み
る
と
、

砂
の
中
か
ら
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
出
て
来
ま
す
。
私
は
人
が
ど
れ
だ
け
海
を
汚

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表



月刊 海外子女教育 2022.1111

染
し
て
い
る
の
か
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
人
が
原
因
で

こ
の
綺
麗
な
海
が
汚
染
さ
れ
て
行
く
の
が
と
て
も
悲
し

い
で
す
。

　

張
さ
ん
は
海
が
大
好
き
で
、
だ
れ
よ
り
も
こ
の
海
岸

に
詳
し
い
人
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
こ
の
海
に
関
心

を
持
っ
て
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
の
間
、
張
さ
ん
と
一
緒
に
海
で
泳
い
だ
り
、
ゴ
ミ

拾
い
を
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
ゴ
ミ
拾
い
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
と
妹
と
友
達
は
ポ
ス

タ
ー
を
描
い
て
海
岸
の
掲
示
板
に
貼
り
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、
海
岸
付
近
の

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
海
が
綺
麗
に
な
っ
た
時
は
、
と

て
も
す
が
す
が
し
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
、
毎
年
夏
休
み
に
は
日
本
に
一
時
帰
国
を

し
て
、
日
本
に
い
る
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
会

い
に
行
き
ま
す
。
去
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
日
本
に
帰

れ
な
く
て
、
と
て
も
残
念
で
し
た
が
、
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
帰
ら
な
か
っ
た
代
わ
り

に
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
地
元
の
海
を
よ
り
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て

海
は
大
切
な
場
所
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
賞

ぼ
く
は
日
本
代
表

香
港
日
本
人
学
校
（
中
国
）小

四　

中
村
　
文
聡

　
「
ハ
ロ
ー
…
…
。」

　

こ
れ
が
、
ぼ
く
が
キ
ャ
ン
プ
で
最
初
の
日
に
発
し
た

言
葉
で
す
。
こ
れ
以
上
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
で
心
細
く

て
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
昨
年
の
夏
に
キ
ャ
ン
プ
に
さ
ん
か
し
ま
し

た
。
最
初
、「
夏
休
み
に
ち
ょ
っ
と
キ
ャ
ン
プ
に
行
か

な
い
？
」
と
お
母
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
、
軽
い
気
持

ち
で
「
う
ん
。」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

さ
ん
か
し
て
い
る
人
は
日
本
人
ぼ
く
一
人
、
あ
と
は
全

員
香
港
人
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
三
週
間
、
み
ん
な

で
ね
と
ま
り
し
な
が
ら
、
川
で
遊
ん
だ
り
、
夜
の
山
に

入
っ
た
り
、「
街
市
」
と
よ
ば
れ
る
市
場
に
行
っ
て
、

と
り
を
丸
ご
と
買
っ
て
や
い
て
食
べ
た
り
、
色
々
な
こ

と
が
体
け
ん
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
家
族
と
は
一

日
に
一
回
、
電
話
で
話
し
が
で
き
る
だ
け
で
、
会
っ
た

り
、
家
に
帰
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く

は
キ
ャ
ン
プ
初
日
の
夜
、
静
か
に
泣
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
香
港
に
住
ん
で
八
年
目
に
な
り
ま
す
。
で
す

が
、
日
本
人
学
校
に
行
っ
て
い
て
、
主
に
日
本
語
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
英
語
や
広
東
語
を
あ
ま
り
話
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
プ
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、

言
葉
が
通
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
香
港
人
は
、
広
東

語
が
母
国
語
で
す
が
、
英
語
が
と
て
も
上
手
で
す
。
ほ

く
が
広
東
語
を
話
せ
な
い
と
分
か
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
の

人
も
さ
ん
か
し
て
い
る
子
供
た
ち
も
、
す
ぐ
に
英
語
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
知
っ
て
い
る
単
語
を
思

い
だ
し
て
、
一
生
け
ん
命
会
話
し
ま
し
た
。
聞
き
た
い

こ
と
を
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
言
い
た

い
こ
と
を
言
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

こ
れ
が
今
の
ぼ
く
の
実
力
で
、
勉
強
が
足
り
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
使
う
香
港
人
は
、

ど
り
ょ
く
し
た
ん
だ
な
、
か
っ
こ
い
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
街
中
で
見
る
香
港
の
人
は

大
き
な
声
で
話
す
か
ら
、
お
こ
っ
て
る
人
が
多
い
の
か

な
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
実
さ
い
に
せ
っ
し

て
み
る
と
、
と
て
も
や
さ
し
く
、
助
け
て
く
れ
る
人
ば

か
り
で
し
た
。
三
週
間
、
長
か
っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な

の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
終
日
、
ま
た
ぼ
く
は
泣
い
た
け
れ
ど
、

そ
れ
は
仲
良
く
な
っ
た
友
達
や
、
お
世
話
を
し
て
く
れ

た
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
と
別
れ
る
の
が
さ
み
し
か
っ
た

か
ら
で
す
。
最
初
に
感
じ
た
不
安
な
気
持
ち
は
、
も
う

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
、
お
母
さ
ん
に
キ
ャ
ン
プ
で
感
じ
た
こ

と
を
話
す
と
、「
お
ー
、
日
本
代
表
だ
ね
え
。」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。「
も
し
キ
ャ
ン
プ
に
さ
ん
か
し
て
い
た
子

供
た
ち
が
、
日
本
人
と
せ
っ
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、

あ
な
た
の
ふ
る
ま
い
が
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
る

よ
。」
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
自

分
の
キ
ャ
ン
プ
で
の
行
動
を
ふ
り
か
え
り
ま
し
た
。
い

っ
し
ょ
に
お
に
ご
っ
こ
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

た
か
ら
、
や
さ
し
い
と
思
わ
れ
た
か
な
。
わ
が
ま
ま
を

言
わ
な
か
っ
た
か
な
。
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
た
か

な
。
使
っ
た
ふ
と
ん
や
、
ぬ
い
だ
服
を
た
た
ん
で
い
た

か
な
。
あ
り
が
と
う
と
た
く
さ
ん
言
っ
た
か
な
。
ぼ
く

は
、
少
し
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
今
ま
で
自
分
が
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
る

と
、
い
し
き
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く

が
思
っ
て
い
た
香
港
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
か
わ
っ
た
よ
う

に
、
香
港
人
は
ぼ
く
を
見
て
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
が

か
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
と
、
し
せ
い
よ

く
歩
い
た
り
、
電
車
で
席
を
ゆ
ず
っ
た
り
、
小
さ
い
こ

と
か
ら
で
も
、
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

海
外
に
住
む
日
本
人
と
し
て
、
自
覚
を
持
っ
て
生
活
し
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た
い
で
す
。
こ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
、
キ
ャ
ン
プ

で
出
会
っ
た
人
た
ち
に
と
て
も
か
ん
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。

次
に
も
し
会
え
る
と
し
た
ら
み
ん
な
の
「
日
本
代
表
」

に
な
れ
る
よ
う
に
、
か
っ
こ
い
い
自
分
に
な
っ
て
い
た

い
で
す
。日

販
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ス
賞

ル
ー
カ
ス
先
生
た
ん
生
！

ウ
ェ
ー
ル
ズ
補
習
授
業
校
（
イ
ギ
リ
ス
）

小
四　

ル
ー
カ
ス
　
明
日
美

　
「Let ,s  start  Japanese!

」

　

今
週
も
こ
の
言
葉
で
日
本
語
の
ク
ラ
ス
を
始
め
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
げ
ん
地
校
の
友
だ
ち
に
日
本
語
を
教
え

て
い
た
ら
、
先
生
が
話
に
入
っ
て
き
て
、

　
「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
も
一
日
や
っ
て
み
る
？
」

と
、
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、
ど
き
ど
き
と
う
れ
し
さ
が

交
ざ
っ
た
気
持
ち
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、
み

ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
の
で
毎
週
す
る
事
に
な
り
、

一
人
で
は
む
ず
か
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
友
だ
ち
を
ア

シ
ス
タ
ン
ト
に
し
て
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
、
家
族
こ
う
せ
い
、
動
物
と
そ

の
鳴
き
声
、
自
分
の
名
前
、
数
字
、
色
と
食
べ
物
な
ど

を
じ
ゅ
ん
番
に
教
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
く
じ

ゅ
業
が
出
来
る
よ
う
に
こ
っ
そ
り
ゲ
ー
ム
を
入
れ
る
よ

う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
一
番
も
り
上
が
る
ゲ
ー
ム

は
『O
ld M

acD
onald H

ad a F
arm

』
で
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
ほ
ん
と
に
ク
ラ
ス
全
員
で
も
り

上
が
っ
て
、
わ
た
し
の
こ
ま
く
が
や
ぶ
れ
そ
う
に
な
り

ま
す
。

　

わ
た
し
は
教
え
て
い
る
時
、
ど
き
ど
き
も
す
る
け
れ

ど
少
し
自
し
ん
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
毎

日
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
し
、
毎
週
ほ
習
校
に
行

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
人
で
勉
強
す
る
の
は
つ
ら
い

け
れ
ど
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
の
が

う
れ
し
い
か
ら
が
ん
ば
れ
ま
す
。
じ
ゅ
業
を
し
て
い
る

と
、
わ
た
し
も
思
い
つ
か
な
い
し
つ
問
が
き
ま
す
。
答

え
る
の
が
む
ず
か
し
い
け
れ
ど
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

大
へ
ん
な
所
は
、
じ
ゅ
業
前
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
子

に
教
え
る
事
で
す
。
友
だ
ち
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な

い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
に
は
、
小
さ
い
リ
ハ

ー
サ
ル
み
た
い
に
な
っ
て
、
み
ん
な
に
ど
う
伝
え
た
ら

い
い
の
か
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

あ
る
日
、
時
間
が
な
く
て
わ
た
し
の
じ
ゅ
業
が
、
出

来
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
く
や
し
が
っ
て
い
る
子
を

見
て
、
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
知
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
わ
た
し
も
じ
ゅ
業
が
出
来
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
く

や
し
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
一
年
い
上
日
本
語
の
じ
ゅ
業
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。
一
番
う
れ
し
か
っ
た
事
は
、
た
ん
に
ん
の

先
生
が
、

　
「
わ
た
し
た
ち
は
、
す
ご
い
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
ノ
ー
ス

サ
マ
ー
セ
ッ
ト
で
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
の
は
こ
こ

だ
け
で
す
。
み
ん
な
よ
く
聞
い
て
学
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
、
み
ん
な
に
言
っ
て
く
れ
た
事
で
す
。
そ
の
言
葉
で

も
っ
と
も
っ
と
が
ん
ば
る
ぞ
ー
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
し
ん
け
ん
に
聞
い
て
く

れ
る
の
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
語
の
ク
ラ
ス
を
始
め
る
前
は
に
が
て
だ

っ
た
子
が
、
わ
た
し
の
じ
ゅ
業
に
き
ょ
う
味
を
持
っ
て

く
れ
て
よ
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
事
も
う
れ
し
い
事
の

一
つ
で
す
。

　

み
ん
な
が
わ
た
し
の
じ
ゅ
業
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
か

ら
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
つ
づ
け
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
も

す
ご
い
ラ
ッ
キ
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
す
っ
ご
い

う
れ
し
く
て
幸
せ
な
気
持
ち
を
「
あ
り
が
と
う
。」
と

い
う
感
し
ゃ
の
言
葉
で
い
つ
か
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
い
つ
ま
で
も
日
本
語
の

ク
ラ
ス
を
つ
づ
け
ら
れ
る
と
い
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
日
本
語
の
歌
や
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
入
れ

た
り
し
て
（
今
度
こ
そ
わ
た
し
の
こ
ま
く
が
や
ぶ
れ
る

と
思
う
け
れ
ど
）
じ
ゅ
業
を
も
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
賞

百
人
一
首
で
広
が
る
僕
の
世
界

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
習
授
業
校
（
イ
ギ
リ
ス
）　

小
四　

セ
ン
　
耀

　

僕
が
百
人
一
首
に
出
会
っ
た
の
は
三
年
生
の
と
き
で

す
。
僕
の
通
う
補
習
校
で
は
、
毎
年
一
月
に
か
る
た
大

会
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
担
任
の
オ
ッ
タ
―
先
生
が
こ

と
わ
ざ
か
る
た
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
友
達
と
三
人
で
し
て
み
た
ら
、
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
し
、
こ
と
わ
ざ
も
覚
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
先
生
が
百
人
一
首
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
見
た
と
き
、
こ
と
わ
ざ
か
る
た
と
ず
い
ぶ
ん

違
っ
て
い
て
難
し
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
百
人
一
首

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表
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に
は
上
の
句
と
下
の
句
が
あ
っ
て
取
り
札
に
は
下
の
句

し
か
書
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
る
た
を
上
手
に
な

る
に
は
歌
全
体
を
暗
記
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
大
変

だ
な
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
大
会
に
勝
ち
た
か
っ
た
か
ら

百
人
一
首
を
覚
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
大
変
で
し
た
。
で
も
、

家
に
あ
る
百
人
一
首
の
本
を
見
て
、
意
味
を
調
べ
て
、

声
に
出
し
て
読
ん
だ
り
、
な
ぞ
り
書
き
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
意
味
が
分
か
る
と
、
覚
え
や
す
く
て
、
も
っ
と

お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
お
母
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
昔
の
人
は
、
全
然
会
っ
た
こ

と
が
な
い
の
に
、
き
れ
い
な
人
だ
と
い
う
評
判
を
聞
い

て
、
好
き
に
な
っ
て
結
婚
を
申
し
こ
ん
だ
そ
う
で
す
。

申
し
こ
み
の
手
紙
は
和
歌
で
書
か
れ
て
い
て
、
上
手
な

和
歌
だ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
知
っ
て
、
僕
は
変
わ
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

僕
だ
っ
た
ら
仲
の
良
い
友
達
と
結
婚
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
昔
の
言
葉
や
、

今
と
は
違
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
が
あ
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
…
…
か
な
」
は
「
だ

な
あ
」
と
い
う
意
味
で
、「
…
…
も
が
な
」
は
「
だ
っ
た

ら
い
い
な
あ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
初
め
は
「
…
…
か

な
」
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
、「
…
…
か
こ
ち
顔
な

る
我
が
涙
か
な
？
」
と
、
疑
問
文
の
よ
う
に
読
ん
で
い

た
ら
、お
母
さ
ん
が
意
味
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
う

つ
く
し
」
は
「
美
し
い
」
で
は
な
く
て
、「
か
わ
い
く

て
大
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」、
そ
し
て
、「
…
…
を
…
…

み
」
は
、「
…
…
が
…
…
な
の
で
」
と
い
う
意
味
で
す
。

だ
か
ら
、「
瀬
を
は
や
み
」
は
「
瀬
が
は
や
い
の
で
」

と
い
う
意
味
で
す
。
お
母
さ
ん
が
高
校
生
の
と
き
、
古

文
の
授
業
で
、「
君
を
う
つ
く
し
み
」
と
い
う
表
現
が

出
て
き
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、「
あ
な
た
が
愛
し
い

の
で
」
と
い
う
意
味
で
す
。
と
て
も
き
れ
い
な
表
現
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
百
人
一
首
の
和
歌
で
詠

ま
れ
て
い
る
桜
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

春
休
み
に
日
本
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
家
に
行
く
と
よ

く
見
ら
れ
る
の
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
い
う
種
類
の
桜
で

す
。
ピ
ン
ク
の
花
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
で
も
、
百

人
一
首
で
歌
わ
れ
て
い
る
桜
は
山
桜
や
奈
良
の
八
重
桜

で
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
違
っ
て
、
山
桜
や
奈
良
の
八

重
桜
は
、
葉
っ
ぱ
と
花
が
一
緒
に
出
て
き
ま
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
桜
も
花
と
葉
っ
ぱ
を
一
緒
に
つ
け
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
お
母
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
ほ
ら
見
て

あ
き
ち
ゃ
ん
、
山
桜
よ
。
き
れ
い
ね
え
。
昔
の
人
が
見

て
い
た
桜
も
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
か
し
ら
ね
え
。」

　

ま
た
、
歌
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
五
・

七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
の
リ
ズ
ム
の
調
子
が
良
く
、

体
に
し
み
こ
ん
で
い
く
感
じ
が
し
た
こ
と
や
、
昔
の
言

葉
の
や
わ
ら
か
な
ひ
び
き
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
百
人

一
首
に
出
て
く
る
僕
の
好
き
な
言
葉
は
、「
い
に
し
へ
」

や
恋
人
を
意
味
す
る
「
君
」
や
「
若
菜
」
で
す
。
昔
の

言
葉
は
や
さ
し
い
感
じ
が
し
て
好
き
で
す
。
百
人
一
首

の
歌
を
声
に
出
し
て
読
む
と
、
言
葉
が
流
れ
る
よ
う
な

ひ
び
き
で
、
そ
れ
が
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
が
使
っ
て
い
る
百
人
一
首
の
本
で
は
、
楷
書
や
行

書
や
草
書
で
歌
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
お
手

本
を
な
ぞ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
行
書
や
草
書
に
興
味
を

も
っ
て
、
字
を
も
っ
と
き
れ
い
に
書
き
た
く
な
り
ま
し

た
。
字
を
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
た
ら
、
自
然
と
漢
字

を
よ
く
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
漢
字
テ
ス
ト
や
漢
字

コ
ン
ク
ー
ル
で
百
点
を
取
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、「
難
」
や
「
嘆
」、「
涙
」、「
恋
」、「
散
」

な
ど
、
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
漢
字
を
覚
え
た
り
、「
み

ち
の
く
」
な
ど
、
今
と
は
違
う
地
方
の
呼
び
名
を
知
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
初
は
か
る
た
大
会
に
勝
つ
た
め
に

覚
え
て
い
た
百
人
一
首
で
し
た
が
、
そ
れ
が
あ
っ
た
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
興
味
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
、
僕
の
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
百
人
一
首
を
楽
し
み
な
が
ら
、
も
っ

と
世
界
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
今
や
っ
て
み
た
い

の
は
、
好
き
な
お
習
字
を
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
上
手
に

な
っ
て
、
日
本
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

筆
で
お
手
紙
を
書
く
こ
と
で
す
。

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
賞

天
使
が
現
れ
た
夜

韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校
（
韓
国
）

小
六　

大
皿
　
智
優

　
「
天
使
が
現
れ
た
！
」

　

父
は
家
に
帰
っ
て
母
の
顔
を
見
る
な
り
、
開
口
一
番

そ
う
言
っ
た
。

　
「
手
袋
を
も
ら
っ
た
ん
だ
！
」

　

僕
も
興
奮
し
て
大
き
な
声
で
言
っ
た
。

　

去
年
十
月
の
あ
る
日
曜
日
の
午
後
、
僕
と
父
は
国
土

縦
走
ノ
ー
ト
と
自
転
車
を
持
っ
て
地
下
鉄
に
乗
っ
た
。

国
土
縦
走
ノ
ー
ト
と
は
、
韓
国
全
土
に
あ
る
ス
ポ
ッ
ト

で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
、
自
転
車
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
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ノ
ー
ト
の
こ
と
だ
。
僕
と
父
は
こ
の
ノ
ー
ト
に
ス
タ
ン

プ
を
集
め
な
が
ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

そ
の
日
、
僕
ら
は
終
点
の
ヨ
ジ
ュ
駅
で
降
り
て
、
そ
こ

か
ら
カ
ン
チ
ョ
ン
ポ

を
通
り
、
ビ
ネ
島ソ
ム

を
往
復
す
る
計

画
を
立
て
て
い
た
。
僕
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
地
下
鉄

に
乗
っ
た
。
日
曜
午
後
の
楽
し
い
自
転
車
の
旅
の
始
ま

り
だ
。

　

地
下
鉄
を
一
度
乗
り
換
え
、
約
一
時
間
で
ヨ
ジ
ュ
駅

に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
手
袋
を
忘
れ
て
来
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
自
転
車
屋
が
近
く
に
あ
っ

た
の
で
入
っ
て
み
た
が
、
値
段
が
高
い
の
で
買
わ
な
い

こ
と
に
し
た
。
だ
が
そ
の
判
断
こ
そ
が
、
大
き
な
間
違

い
だ
っ
た
。

　

は
じ
め
は
ス
ム
ー
ズ
に
、
楽
し
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
晴
れ
晴
れ
と
澄
み
渡
る
空
と
、
き
ら

き
ら
輝
く
南ナ

ム

漢ハ
ン

江ガ
ン

が
僕
を
心
地
良
く
し
て
く
れ
た
。
約

七
キ
ロ
ほ
ど
走
り
、
最
初
の
目
的
地
の
カ
ン
チ
ョ
ン

に
到
着
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
。

　
「
や
っ
た
！
」

　

国
土
縦
走
に
一
歩
近
づ
い
た
と
思
う
と
、
嬉う

れ

し
く
な

っ
た
。を

渡
る
と
、
で
こ
ぼ
こ
道
や
砂
を
か
ぶ
っ
た
道
な

ど
が
あ
り
、
自
転
車
を
押
し
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
ス
ラ
イ
ス

チ
ー
ズ
の
よ
う
に
な
め
ら
か
な
、
終
わ
り
の
見
え
な
い

道
を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
た
。

　

途
中
で
自
転
車
道
路
は
川
沿
い
か
ら
外
れ
、
い
つ
の

間
に
か
車
道
と
の
区
別
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
も

上
り
坂
に
な
っ
て
い
た
。
坂
が
少
し
ず
つ
僕
の
体
力
を

奪
っ
て
い
く
。
疲
れ
て
汗
ま
み
れ
の
僕
の
前
に
見
え
て

き
た
の
は
、
更
な
る
上
り
坂
だ
っ
た
。
一
瞬
、
坂
が
壁

の
よ
う
に
見
え
て
き
た
。
僕
が
休
も
う
と
す
る
と
、
父

は
言
っ
た
。

　
「
こ
の
坂
を
登
っ
て
か
ら
休
も
う
。」

　

父
が
応
援
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
最
後
ま
で
登
り
切

れ
た
。
自
転
車
か
ら
降
り
て
水
を
飲
む
と
、
ぐ
ん
ぐ
ん

力
が
湧
い
て
来
て
、
宇
宙
に
飛
ん
で
い
け
そ
う
な
く
ら

い
元
気
に
な
っ
た
。

　

下
り
坂
で
飛
ば
し
、
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
し
ば
ら
く

走
っ
て
い
る
と
、
絶
景
が
目
の
前
に
現
れ
た
。
夕
日
の

色
で
染
め
ら
れ
た
南
漢
江
と
崖
に
そ
び
え
立
つ
木
々
は
、

一
枚
の
絵
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
涙
が
出
そ
う
な
く

ら
い
感
激
し
た
。

　

太
陽
が
沈
ん
で
辺
り
は
暗
く
な
り
、
気
温
も
下
が
っ

て
来
た
。
氷
点
下
に
は
届
か
な
い
が
、
風
が
吹
く
と
手

足
が
凍
り
そ
う
だ
っ
た
。
つ
ま
先
と
指
が
ヒ
リ
ヒ
リ
し

て
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
時
、
や
っ
と
二
つ
目
の
目
的

地
、
ビ
ネ
島
に
到
着
し
た
。
売
店
が
あ
っ
た
の
で
一
休

み
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
閉
ま
っ
て
い
た
。
田
舎
な
の

で
、
周
り
に
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

仕
方
な
く
僕
は
ト
イ
レ
の
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
手
を

温
め
た
。
い
く
ら
温
め
て
も
、
す
ぐ
に
冷
た
く
な
る
。

そ
の
ま
ま
ず
っ
と
温
め
続
け
て
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、

戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
、
ま
た
自
転
車
に
乗
っ
た
。
僕
は
疲
れ
果
て
て

い
て
、
嬉
し
い
気
持
ち
よ
り
、
早
く
帰
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

　

苦
し
く
て
、
寒
く
て
、
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
気
持

ち
で
走
っ
て
い
る
と
、
前
方
に
温
も
り
を
感
じ
る
も
の

が
目
に
入
っ
た
。
道
沿
い
に
あ
る
家
で
、
た
き
火
を
し

て
い
た
の
だ
。
地
獄
か
ら
天
国
に
舞
い
上
が
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

僕
と
父
は
た
き
火
に
当
た
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
火
は
、

氷
の
よ
う
な
僕
の
手
を
溶
か
し
て
く
れ
た
。
熱
々
の
ユ

ル
ム
茶
ま
で
出
し
て
く
れ
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
美

味
し
く
感
じ
た
。
父
は
そ
の
家
の
人
と
話
を
し
て
い
た

け
れ
ど
、
僕
は
パ
チ
パ
チ
燃
え
る
火
だ
け
を
見
つ
め
て

い
た
。
場
所
に
よ
っ
て
色
が
違
っ
た
り
、
波
の
よ
う
に

揺
ら
ぐ
炎
を
飽
き
ず
に
見
て
い
る
と
、
時
間
が
経た

つ
の

も
忘
れ
て
い
た
。

　

十
五
分
ほ
ど
経
っ
て
出
発
す
る
用
意
を
し
て
い
た
ら
、

手
袋
と
カ
イ
ロ
を
渡
さ
れ
た
。
手
袋
は
く
れ
る
と
い
う
。

こ
ん
な
優
し
い
人
が
い
る
な
ん
て
。
僕
は
心
の
底
か
ら

感
動
し
た
。
天
使
だ
と
思
っ
た
。

　

手
袋
と
カ
イ
ロ
を
装
着
し
て
、
寒
い
夜
の
道
を
再
び

走
り
始
め
た
。
自
転
車
道
路
に
は
電
灯
が
な
く
、
自
分

で
持
っ
て
来
た
ラ
イ
ト
の
光
を
頼
り
に
走
っ
て
来
た
道

を
戻
っ
た
。
坂
を
越
え
、
橋
を
渡
り
、
ま
た

に
戻
っ

て
来
る
と
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯と

も

っ
て
い
た
。
色

と
り
ど
り
に
輝
く

は
美
し
く
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、

カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
。

　

三
週
間
後
、
僕
と
父
は
車
で
ビ
ネ
島
に
向
か
っ
た
。

お
礼
の
手
紙
と
手
土
産
、
そ
れ
か
ら
あ
の
手
袋
を
持
っ

て
。

　

寒
く
て
凍
え
そ
う
な
夜
、
僕
と
父
の
前
に
天
使
が
現

れ
た
。
あ
の
時
の
感
動
は
、
今
も
僕
の
心
に
鮮
や
か
に

残
っ
て
い
る
。
僕
も
い
つ
か
、
あ
の
夜
の
天
使
の
よ
う

に
、
誰
か
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。
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詩
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

ド
イ
ツ
語
が
苦
手
で
よ
か
っ
た

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校
（
ド
イ
ツ
）

中
二
　
小
田
島
　
誠
慈

物
心
つ
い
た
頃
か
ら
ド
イ
ツ
に
い
た

そ
の
前
の
日
本
の
記
憶
は
全
く
な
い

だ
か
ら　

ド
イ
ツ
に
い
る
こ
と
が
自
然
だ
っ
た

で
も　

ド
イ
ツ
語
が
な
か
な
か
話
せ
な
か
っ
た

友
達
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は

な
ん
と
な
く
わ
か
る
の
に

自
分
の
言
い
た
い
こ
と
が
言
葉
に
で
き
な
い

ド
イ
ツ
語
が
で
き
な
か
っ
た

身
振
り
手
振
り
で
が
ん
ば
っ
た

絵
を
描
い
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た

幼
稚
園
の
ホ
ー
ル

み
ん
な
は
一
緒
に
遊
ん
で
い
る

僕
は
入
り
た
い
の
に
入
れ
な
い

運
動
場

僕
は
み
ん
な
で
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
か
っ
た
の
に

う
ま
く
説
明
で
き
な
く
て

み
ん
な
が
好
き
な
か
く
れ
ん
ぼ
に
な
っ
た

も
っ
と
ド
イ
ツ
語
が
話
せ
た
ら

も
っ
と
ド
イ
ツ
語
で
う
ま
く
説
明
で
き
た
ら

で
も

ド
イ
ツ
語
を
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
か
ら

僕
は
絵
を
描
く
こ
と
を
覚
え
た

絵
を
描
い
て　

み
ん
な
が
う
な
ず
い
て
く
れ
る
と

う
れ
し
か
っ
た

絵
を
描
い
て　

み
ん
な
と
笑
え
た
の
が

楽
し
か
っ
た

あ
の
と
き
ド
イ
ツ
語
を
ス
ラ
ス
ラ
話
せ
て
い
た
ら

僕
は
絵
を
描
く
こ
と
が

こ
ん
な
に
好
き
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

僕
の
夢
は
漫
画
家

小
さ
か
っ
た
頃
の
寂
し
か
っ
た
経
験
が

僕
の
大
き
な
夢
に
つ
な
が
っ
た

悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に

僕
は
絵
で　

希
望
を
届
け
た
い

悩
ん
で
い
る
人
の
心
を

僕
は
絵
で　

明
る
く
し
た
い

僕
の
夢
は
漫
画
家

僕
の
苦
手
だ
っ
た
も
の
が

今
の　

そ
し
て　

未
来
の
僕
を
つ
く
っ
て
い
る

僕
は
ド
イ
ツ
語
が
苦
手
で
よ
か
っ
た

「
苦
手
で
よ
か
っ
た
」
な
ん
て
変
か
も
し
れ
な
い

で
も
そ
れ
が　

僕
の
夢
に
つ
な
が
っ
て
い
る

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞

ぼ
く
の
願
い

イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

中
一　

佐
野
　
太
祐

ぼ
く
は　

ア
メ
リ
カ
の
大
自
然
の
中
で

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る

で
も
今

戦
争
と
い
う
も
の
が

人
々
の
幸
せ
を
破
壊
し
て
い
る

戦
争

ぼ
く
は　

歴
史
の
授
業
で
習
う
も
の
で

生
き
て
い
る
う
ち
に

経
験
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

今　

恐
怖
や
苦
し
み
に
耐
え
な
が
ら

毎
日
を
送
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
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今　

爆
弾
の
音
を
耳
に
し
な
が
ら

命
の
危
機
を
感
じ
て
い
る
人
々
が
い
る

そ
ん
な
こ
と
を

ぼ
く
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
た

で
も　

そ
う
で
は
な
か
っ
た

あ
る
日

ぼ
く
の
学
校
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
生
徒
が
き
た

こ
の
子
を

校
長
先
生
が
旗
を
持
っ
て
出
迎
え
た

ぼ
く
は　

は
っ
と
し
た

初
め
て

戦
争
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た

ぼ
く
も　

こ
の
子
と
同
じ
よ
う
に

別
の
国
か
ら
き
た

だ
け
ど

来
た
理
由
は
全
く
違
う

こ
の
子
は

ど
ん
な
想
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か

こ
の
子
に
も　

ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に

楽
し
い
時
間
を
送
っ
て
ほ
し
い

笑
っ
て
ほ
し
い

言
葉
が
違
っ
て
も　

文
化
が
異
な
っ
て
も

ぼ
く
は　

ア
メ
リ
カ
の
友
達
と

笑
顔
で
楽
し
い
時
間
を
送
っ
て
い
る

こ
の
こ
と
が　

ど
れ
だ
け
貴
重
で
大
切
か

気
付
く
こ
と
が
で
き
た

な
ぜ　

戦
争
が
起
き
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い

ぼ
く
は
た
だ

世
界
中
の
人
々
が　

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
の

幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

日
本
放
送
協
会
賞

私
は
日
本
人

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
（
ア
メ
リ
カ
）

小
六　

笠
間
　
リ
ヅ

私
は
日
本
人

日
本
で
生
ま
れ
て
日
本
で
育
っ
た

ア
メ
リ
カ
で
も
過
ご
し
た
け
れ
ど

や
っ
ぱ
り
私
は
日
本
人

日
本
の
昔
の
古
い
家

日
本
人
な
ら
わ
か
る
か
な

庭
の
池
は
世
界
の
海
で

小
川
は
世
界
の
川
だ
っ
て

木
々
は
世
界
の
大
木
で

他
に
も
あ
る
象
徴
の
数
々

み
ん
な
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
る
か
な

で
も
私
は
知
ら
な
か
っ
た

日
本
の
文
化
を
知
ら
な
か
っ
た

歴
史
も
授
業
で
は
じ
め
て
知
っ
た

日
本
人
な
の
に

知
ら
な
か
っ
た

私
た
ち
は
大
き
な
木

文
化
と
歴
史
は
長
い
根

そ
の
根
を
元
に
大
木
は

無
数
の
枝
葉
を
伸
ば
し
て
く
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そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に

高
く
高
く
伸
び
続
け
る

で
も
根
を
大
事
に
し
て
い
か
な
い
と

新
し
い
枝
は
伸
ば
せ
な
い

日
本
の
歴
史
と
文
化
は

私
た
ち
が
誇
る
べ
き
宝
物

こ
れ
ま
で
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
宝
物

私
も
こ
の
根
を
次
世
代
に

受
け
継
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
ね

私
は
日
本
人

日
本
の
文
化
を
学
ん
で
る

歴
史
も
ま
だ
ま
だ
学
ん
で
る

そ
し
て
学
び
を
重
ね
る
た
び
に

私
の
枝
は
伸
び
て
ゆ
く

少
し
少
し
と
伸
び
て
ゆ
く

ず
っ
と
ず
っ
と
永
遠
に

Ｊ
Ｆ
Ｅ
21
世
紀
財
団
賞

七
人
乗
り
の
バ
イ
ク

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
（
パ
キ
ス
タ
ン
）

小
三　

藤
﨑
　
巴
吏
秀

パ
キ
ス
タ
ン
の
バ
イ
ク

家
ぞ
く
全
員
が
乗
っ
て
い
る

七
人
乗
っ
て
い
る
の
を
見
た
の
が

さ
い
高
記
ろ
く

十
五
さ
い
く
ら
い
の
子
ど
も
を
乗
せ
て
い
た

学
校
の
せ
い
ふ
く
で
運
転
し
て
い
る
人
が
い
た

か
れ
ら
は
め
ん
き
ょ
を
持
っ
て
る
の
か
な
？

一
番
後
ろ
で
お
か
あ
さ
ん
が

り
ょ
う
手
で
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
て
い
る

お
っ
こ
ち
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

お
父
さ
ん
の
前
に

子
ど
も
が
三
人
も
す
わ
っ
て
い
る

ガ
ソ
リ
ン
を
ど
う
や
っ
て
入
れ
る
の
か
な
？

雨
が
ふ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

台
風
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

事
故
に
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

こ
し
ょ
う
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

子
ど
も
が
ふ
え
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

ガ
タ
ガ
タ
の
道
に
行
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
？

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
ら

後
ろ
の
お
か
あ
さ
ん
は
ど
う
な
る
の
か
な
？

バ
イ
ク
は
み
ん
な
日
本
せ
い

だ
け
ど

ぼ
く
は
バ
イ
ク
に
乗
り
た
く
な
い

そ
れ
は

み
ん
な
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
か
ら

と
て
も
あ
ぶ
な
い
と
思
う
か
ら

バ
イ
ク
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で

家
ぞ
く
全
員
が
乗
る
の
が
当
た
り
前
み
た
い

で
も

や
っ
ぱ
り
ぼ
く
は
こ
わ
い
な

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
賞

船
で
食
べ
た
生
ホ
タ
テ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

小
五　

柿
沼
　
泰
佑

父
さ
ん
と
釣
り
に
行
っ
た

父
さ
ん
の
友
達
と
行
っ
た

朝
早
く
起
こ
さ
れ
て

眠
気
が
ま
だ
残
っ
て
い
た

外
は
ま
だ
薄
暗
く
、

涼
や
か
な
風
が
た
だ
よ
っ
て
い
た

白
く
て
開
放
感
の
あ
る
ボ
ー
ト
に
は

大
き
な
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
て
い
る

海
に
浮
か
べ
る
と

ギ
ュ
イ
ン
と
音
を
立
て
て

海
の
中
に
ダ
ッ
シ
ュ
し
た

十
分
ほ
ど
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
走
っ
た
ら

一
し
ゅ
ん
、
海
の
中
で
と
ま
っ
た

辺
り
は
シ
ー
ン
と
し
て
い
た

鉄
の
お
も
り
が
つ
い
た
大
き
な
あ
み
を

大
人
二
人
が
か
り
で
て
い
ね
い
に
落
と
し
た

あ
み
は
フ
ワ
ッ
と
海
の
水
面
に
広
が
っ
て

見
え
な
く
な
っ
た

し
ば
ら
く
し
て
落
と
し
た
あ
み
を
引
き
上
げ
た

今
度
も
二
人
が
か
り
で
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く
さ
り
を
見
事
に
引
っ
張
り
出
し
た

ど
っ
さ
り
と
底
に
何
か
が
た
ま
っ
て
い
た

中
に
は
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
深
緑
の
海
藻
や

だ
い
だ
い
色
の
ヒ
ト
デ
や

小
さ
く
て
動
き
の
速
い
カ
ニ
が
入
っ
て
い
た

父
さ
ん
が
僕
の
手
の
ひ
ら
に

ヒ
ト
デ
を
の
せ
て
く
れ
た

英
語
の
名
前
の
通
り
本
当
に
星
み
た
い
だ
と
思
っ
た

そ
し
て
大
き
な
ホ
タ
テ
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た

ホ
タ
テ
は
僕
の
手
の
ひ
ら
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
貝
だ

表
面
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
海
藻
が
つ
い
て
い
た

父
さ
ん
が
軍
手
で
力
強
く
ぱ
か
っ
と
開
け
て
く
れ
た

片
方
の
カ
ラ
を
ヘ
ラ
の
よ
う
に
し
て
く
り
ぬ
い
て

ホ
タ
テ
を
す
す
っ
た

ぷ
り
ぷ
り
し
て
う
ま
か
っ
た

ほ
ん
の
り
甘
く
、
塩
の
味
が
口
に
広
が
っ
た

細
長
く
切
っ
た
ぬ
る
ぬ
る
し
た
イ
カ
を

つ
り
ば
り
に
さ
し
た

つ
り
糸
を
ゆ
る
め
て
、
静
か
に
海
に
た
ら
し
た

し
ば
ら
く
す
る
と
し
ん
動
が
来
て

リ
ー
ル
を
す
ば
や
く
ま
い
た

僕
は
ど
ん
な
魚
だ
ろ
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た

す
さ
ま
じ
い
動
き
の
鯛
が
二
匹
か
か
っ
て
い
た

あ
ざ
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
鯛
は
、

一
匹
小
さ
か
っ
た
か
ら
海
に
戻
し
た

そ
の
小
さ
な
鯛
は

す
い
す
い
泳
い
で
視
界
か
ら
消
え
た

ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、

真
っ
青
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
た

太
陽
の
強
い
光
が
反
射
し
て

サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
い
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た

波
が
チ
ラ
チ
ラ
と
光
っ
て

ま
る
で
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
だ
っ
た

日
販
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ス
賞

ぼ
く
の
大
す
き
な
場
所

南
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
三　

堀
田
　
悠
翔

ぼ
く
の
大
す
き
な
場
所
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ア
メ
リ
カ
に
来
て
も
う
一
年

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
ぼ
く
の
家

大
き
な
お
家
の
大
き
な
う
ら
に
わ

大
き
な
や
な
ぎ
の
木
が
二
本
あ
る

ぼ
く
が
す
き
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
来
る

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
っ
て
す
ご
い

春
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

青
々
と
し
た
し
ば
ふ　

ふ
っ
さ
ふ
さ

ね
こ
ろ
が
る
と
す
っ
ご
く
気
も
ち
い
い

で
も
野
う
さ
ぎ
の
こ
ろ
こ
ろ
ふ
ん
に
ち
ゅ
う
い

水
や
り　

し
ば
か
り
手
入
れ
が
す
ご
く
大
へ
ん

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー　

シ
ュ
ー
シ
ュ
ー

し
ば
か
り
き　

ブ
ィ
ー
ン
ブ
ィ
ー
ン

か
り
た
て　

と
っ
て
も
い
い
に
お
い

夏
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

や
な
ぎ
の
木
の
葉
っ
ぱ
が
も
う
地
面
に
つ
き
そ
う

セ
ミ　

チ
ョ
ウ　

ト
ン
ボ　

虫
た
ち
も
元
気
だ

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

す
み
の
に
お
い
が
こ
う
ば
し
い

大
き
い
ほ
ね
つ
き
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
ー
フ

ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー　

日
ざ
し
も
強
い

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
鳥
た
ち
は　

と
て
も
カ
ラ
フ
ル

オ
レ
ン
ジ　

赤
い
鳥　

そ
し
て　

ブ
ル
ー
バ
ー
ド

鳥
の
子
も
り
歌　

ゆ
ら
ゆ
ら
木
か
げ
で
お
昼
ね

秋
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

だ
ん
だ
ん
日
が
み
じ
か
く
な
っ
て
く
る

ど
ん
ど
ん
葉
が
お
ち
て
く
る

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル　

サ
ッ
カ
ー　

バ
ス
ケ

ス
ポ
ー
ツ
い
っ
ぱ
い
れ
ん
習
で
き
る

青
い
し
ば
の
上
に
黄　

赤　

茶
色
の
お
ち
葉

ふ
ん
だ
ら　

ク
シ
ャ
ク
シ
ャ　

パ
リ
パ
リ

広
く
て
お
ち
葉
ひ
ろ
い
が
大
へ
ん
だ

シ
カ
の
親
子
も
と
き
ど
き
あ
そ
び
に
来
る
よ

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表
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冬
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ト
ル
ネ
ー
ド
が
や
っ
て
来
た

と
な
り
町
で
大
さ
い
が
い　

大
こ
う
水　

心
配
だ

ぼ
く
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
ぐ
っ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

大
き
い
え
だ
も
い
っ
ぱ
い
お
ち
て
あ
そ
べ
な
い
よ

だ
け
ど
ぼ
く
の
家
は　

と
ば
さ
れ
な
く
て
よ
か
っ
た

大
雪
だ　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
ま
っ
し
ろ
だ

こ
お
り
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
き
れ
い

ラ
ジ
コ
ン
カ
ー　

こ
お
り
の
上
を
走
ら
せ
る

ス
リ
ッ
プ
ス
リ
ッ
プ　

せ
い
ぎ
ょ
ふ
の
う

雪
で
休
校
だ　

さ
ぁ　

雪
だ
る
ま
作
ろ
う

虫
た
ち　

動
物
た
ち　

ど
こ
に
き
え
ち
ゃ
っ
た
の

に
お
い
も
な
い
雪
の
国

ぼ
く
の
大
す
き
な
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

そ
し
て
春
だ　

一
年
た
っ
た

め
が
い
っ
せ
い
に
出
て
き
た

は
じ
め
て
こ
の
家
に
来
た
時
と
い
っ
し
ょ

一
面
ま
っ
白　

わ
た
げ
の
ふ
ぶ
き

ぼ
く
の
大
す
き
な
場
所　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
賞

そ
れ
が
い
い
ん
だ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

小
六　

キ
ン
グ
　
雪
乃

私
は
小
さ
い

幼
稚
園
で
は
一
番
小
さ
か
っ
た

小
学
校
で
も
一
番
小
さ
か
っ
た

中
学
校
で
も
一
番
小
さ
い

ク
ラ
ス
写
真
で
も
い
つ
も
お
ん
な
じ
所

カ
パ
ハ
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
一
度
も
前
に
行
け
な

か
っ
た

一
番
前
は
い
つ
も
大
き
い
子
達

制
服
だ
っ
て
一
番
小
さ
い
サ
イ
ズ

足
も
み
ん
な
よ
り
小
さ
い

私
は
小
さ
い
ん
だ
も
ん

で
も
ね
、
私
は
力
が
あ
る
ん
だ

大
き
い
子
と
腕
ず
も
う
で
は
負
け
な
い

私
は
強
い

重
い
荷
物
だ
っ
て
運
べ
る
ん
だ

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
だ
っ
て
で
き
る
ん
だ

私
は
強
い
ん
だ
も
ん

「
あ
な
た
は
小
さ
い
か
ら
で
き
な
い
。」
っ
て
言
わ
れ
た

事
も
あ
る

見
た
目
で
判
断
し
な
い
で
よ

と
っ
て
も
さ
み
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ

小
さ
く
た
っ
て
、
大
き
く
た
っ
て
、
み
ん
な
は
み
ん
な

で
違
う
ん
だ
よ

小
さ
い
の
も
い
い
事

大
き
い
の
も
い
い
事

み
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
、
そ
れ
が
い
い
ん
だ

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
賞

と
け
い
と
時
間

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
四　

藤
田
　
瑛
心

と
け
い
が
と
き
と
き
す
す
ん
で
く
、

う
れ
し
い
と
き
で
も
す
す
ん
で
く
、

か
な
し
い
と
き
で
も
す
す
ん
で
く
。

時
間
は
と
き
と
き
す
す
ん
で
く
、

楽
し
い
と
き
で
も
、
お
こ
っ
た
と
き
で
も
、

時
間
は
い
っ
つ
も
う
ご
い
て
る
。

ま
わ
り
は
い
っ
つ
も
う
ご
い
て
る
、

さ
か
な
も
く
る
ま
も
う
ご
い
て
る
、

子
ど
も
も
お
と
な
も
う
ご
い
て
る
。

一
秒
一
秒
す
す
ん
で
る
。

時
間
は
い
っ
つ
も
う
ご
い
て
る
。
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短
歌
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

火
炎
樹
が
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
り
落
ち
て
く
る

わ
た
し
の
上
に
未
来
の
上
に

カ
イ
ロ
日
本
人
学
校
（
エ
ジ
プ
ト
）

小
四　

筱
　
茉
莉
紗

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞

青
い
目
の
と
な
り
の
席
の
ロ
シ
ア
人

ぼ
く
ら
は
ず
っ
と
友
だ
ち
だ
か
ら
ね

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
三　

木
原
　
泰
孝

日
本
放
送
協
会
賞

も
ど
か
し
い
つ
た
え
た
い
の
は
い
ま
だ
か
ら

ち
か
く
て
と
お
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
補
習
授
業
校
（
イ
ギ
リ
ス
）

小
六　

宮
川
　
椿

Ｊ
Ｆ
Ｅ
21
世
紀
財
団
賞

木
か
ら
木
へ
ゆ
う
雅
な
ポ
ッ
サ
ム
飛
び
回
る

私
を
と
ら
え
た
赤
く
光
る
目

ア
デ
レ
ー
ド
補
習
授
業
校
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

中
一　

丸
山
　
さ
く
ら

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
賞

信
じ
ら
れ
ぬ
見
た
こ
と
の
な
い
こ
の
景
色

現
実
な
の
か
真
っ
白
な
砂
丘

ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
六　

鴇
田
　
昴

日
販
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ス
賞

い
つ
ま
で
も
マ
リ
と
リ
シ
ャ
ー
ル
い
る
の
か
な

戦
争
終
わ
る
と
い
っ
て
し
ま
う
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
補
習
授
業
校
（
ス
イ
ス
）

小
四　

草
野
　
誠
治

日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
賞

に
ぎ
や
か
な
サ
ン
・
マ
ロ
港
と
ク
レ
ー
プ
と

水
平
線
に
向
か
う
客
船

サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
ア
ン
・
レ
イ
補
習
授
業
校
（
フ
ラ
ン
ス
）

小
五　

戌
亥
　
恵
麻

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
賞

風
光
り
小
さ
く
揺
れ
る
私
の
気
持
ち

今
日
の
桜
を
目
に
焼
き
付
け
る

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

中
一　

髙
橋
　
萌
二
佳

第43回海外子女文芸作品コンクール審査結果発表
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俳
句
の
部

文
部
科
学
大
臣
賞

父
の
日
に
小
さ
な
画
面
で
み
る
え
が
お

香
港
日
本
人
学
校
（
中
国
）小

四　

本
多
　
彩
華

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
会
長
賞

新
緑
の
に
お
い
を
ペ
ロ
リ
山
歩
き

テ
ル
フ
ォ
ー
ド
補
習
授
業
校
（
イ
ギ
リ
ス
）

小
六　

プ
ラ
イ
ス
　
ソ
フ
ィ

日
本
放
送
協
会
賞

夕
暮
れ
を
バ
レ
エ
に
通
う
落
葉
踏
み

バ
ル
セ
ロ
ナ
日
本
人
学
校
（
ス
ペ
イ
ン
）

中
三　

近
藤
　
明

Ｊ
Ｆ
Ｅ
21
世
紀
財
団
賞

思
い
出
す
た
た
み
で
昼
ね
そ
の
香
り

シ
カ
ゴ
日
本
人
学
校
（
ア
メ
リ
カ
）

小
六　

橋
本
　
侑
奈

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
賞

日
本
か
ら
筆
箱
と
ど
く
春
一
番

テ
ヘ
ラ
ン
日
本
人
学
校
（
イ
ラ
ン
）

小
五　

道
勇
　
胡
太
郎

日
販
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ス
賞

マ
ス
ク
ご
し
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
も
う
友
に

ソ
ウ
ル
日
本
人
学
校
（
韓
国
）小

五　

大
西
　
悠
翔

日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
賞

は
る
は
い
い
一
人
も
す
き
だ
風
の
音

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校
（
ド
イ
ツ
）

小
三　

坂
本
　
祥
吾

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
賞

　
高
し
お
日
様
へ
パ
ス
フ
リ
ス
ビ
ー

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
習
授
業
校
（
ア
メ
リ
カ
）

中
一　

佐
久
間
　
こ
こ
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美
波
の
ス
ク
ー
ル
デ
イ
ズ

　

結
菜
と
美
波
が
通
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
は
約
三
十
五
カ
国
か
ら
来
た
子
ど
も

た
ち
が
通
っ
て
い
る
。
美
波
は
英
語
を
母
語
と

し
な
い
子
ど
も
の
た
め
の
Ｅ
Ｌ
Ｄ
（English 

Learning D
evelopm

ent

）
ク
ラ
ス
で
二
年

間
し
っ
か
り
学
び
、
英
語
の
力
を
つ
け
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
、チ
ェ
ス
と
マ
ス
（
算
数
）
だ
。

四
年
生
の
と
き
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
間
で
競
う
マ

ス
大
会
に
参
加
し
た
。

　
「
ト
ル
コ
で
四
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

大
会
で
、
個
人
戦
と
四
人
組
の
グ
ル
ー
プ
戦
が

あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
一
位
に

な
り
ま
し
た
」
と
美
波
。

　

大
会
は
会
場
だ
け
で
な
く
観
光
名
所
や
博
物

館
に
移
動
し
、
数
カ
所
に
隠
さ
れ
て
い
る
算
数

の
問
題
を
見
つ
け
て
穴
埋
め
方
式
で
解
答
を
入

れ
て
い
く
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
終
日
は

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
。
美
波
は
ト
ル
コ
で
初

め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
経
験
し
た
。

　

授
業
で
は
〝Passion Learning

〞（
自
分
の

学
び
た
い
こ
と
に
取
り
組
む
時
間
）
が
週
一
時

間
あ
り
、
学
年
の
終
わ

り
に
親
た
ち
の
前
で
発

表
し
た
。
美
波
は
三
年

生
の
と
き
は
レ
シ
ピ
本

を
つ
く
り
、
四
年
生
の

と
き
は
ビ
ブ
ラ
ー
ト
の

利
か
せ
方
な
ど
歌
い
方

に
つ
い
て
調
べ
、
自
分

の
声
を
収
録
し
た
動
画

を
つ
く
り
、
ス
テ
ー
ジ

で
歌
っ
て
練
習
の
成
果

を
発
表
し
た
。

　

美
波
の
仲
よ
し
グ
ル

ー
プ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、

イ
タ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
子

ど
も
た
ち
だ
。

　
「
四
人
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
も
の
を
食
べ
て

い
ま
し
た
が
私
は
お
弁
当
で
し
た
。
友
達
は
日

本
食
が
好
き
に
な
り
、
彼
女
た
ち
の
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
と
私
の
ご
飯
や
甘
い
卵
焼
き
と
交
換
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
」

　

お
泊
り
会
も
一
カ
月
に
二
回
く
ら
い
行
い
家

族
ぐ
る
み
で
仲
よ
く
な
っ
た
。

結
菜
の
支
援
級

　

姉
妹
が
入
学
し
て
一
カ
月
足

ら
ず
の
こ
ろ
、
結
菜
の
Ｅ
Ｌ
Ｄ

ク
ラ
ス
十
五
人
ほ
ど
で
二
泊
三

日
の
ロ
ン
ド
ン
旅
行
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
英
語
は
ま
っ
た
く
話
せ
ず
、

意
思
表
示
に
乏
し
い
結
菜
が
行

け
る
の
か
心
配
で
、
支
援
級
の

先
生
に
尋
ね
る
と
、
リ
ン
ゴ
を

か
じ
り
な
が
ら
あ
っ
さ
り
『
ノ

ー
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
の
ん
び
り
行

く
わ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と

母
・
純じ

ゅ
ん
こ子
。

　
「
日
本
で
は
周
り
に
面
倒
を

Illustrated by 
Reona Nishinaga

英語に自信が出てきて積極的になった３年目の美波（後列左か
ら２番目）。インターナショナルスクールのクラスメイトと先生と。

結ゆ
い
な菜
は
中
学
二
年
生
、
美み
な
み波
は

小
学
二
年
生
。
共
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
に
通
い
は
じ
め
た
。

　
支
援
の
必
要
な
結
菜
だ
が
家
族

や
先
生
、
友
人
、
そ
の
ほ
か
多
く

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
笑
顔
が

増
え
て
い
く
。

　
家
族
四
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ル

ギ
ー
で
の
人
と
の
交
流
は
帰
国
し

た
現
在
も
続
い
て
い
る
。（
仮
名
）

後
編

「
た
い
へ
ん
な
こ
と
」
も
宝
物
に
変
え
て

取材・文　髙田 和子
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か
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
基
準
に
し
て

い
ろ
い
ろ
判
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　

結
菜
は
七
、
八
人
の
支
援
級
を
メ
イ
ン
の
居

場
所
と
し
、
ク
ワ
イ
ヤ
ー
（
合
唱
）
や
体
育
な

ど
の
選
択
授
業
の
と
き
は
移
動
し
て
い
た
。
放

課
後
の
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
に
も
参
加
し
た
。

　
「
ク
ワ
イ
ヤ
ー
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
結

菜
は
言
う
。
情
熱
的
な
先
生
が
指
導
し
て
く
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
皆
ノ
リ
ノ
リ
で
体
を
揺
ら
し
て

「
ホ
ッ
ホ
ー
」
と
か
「
イ
エ
ー
」
な
ど
自
由
に

表
現
で
き
て
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト

前
は
先
生
か
ら
音
源
を
も
ら
い
、
家
で
猛
特
訓

し
、
皆
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
勢
の
観
客

が
見
守
る
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

　

す
べ
て
が
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先

生
と
相
性
が
合
わ
ず
、
ト
イ
レ
に
潜
伏
し
た
り

自
傷
や
て
ん
か
ん
の
発
作
を
起
こ
し
た
り
し
た

時
期
も
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
、

学
校
で
唯
一
の

日
本
人
の
先
生

が
結
菜
の
こ
と

を
と
て
も
気
に

か
け
て
く
れ
た
。

親
子
共
に
そ
の

先
生
の
存
在
は

大
き
か
っ
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

　

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
は
家
族
に
と
っ
て
最
も
印
象
に
残
る

行
事
の
一
つ
だ
。
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
で
行
わ

れ
た
ベ
ル
ギ
ー
大
会
に
は
障し

ょ
う
が
い碍
を
持
つ
約
三

四
〇
〇
人
の
選
手
と
約
一
二
〇
〇
人
の
コ
ー
チ

が
参
加
し
た
。
四
日
間
に
わ
た
っ
て
障
碍
の
重

さ
で
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ
た
十
九
種
類
の
競
技
で

競
う
。
表
彰
台
も
三
段
で
は
な
く
参
加
し
た
全

員
が
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

結
菜
の
学
校
か
ら
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

の
支
援
級
の
子
ど
も
た
ち
約
十
五
人
と
、
同
じ

く
ら
い
の
人
数
の
先
生
や
コ
ー
チ
、
生
徒
の
有

志
か
ら
成
る
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、
総
勢
約
三
十

人
が
参
加
し
た
。

　

出
発
の
日
は
学
校
を
挙
げ
て
盛
大
な
壮
行
会

が
行
わ
れ
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
赤
い
衣
服

を
身
に
着
け
た
全
校
生
徒
が
長
い
長
い
ア
ー
チ

を
つ
く
る
。
出
場
す
る
生
徒
た
ち
が
そ
の
下
を

く
ぐ
り
抜
け
て
い
く
の
だ
。
大
歓
声
の
な
か
、

小
学
生
も
高
校
生
も
「Go Go Y

U
IN
A
!

」
と

連
呼
し
て
く
れ
た
。

　
「
学
校
の
仲
間
と
し
て
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
の
が
体
感
さ
れ
感
動
的
で
し
た
。
ふ
だ
ん
か

ら
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
支
援
級
の
子
ど
も
が

身
近
に
い
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
学
校
な

ら
で
は
の
醍だ

い

醐ご

味み

だ
と
思
い
ま
す
」
と
純
子
。

　

初
参
加
の
年
、
結
菜
は
正
装
を
し
て
馬
術
の

二
種
目
に
出
場
し
た
。
毎
週
授
業
の
一
環
で
乗

馬
の
練
習
を
し
て
い
る
の
だ
。

　

騎
乗
す
る
の
は
結
菜
ひ
と
り
だ
が
横
に
は
サ

ポ
ー
ト
の
コ
ー
チ
が
つ
い
て
い
る
。
馬
に
乗
っ

た
ま
ま
ク
ラ
ン
ク
や
籠
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
な

ど
の
課
題
を
こ
な
す
競
技
に
出
場
し
た
と
き
の

こ
と
、
競
技
の
最
中
に
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
っ

た
。
突
風
で
結
菜
が
乗
っ
て
い
た
馬
が
驚
い
て

暴
れ
だ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
続
行
す
る
の
は

危
険
と
み
な
さ
れ
結
菜
は
馬
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
。

　
「
泣
き
だ
す
結
菜
を
私
も
コ
ー
チ
も
一
生
懸

命
な
だ
め
ま
し
た
が
、
も
う
馬
に
は
乗
れ
な
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
純
子
。
と
こ
ろ
が
三

十
分
後
、
結
菜
は
勇
気
を
ふ
り
絞
っ
て
別
の
馬

で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
見
事
完
走
し
た
。
そ
の

結
果
、
表
彰
台
の
ト
ッ
プ
に
乗
り
、〝Brave 

girl Y
uina!

〞
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
讃た
た

え
ら
れ
た
。

　
「
結
菜
の
強
さ
に
驚
き
ま
し
た
」

　

翌
年
と
翌
々
年
は
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
に
出
場

し
た
。
一
五
○
○
メ
ー
ト
ル
走
は
伴
走
の
生
徒

と
練
習
を
重
ね
、
共
に
ト
ラ
ッ
ク
三
周
を
無
事

完
走
し
た
。

　
「
支
援
し
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
単
位
を
得
ら
れ
る
の
で
、
お
互
い

にW
in-W

in

の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　

学
校
の
イ
ベ
ン
ト
の
思
い
出
に
は
、
も
う
一

つ
、
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
が
あ
る
。
生
徒
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
芸
を
披
露
し
、
予
選
を
経
て
本
選

に
出
場
す
る
の
だ
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
最
後
の

年
、結
菜
と
美
波
は
ピ
ア
ノ
で
『
星
に
願
い
を
』

スペシャルオリンピックスの
馬術部門で１位に輝いた結菜。
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を
し
っ
と
り
と
連
弾
し
た
。

　

ふ
た
り
が
弾
き
終
わ
っ
た
あ
と
、
大
き
な
拍

手
が
上
が
り
、
知
ら
な
い
人
た
ち
か
ら
も
「
よ

か
っ
た
よ
！
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
姉

妹
で
力
を
合
わ
せ
て
成
し
遂
げ
た
大
切
な
体
験

だ
っ
た
。

賢
二
と
純
子
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

　

父
・
賢け
ん
じ二
の
仕
事
は
欧
州
全
体
に
販
売
網
を

持
っ
て
い
た
。

　
「
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
国
に
よ
っ
て
歴
史
が

違
い
考
え
方
も
違
い
ま
す
。
歴
史
や
文
化
に
精

通
す
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
仕
事
を
し
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
相
手
の
価
値
観
を
理

解
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
賢
二
。

　

出
張
は
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
帰
宅

時
間
が
比
較
的
早
い
。

　
「
お
か
げ
で
家
族
と
の
時
間
が

ゆ
っ
た
り
取
れ
て
休
日
に
は
旅
行

に
も
行
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い

思
い
出
で
す
」

　

純
子
は
保
護
者
会
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
や
教
会
主
催
の
「
英
語
で
聖

書
を
学
ぶ
会
」
な
ど
に
参
加
し
た
。

ま
た
先
生
や
支
援
級
の
親
た
ち
と

の
交
流
も
大
切
に
し
た
。

　
「
先
生
が
た
に
は
感
謝
を
伝
え
、

結
菜
に
関
し
て
は
授
業
で
の
様

子
を
聞
き
、
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
で
き

る
の
か
考
え
ま
し

た
」
と
純
子
。

　

多
く
の
交
流
の

な
か
で
何
度
か
耳

に
し
た
〝W

e ,re 
in
 th
e sam

e 
boat

〞
と
い
う
こ

と
ば
は
純
子
の
心

に
強
く
残
っ
た
。

　
「
世
界
に
自
分

や
子
ど
も
た
ち
の

応
援
団
が
い
て
く

れ
る
と
思
い
ま
し

た
」障

碍
の
あ
る
子
ど
も
と
の

海
外
生
活

　
「
障
碍
の
あ
る
子
ど
も
と
海
外
で
暮
ら
す
場

合
、
夫
婦
の
協
力
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
職
場
の
理
解
が
あ
り
病
院

や
学
校
の
面
談
に
主
人
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
で

き
た
の
は
語
学
面
で
も
と
て
も
心
強
か
っ
た
で

す
」

　

し
か
し
家
族
の
力
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な

い
。
純
子
は
周
り
の
人
に
は
早
め
に
事
情
を
話

し
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
た
。

　
「
学
校
で
も
結
菜
が
ひ
と
り
で
歩
い
て
い
る

と
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
の
寛
容
な
雰
囲
気
は
母
子
共
に

居
心
地
よ
か
っ
た
で
す
」
と
純

子
。

　

子
ど
も
た
ち
は
す
れ
違
う
と

き
に
「
ハ
イ
、
ユ
イ
ナ
」
と
ご

く
自
然
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

ま
た
結
菜
の
ほ
っ
ぺ
を
つ
ん
つ

ん
つ
つ
い
た
り
く
す
ぐ
っ
た
り

し
て
英
語
の
話
せ
な
い
結
菜
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

結
菜
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。

　
「
こ
と
ば
じ
ゃ
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
帰
国
し
た
い
ま
も

交
流
の
あ
っ
た
人
た
ち
と
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
の
こ
と
を
応
援
し
て
ほ
し
い
し
私
も

皆
の
こ
と
を
ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
バ
ン
コ
ク
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
か
ら

「
結
菜
の
ひ
た
む
き
に
学
ぶ
姿
勢
か
ら
学
ん
だ
」

と
い
う
声
も
聞
い
た
。
結
菜
も
ま
た
周
り
の
人

に
力
を
与
え
て
い
る
の
だ
。

　

純
子
は
「
障
碍
の
あ
る
子
ど
も
を
海
外
に
か

な
ら
ず
連
れ
て
い
け
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
医
療
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
居
場

所
が
あ
る
か
な
ど
を
調
べ
、
職
場
な
ど
周
り
の

理
解
を
得
ら
れ
、
可
能
性
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

た
い
へ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ

も
含
め
て
家
族
に
と
っ
て
宝
物
の
よ
う
な
海
外

生
活
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
48
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２年に１度ベルギーのグランプラスを
彩るフラワーカーペットをバックに

旅行の思い出はいっぱい。ベネツィアのカーニバルに
手づくりマスクで参加したときに。
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オ ス ス メ の 一 冊
　

世
界
に
は
現
在
、
七
〇
〇
〇
ほ
ど
の
言

語
が
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

約
三
〇
〇
〇
も
の
言
語
が
消
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
戦
争
や

植
民
地
化
な
ど
支
配
─
被
支
配
の
構
図
の

中
で
そ
う
し
た
状
況
は
生
み
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
も
強
者
の
言
語
が
弱
者
の

言
語
を
分
離
・
隔
離
し
差
別
を
発
生
さ
せ

る
事
態
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
書
に
は
こ
う
し
た
言
葉
が
断
絶
す
る

こ
と
に
よ
る
人
間
性
破
壊
の
事
例
が
随
所

に
記
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
多
様
な
言

語
一
つ
一
つ
が
も
つ
魅
力
や
重
み
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
十
一
あ
る
章
の
中
で
複
数

言
語
の
環
境
の
中
で
生
き
る
人
々
の
さ
ま

ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
七
人
の
著
者
が
垣か

い
ま間
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
著
の
大
き
な
特
質
は
境
界
論
に
あ
り

ま
す
。
本
書
の
表
紙
カ
バ
ー
の
見
返
し
に

「
境
界
こ
そ
が
育
む
豊
か
さ
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
編
者
の
山
本
氏
は
、
境
界

に
つ
い
て
、
県
境
や
国
境
の
よ
う
に
一
本

の
線
で
画
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、

「
可
変
的
な
幅
を
持
つ
も
の
」
で
あ
り
、

「
そ
こ
は
異
質
な
も
の
同
士
が
混
ざ
り
あ

い
、
溶
け
あ
い
、
新
た
な
何
か
が
生
み
出

さ
れ
る（
か
も
し
れ
な
い
）場
で
す
」
と
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
境
界
の
捉
え
方
は
、
ロ
シ
ア
の
哲

学
者
・
思
想
家
バ
フ
チ
ン
が
対
話
論
で
示

し
た
、
参
加
者
が
互
い
に
感
じ
合
い
、
影

響
し
合
い
、
啓
発
し
合
い
、
複
数
の
独
立

し
た
声
部（
パ
ー
ト
）か
ら
な
る
音
楽
の

よ
う
に
個
性
を
発
揮
し
つ
つ
ポ
リ
フ
ォ
ニ

ッ
ク
に
響
き
わ
た
る
場
、
ま
た
諸
学
の
統

合
的
視
点
か
ら
生
命
を
解
明
す
る
バ
イ
オ

ホ
ロ
ニ
ク
ス
研
究
に
取
り
組
む
清
水
博
博

士
が
、
複
雑
性
が
あ
っ
て
相
互
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
自
己
が
組
織
さ
れ

秩
序
が
生
ま
れ
て
く
る
生
命
シ
ス
テ
ム
を

踏
ま
え
て
提
唱
す
る
、
相
互
に
刺
激
し
合

い
高
ま
っ
て
い
く
多
様
な
関
係
性
を
重
視

し
た
共
生
の
論
理
に
通
底
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

言
語
の
機
能
に
は
、
物
事
や
事
物
を
示

す
「
認
識
」、
自
己
の
伝
え
た
い
こ
と
を

伝
え
る
「
表
現
・
伝
達
」、
過
去
の
業
績

や
思
考
を
作
品
と
し
て
残
す
「
蓄
積
・
保

存
」、
そ
し
て
自
由
に
発
想
し
、
思
い
描

く
「
虚
構
・
創
造
性
」
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
虚
構
・
創
造
性
は
も
っ
と

も
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
行
為
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
言
語

の
虚
構
・
創
造
性
の
機
能
こ
そ
が
、
思
考

し
、
想
像
し
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

思
考
力
・
想
像
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、
柔
軟
性
・
多
義
性
で
す
。

一
つ
の
言
語
に
も
多
様
な
広
が
り
が
あ
り

ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
言
語
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
思
考
が
広
が

り
ま
す
。
組
み
合
わ
せ
が
複
雑
に
な
る
ほ

ど
思
考
の
世
界
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
や
が
て
そ
れ
ら
の
思
考
群
の
総
和

に
よ
り
、
文
化
が
創
造
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

複
数
の
言
語
が
併
存
す
る
意
味
は
、
そ
の

多
様
性
・
複
雑
性
が
豊
か
な
文
化
の
創
造

を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

本
書
の
終
章
を
執
筆
し
た
細
川
英
雄
氏

は
、「
支
配
─
被
支
配
の
関
係
」
か
ら
、「
集

団
か
ら
個
へ
」「
対
等
と
自
由
の
た
め
の

境
界
」
へ
の
転
換
の
必
要
を
示
唆
し
、「
他

者
と
と
も
に
生
き
る
に
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
問
い
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
中
近
東
・
南
米
・
北
米
に
六
年
余

滞
在
し
、
異
言
語
接
触
・
交
流
を
日
常
的

に
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
の
が
、
言
語
を
柔
軟
に
う
け
と

め
る
こ
と
、言
語
の
意
味
の
多
様
性
や「
あ

い
ま
い
さ
」
を
認
識
す
る
大
切
さ
で
し
た
。

　

中
近
東
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
南
米
の
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
が
十
分
に
わ
か
ら
な
く
て
も
、
身
体
表

現
や
言
葉
の
断
片
、
言
葉
に
な
ら
な
い
領

域
、
そ
れ
ら
が
言
葉
の
意
味
を
越
え
た
伝

達
を
可
能
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
高
校
に
勤
務
し
た
折
に
は
、

数
カ
国
の
若
者
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
必
ず
し
も
形
式
通
り
で
な
い

や
り
と
り
や
あ
い
ま
い
な
表
現
に
、
実
は

真
意
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
何
回
も
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
生
の
空
間
の
形
成
、
言
語
の
も
つ
多

様
性
・
多
義
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
、
多

様
な
他
者
と
と
も
に
生
き
る
た
め
の
基
本

で
あ
る
こ
と
を
本
書
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
例

に
よ
り
示
し
て
い
ま
す
。

　

多
文
化
共
生
時
代
の
人
間
形
成
の
根
底

に
お
く
べ
き
知
見
が
随
所
に
記
し
て
あ
る

本
書
は
、
世
界
各
地
に
暮
ら
し
「
境
界
」

を
生
き
る
本
誌
読
者
の
大
き
な
共
感
を
呼

ぶ
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
章
の
巻
末
に
提
示
さ
れ
て
い

る
「
読
書
案
内
」
は
多
文
化
社
会
に
お
い

て
視
野
を
広
げ
、
思
考
を
深
め
る
た
め
に

有
効
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

（
選
・
評　

多
田 

孝
志
）

複数の言語で生きて死ぬ
山本冴里　編

くろしお出版
税込価格　1,980円
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豊
後
国
（
現
在
の
大
分
県
）
は
、
江

戸
時
代
に
は
八
つ
の
藩
に
分
か
れ
て
い

た
ほ
ど
“
多
文
化
”
の
土
壌
で
あ
る
。

か
つ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す

る
南
蛮
文
化
も
花
開
い
た
。
ま
た
、
温

泉
郷
の
湯
布
院
を
流
れ
る
大
分
川
が
瀬

戸
内
海
に
流
れ
込
む
辺
り
は
、
国
府
が

あ
っ
た
の
で「
府
内
」と
呼
ば
れ
た
。

　

そ
の
府
内
城
の
対
岸
に
、
岩
田
中
学

校
・
高
等
学
校
は
あ
る
。
県
内
の
私
立

学
校
と
し
て
は
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち

（
一
九
一
一
年
創
立
）、
八
三
年
に
中

高
一
貫
の
男
子
校
（
寮
完
備
）
と
し
て

再
発
足
し
た
。

　

大
分
県
は
医
療
に
関
し
て
“
僻へ

き

地ち

”

を
つ
く
ら
な
い
配
慮
が
徹
底
し
て
い
て
、

全
国
に
先
駆
け
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
整

備
す
る
な
ど
最
新
の
緊
急
医
療
体
制
を

誇
る
。
そ
う
し
た
医
療
従
事
者
の
人
財

養
成
を
担
っ
て
き
た
の
も
こ
の
学
校
で
、

福
岡
県
な
ど
周
辺
の
県
に
中
高
一
貫
校

が
少
な
か
っ
た
八
〇
年
代
か
ら
、
医
学

部
進
学
を
目
指
す
学
校
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。

　

隣
の
別
府
市
に
「
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）」
が
開
学
し
た
翌

年
の
二
〇
〇
一
年
に
男
女
共
学
校
と
な

り
、
〇
八
年
に
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
・
立
命
館
大

学
へ
の
進
学
コ
ー
ス
（
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

指
導
）を
高
等
学
校
に
開
設
し
た
。

自
主
性
を
持
っ
て
解
決
を
は
か
る

　

校
長
の
児
玉
洋
司
先
生
は
、
十
年
前

か
ら
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
海
外

説
明
会（
ア
ジ
ア
）の
常
連
で
あ
る
。

　
「
日
本
人
学
校
・
イ
ン
タ
ー
校
か
ら

毎
年
数
名
の
入
学
者
が
あ
り
、
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
行

く
東
京
や
関
西
な
ど
の
先
生
た
ち
と
の

交
流
も
有
益
で
す
し
、
日
本
人
学
校
等

の
生
徒
の
実
態
を
知
る
よ
い
機
会
な
の

で
、
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と
児
玉
校
長

は
話
す
。

　

海
外
説
明
会
で
ひ
と
き
わ
注
目
さ
れ

て
い
る
秘ひ

訣け
つ

を
聞
く
と
、「
帰
国
生
で

も
学
校
に
す
ぐ
に
な
じ
め
る
し
、
満
足

度
が
高
い
こ
と
は
前
面
に
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
い

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
大
学
に
行
け
ま
す

し
、
寮
や
生
徒
会
で
社
会
性
・
人
間
関

係
も
し
っ
か
り
学
べ
て
学
習
効
果
も
高

い
と
い
う
小
規
模
校
の
よ
さ
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
、
寮
費
等
が
他
校
の
約
半

額
な
の
に
も
驚
か
れ
ま
す
（
笑
）」
と
の

こ
と
。
し
か
し
、
帰
国
生
の
た
め
の
特

別
措
置
と
い
う
も
の
は
な
い
。

　
「
い
い
意
味
で
特
別
扱
い
し
ま
せ
ん
。

安
心
で
き
る
人
間
関
係
を
築
き
、
日
常

で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を

つ
く
っ
て
“
放
牧
”
す
る
感
じ
で
す
ね

（
笑
）。﹃Festina Lente

（
ゆ
っ
く
り

急
げ
）﹄
が
校
是
な
ん
で
す
。
自
由
で

自
主
性
を
重
ん
じ
、
自
己
解
決
を
は
か

る
こ
と
が
、
職
員
室
で
も
寮
で
も
、
教

室
で
も
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
見
学
に
来
ら
れ
る
と
、
オ
ー
プ
ン
な

学
校
の
雰
囲
気
が
よ
く
わ
か
っ
て
も
ら

え
ま
す
」

　

な
お
、
普
通
コ
ー
ス
は
一
学
年
三
学

級
、
高
校
か
ら
募
集
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
コ

ー
ス
は
一
学
級※

１

で
あ
る
。

一
生
涯
の
友
達
が
で
き
る
か
も

　

小
五
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
み

メ
ル
ボ
ル
ン
の
現
地
校
に
一
年
、
シ
ド

ニ
ー
の
日
本
人
学
校
に
二
年
通
っ
た
高

三
生
の
話
が
聞
け
た
。
埼
玉
の
公
立
中

学
校
で
二
年
間
学
ん
だ
あ
と
、
Ａ
Ｐ
Ｕ

コ
ー
ス
に
入
学
し
た
そ
う
だ
。

　
「
三
歳
上
の
兄
が
、推
薦
枠
で
岩
田
高
※１  岩田中学校からも若干名が内部進学。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

児玉洋司校長

プリツカー賞を2019年に受賞した磯崎新が若いころに設計し
た校舎。現在も見学者が絶えない。
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岩
田
中
学
校
・
高
等
学
校
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校
に
入
学
し
て
い

ま
し
た
。
英
語
を

す
ご
く
鍛
え
ら
れ

る
と
か
、
デ
ィ
ベ

ー
ト
の
大
会
が
あ

る
と
か
、
寮
生
活

は
つ
ら
い
点
も
あ

る
け
ど
楽
し
い
と

か
、
い
ろ
い
ろ
聞

い
て
い
て
…
…
」

と
言
う
。

　

そ
う
い
え
ば
岩

田
高
校
は
、
親
子

二
代
と
か
兄
弟
・
親
族
な
ど
の
同
窓
生

が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
「
兄
の
と
き
に
な
か
っ
た
こ
と
と
い

え
ば
、iPad

を
全
員
が
持
っ
て
い
て
、

W
i-Fi

が
自
由
に
使

え
る
こ
と
く
ら
い
で

す
。
で
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
せ
い
で
、
修
学

旅
行
や
海
外
研
修
に

行
け
な
か
っ
た
の
は

残
念
。
入
寮
祝
い
の

寿
司
パ
ー
テ
ィ
ー
も

中
止
さ
れ
ま
し
た

（
笑
）」

　

そ
れ
で
も
工
夫
を

重
ね
て
学
校
生
活
を

楽
し
む
の
は
若
者
の

つ
ね
だ
。

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ

ー
テ
ィ
ー
は
、
ク
ラ
ス
の
中
で
マ
ス
ク

を
し
て
や
り
ま
す
。
体
育
祭
は
、
高
三

は
各
ク
ラ
ス
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
を

着
て
踊
る
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

文
化
祭
は
、
大
分
市
の
劇
場
を
借
り
て

二
日
間
、
ク
ラ
ス
単
位
で
作
品
や
劇
の

発
表
を
す
る
ん
で
す
け
ど
、
ほ
か
の
ク

ラ
ス
の
様
子
を
見
ら
れ
て
楽
し
い
で

す
」と
の
こ
と
。

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
コ
ー
ス
で
は
週
六
日
の
う
ち

二
日
は
英
語
に
よ
る
授
業
、
二
日
は
チ

ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
行
っ
て
大

学
の
講
義※

２

に
参
加
す
る
。

　
「
ど
う
し
て
も
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
け

と
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
が
、

男
女
の
壁
も
な
く
普
通
に
仲
よ
く
し
て

い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

〝
目
が
届
く
環
境
〟で
見
守
る

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
太

平
洋
諸
国
か
ら
優
秀
な
学
生
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
定
評
が
あ
る
。
街
を
歩

く
人
の
文
化
的
な
背
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

多
様
な
人
種
が
混
在
す
る
。
ま
た
英
語

の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
大
学

の
教
員
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
医
療
機

関
や
空
港
施
設
な
ど
に
も
多
い
。
地
方

都
市
に
は
珍
し
い
こ
う
し
た
環
境
に
、

こ
の
学
校
も
あ
る
。

　
「
異
な
る
背
景
の
生
徒
が
集
ま
る
こ

と
で
、
地
元
の
生
徒
も
多
様
な
視
点
を

持
て
ま
す
。
立
場
が
変
わ
れ
ば
別
の
見

方
に
も
な
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
い
っ
そ
う
培
わ
れ
ま
す
」
と
英
語

科
の
廣
松
大
和
先
生
は
話
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
教
師
と
生
徒
と
の

比
率
の
よ
さ
が
“
目
が
届
く
環
境
”
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば

児
玉
校
長
も
「
ど
の
教
科
の
教
師
も
帰

国
生
に
対
応
し
ま
す
。
担
任
で
も
な
い

保
健
体
育
の
教
師
の
助
言
で
、
数
学
の

成
績
が
伸
び
る
例
も
あ
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。
多
様
で
あ
る
面
の
よ
さ
と
、

こ
だ
わ
り
の
な
い
“
見
守
り
”
が
、
柔

軟
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

W
i-F

i

が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ス
マ
ホ
も
使
い
た
い
放
題
か
と
思
っ
た

ら
、
校
舎
内
は
ス
マ
ホ
使
用
禁
止
、
寮

で
は
夕
方
か
ら
数
時
間
使
え
る
だ
け
と

の
こ
と
。iPad

は
学
習
用
な
の
で
、

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い

そ
う
だ
。

　

し
か
し
不
便
な
要
素
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
生
徒
た
ち
は
楽
し

ん
で
い
る
。「
明
る
く
元
気
に
、

生
息
し
や
す
い
環
境
に
す
る
の
は

自
分
次
第
」と
、じ
つ
に
頼
も
し
い
。

　

大
分
空
港
は
現
在
、
人
工
衛
星

打
ち
上
げ
の
水
平
型
宇
宙
港
お
よ

び
宇
宙
輸
送
船
の
ア
ジ
ア
着
陸
地

点
と
し
て
整
備
が
進
む
。
こ
の
学

校
が“
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
母
港
”

と
呼
ば
れ
る
日
も
近
い
か
も
し
れ

な
い
。（

取
材
・
文　

小
山 

和
智
）
※２  Advanced Placement（AP）＝大学の履修単位としても認定される。

所在地	：	〒870-0936 大分県大分市岩田町1-1-1
TEL	：	 097-558-3007
FAX	：	 097-556-8937
URL	：	 http://www.iwata.ed.jp
交通	：	ＪＲ日豊本線「牧」駅から徒歩10分。	

ＪＲ日豊本線・久大本線・豊肥本線「大分」
駅からバス15～ 20分。

生徒数	：	中＝196人　高＝286人
帰国生数：中＝0人　高＝10人
教職員数：専任49人（うち外国人 2人）
	 	 　　非常勤10人
帰国生入試の出願資格：
　�原則として海外生活経験1年以上、帰国後1年6
カ月以内。

インタビューに答えてくれた帰国生（後列右）
と仲間たち。男女共に明るく仲がいい。

授業風景

http://www.iwata.ed.jp
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の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
多
く
は
、
子
ど
も
時
代
に
海

外
で
過
ご
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
り
、

い
ま
海
外
の
大
学
で
学
ん
で
い
た
り
す

る
現
役
の
大
学
生
た
ち
。
研
修
は
七
月

十
日
、
東
京
の
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
で

実
施
さ
れ
、
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
事
務
局
か
ら
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
確
認
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

役
割
に
つ
い
て
具
体
的
な
解
説
が
あ
り
、

続
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
学
び
の
デ

ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
山
本
良
太
さ
ん

（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
助

教
）
が
、
教
育
的
な
ね
ら
い
と
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

答
で
は
、
サ
ブ
担
当
の
役
割
や
議
事
録

の
取
り
方
に
つ
い
て
な
ど
の
具
体
的
な

質
問
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
持
つ
夢
を
肯

定
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
る
ル
ー
ル
の

必
要
性
を
指
摘
す
る
声
、
さ
ら
に
具
体

的
な
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
が
、
活
発
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
本
さ
ん
か
ら
「
大
事
な

こ
と
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
自
身
が

自
分
の
個
性
を
消
さ
ず
に
進
め
る
こ
と
。

大
い
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
ほ
し
い
」、

桑
原
さ
ん
か
ら
「
素
晴
し
い
メ
ン
バ
ー

が
そ
ろ
っ
て
い
て
安
心
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
！
」
と
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿

引
宏
行
理
事
長
は
、「
皆
さ
ん
は
次
世

代
。
そ
の
な
か
か
ら
ダ
ボ
ス
会
議
の
キ

ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
出
て
く
る
と

期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
の
小
・

中
学
生
の
『
未
来
世
代
』
か
ら
は
、
日

本
人
初
の
国
連
事
務
総
長
を
生
み
出
し

た
い
。D

avos N
ext

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
発
信
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
世

界
を
変
え
て
い
く
と
い
う
夢
を
、
ぜ
ひ

共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
訴
え
ま
し

た
。
会
場
や
オ
ン
ラ
イ
ン
画
面
の
向
こ

う
の
若
者
た
ち
か
ら
は
、
力
強
い
手
ご

た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
議
論
を
い

か
に
「
自
分
ご
と
」
に
す
る
か
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
年
齢
・
経
験
の

違
い
や
、
議
論
の
得
手
・
不
得
手
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
子
ど
も
が
話
し
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
話
せ
る
雰
囲
気
づ
く

り
」
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
指
摘
。
特

に
「
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
自
身
が
楽
し
む
こ
と
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
桑
原
り
さ
さ
ん（
フ
リ
ー
キ
ャ

ス
タ
ー
）
が
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
大
事
な
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
問

い
か
け
ま
し
た
。
桑
原
さ
ん
が
挙
げ
た

の
は
、「
空
気
づ
く
り
」「
会
議
の
潤
滑

油
に
な
る
こ
と
」「
道
先
案
内
人
と
し

て
議
論
の
終
着
点
を
意
識
す
る
こ
と
」

の
三
点
。
さ
ら
に
、「
議
論
が
進
む
か

ど
う
か
は
質
問
力
に
か
か
っ
て
い
る
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
特
に
う
な
ず
き
が

重
要
」「
子
ど
も
が
興
味
を
持
っ
て
い

る
と
き
は
、
目
に
力
が
宿
る
」
な
ど
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
と

子
ど
も
役
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
験
し

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
質
疑
応

Davos Next 2022 開催

D
avos N

ext2022

の
パ
ー
ト
１
・
山

中
伸
弥
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
い
て

実
施
さ
れ
る
の
が
、パ
ー
ト
２
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
す
。
世
界
中
か
ら
児
童
生
徒
が

参
加
し
、「
世
界
の
人
た
ち
が
健
康
で
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
語
り

合
い
ま
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
配
置
さ
れ
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果

を
左
右
す
る
重
要
な
存
在
。
そ
の
研
修
会

の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
只
木
良
枝
）

グループワークを支える

ファシリテーター
研修レポート

　研修の様子



❶ 長
ながのけん

野県の方
ほうげん

言では、「走
はし

る」ことを何
なん

というでしょう？ 

●Ａ ころがる　　　　 ●Ｂ とぶ　　　　 ●Ｃ あるく　　　　 ●Ｄ ねる
❷ 「長

ながのけん

野県が日
にほんいち

本一」といわれているものは次
つぎ

のうちのどれでしょう？

●Ａ 健
けんこうじゅみょう

康寿命（健
けんこう

康に生
せいかつ

活できる期
きかん

間） ●Ｂ 博
はくぶつかんすう

物館数 ●Ｃ 味
み そ

噌購
こうにゅう

入量
りょう

●Ｄ 砂
さとう

糖購
こうにゅう

入量
りょう

中
ちゅうぶ

部地
ち ほ う

方にあり、以
い ぜ ん

前、「信
しなのの

濃国
くに

」といわれていた
ことから「信

しんしゅう

州」とも呼
よ

ばれます。内
ないりく

陸にあり、日
に ほ ん

本
アルプスをはじめ、多

おお

くの高
たか

い山
やま

があります。県
けんない

内
の気

き

候
こう

は、山
さん

岳
が く ぶ

部や盆
ぼ ん ち ぶ

地部、平
へ い や ぶ

野部など、地
ち い き

域によ
ってさまざま。県

けんちょう

鳥は「ライチョウ」、県
け ん か

花は「リ
ンドウ」、県

けんちょう

庁所
しょざいち

在地は長
な が の し

野市。

なんで、「長
ながの

野」っていうの？

　この地
ちいき

域は善
ぜんこうじ

光寺の門
もんぜんまち

前町として栄
さか

えていた

ため、善
ぜんこうじ

光寺平
だいら

と呼
よ

ばれていました。長
なが

い傾
けいしゃ

斜

が続
つづ

く原
げん や

野であったことから、「長
なが

い野
の

」という

意
い み

味で「長
ながの

野」と名
な

づけられたようです。

さて、長
ながのけん

野県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

戦
せんごく

国時
じ だ い

代、真
さ な だ

田幸
ゆきむら

村が携
けいこうしょく

行食とし、出
しゅつじんまえ

陣前にも食
た

べたとされる「こねつけ」。
ご飯

はん

と小
こ む ぎ こ

麦粉をまぜてこねたものに味
み そ

噌などをつけたもので、北
ほくしん

信・東
とう

信
しん

地
ち い き

域に伝
つた

わる郷
きょうど

土料
りょうり

理です。当
と う じ

時は米
こめ

が貴
きちょう

重だったため、小
こ む ぎ こ

麦粉をまぜて
焼
や

いたといわれています。保
ほ ぞ ん

存がきくので、余
あま

ったご飯
はん

を無
む だ

駄なく食
た

べら
れます。生

せいかつ

活の知
ち え

恵から生
う

まれた料
りょうり

理といえるでしょう。
　ご飯

はん

に小
こ む ぎ こ

麦粉を加
くわ

えてこね、油
あぶら

をひいたフライパンで焼
や

きます。タレは、
甘
あま

味
み そ

噌、胡
く る み

桃味
み そ

噌、唐
とうがらし

辛子味
み そ

噌などお好
この

みで。青
あお

じそやニラ、ネギなどを
みじん切

ぎ

りにしてまぜてもおいしくいただけます。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 48）をご覧
らん

ください。

ほえるライオン？

北海道北海道

青森県青森県

岩手県岩手県
秋田県秋田県

宮城県宮城県山形県山形県

福島県福島県新潟県新潟県

栃木県栃木県

茨城県茨城県

千葉県千葉県
埼玉県埼玉県

群馬県群馬県

東京都東京都

神奈川県神奈川県
山梨県山梨県

富山県富山県

石川県石川県

福井県福井県

滋賀県滋賀県

三重県三重県
奈良県奈良県

岐阜県岐阜県

愛知県愛知県 静岡県静岡県

和歌山県和歌山県

大阪府大阪府

京都府京都府
兵庫県兵庫県

鳥取県鳥取県

岡山県岡山県

香川県香川県

高知県高知県愛媛県愛媛県

島根県島根県

広島県広島県

徳島県徳島県山口県山口県

福岡県福岡県
佐賀県佐賀県

長崎県長崎県 熊本県熊本県
宮崎県宮崎県

鹿児島県鹿児島県

沖縄県沖縄県

大分県大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都

神奈川県
山梨県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

長野県長野県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　  けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

ながのけん

長野県

ク イ ズ

長長
な が の
な が の

野野のの名名
め い ぶ つめ い ぶ つ

物物料料
り ょ う りり ょ う り

理理
をを紹紹

しょうしょう

介介
か いか い

するよ～するよ～ こねつけ 昔
むかし

は主
しゅしょく

食でしたが、いまはおやつと
して食

た

べられることが多
おお

いかな。

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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「
永
遠
の
都
」
ロ
ー
マ

　
イ
タ
リ
ア
の
首
都
ロ
ー
マ
は
、
長
靴
の
形
を
し

た
イ
タ
リ
ア
半
島
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
約
四

二
〇
万
人
が
暮
ら
す
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心

地
で
あ
る
。
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
で
あ

り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
枢
で
も
あ
っ
た
。
一

八
七
一
年
に
統
一
イ
タ
リ
ア
の
首
都
に
制
定
さ
れ

た
。

　
街
に
は
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
か
ら
ル

ネ
サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
の
芸
術
と
、
各

時
代
の
文
化
遺
産
が
集
中
し
て
お
り
、

世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

そ
の
美
し
さ
か
ら
「
永
遠
の
都
」
と
呼

ば
れ
、
街
全
体
が
博
物
館
・
美
術
館
で

あ
る
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ッ
セ
オ
、
カ
ラ
カ
ラ
浴
場
、
フ

ォ
ロ
ロ
マ
ー
ノ
、
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖

堂
、
バ
チ
カ
ン
博
物
館
な
ど
、
世
界
遺

産
の
名
前
を
挙
げ
て
い
け
ば

き
り
が
な
い
。
通
り
を
歩
い

て
い
る
と
壁
に
由
緒
あ
る
彫

像
が
あ
っ
た
り
、
驚
く
よ
う

な
オ
ベ
リ
ス
ク
や
素
敵
な
噴

水
が
あ
っ
た
り
で
、
街
中
が

歴
史
を
語
る
美
術
館
で
あ
る

こ
と
を
実
感
す
る
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、

夢
い
っ
ぱ
い

　
本
校
は
一
九
七
五
年
に
開
校
し
た
ロ
ー
マ
日
本

語
補
習
校
を
前
身
と
し
、
八
七
年
に
現
地
名
称
を

「
ロ
ー
マ
日
本
人
学
校
」
と
改
称
、
九
〇
年
六
月

に
日
本
政
府
か
ら
正
式
に
日
本
人
学
校
と
し
て
認

可
さ
れ
た
。
二
〇
二
二
年
一
月
に
は
二
回
目
の
校

舎
移
転
を
行
っ
て
い
る
。

　
ロ
ー
マ
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
繁
栄
を
象

徴
す
る
遺
産
や
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
代
表
す
る
芸
術

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。本
校
で
は
、そ
れ
ら
を「
ロ

ー
マ
の
時
間（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）」
や「
校

外
学
習
」
で
取
り
上
げ
、
貴
重
な
学
習
教
材
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
写
生
会
」
を
世
界
遺
産
の
コ
ロ
ッ
セ
オ

や
サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
で
行
っ
た
り
、「
芸
術
鑑

賞
会
」
で
は
オ
ペ
ラ
座
で
生
の
舞
台
を
味
わ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
本
物
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。

　
生
活
科
や
社
会
科
、
イ
タ
リ
ア
語
の
時
間
に
は
、

学
校
近
く
の
バ
ー
ル
や
メ
ル
カ
ー
ト（
市
場
）、

小
学
部
１
年　

国
語　

お
気
に
入
り
の

本
を
互
い
に
紹
介
し
て
読
み
聞
か
せ

小
学
部
５
・
６
年　

家
庭　

イ
タ
リ
ア

で
ご
飯
と
味
噌
汁
づ
く
り

中
学
部
３
年　

理
科　

酸
性
と
ア
ル
カ

リ
性
の
溶
液
を
ま
ぜ
る
実
験

0º

15º

180º 165º 150º 135º 120º 105º 90º 75º 60º 45º15º 0º 15º 30º 45º 60º 75º 90º 105º 120º 135º 150º 165º

15º

30º

30º

45º

45º

60º

75º

60º

75º

MAPIO / Copyright©NijiX

1:100,000,000 赤道縮尺

Worldミラー図法
0 1 2 3 4cm

0 1000 2000 3000 4000km

ローマ

イタリア

泉に背を向けてコインを投げ入れれば願いがかなうという「トレビの泉」

Scuola Giapponese di Roma
URL  http://www.scuolagiapponeseroma.it
児童生徒数　小＝16人　中＝3人

ローマローマローマローマローマローマローマローマローマ
海外校シリーズ

●イタリア●

ローマ日本人学校  

https://www.scuolagiapponeseroma.it
http://www.scuolagiapponeseroma.it/


月刊 海外子女教育 2022.1131 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
、
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
な
ど
に
出
か
け

て
、
働
く
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
イ
タ
リ

ア
の
豊
か
な
食
文
化
に
触
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
本
校
で
は
少
人
数
の
特
性
を
生
か
し
、
基
礎
・

基
本
の
確
実
な
定
着
を
は
か
る
と
と
も
に
、
発
展

的
な
学
習
内
容
等
を
と
り
入
れ
る
な
ど
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

小
学
部
三
年
以
上
が
実
施
し
て
い
る
外
国
語
活

動
・
外
国
語（
英
語
）の
学
習
に
加
え
、
小
学
部

一
年
か
ら
全
学
年
で
イ
タ
リ
ア
語
と
英
会
話
の
学

習
を
実
施
し
、
国
際
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成
し
て
い
る
。

　
本
校
に
は
二
〇
二
〇
年
度
文
部
科
学
省
・
日
本

人
学
校
環
境
整
備
事
業
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
体
制
構
築
に
関
す
る
実
証
事
業
」
実
施
校
と
し

て
、
全
教
室
に
電
子
黒
板
や
書
画
カ
メ
ラ
が
配
備

さ
れ
て
い
る
。
昨
今
の
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
校

外
学
習
や
授
業
参
観
等
の
実
施
が
困
難
な
状
況
が

続
い
た
が
、
日
伊
の
企
業
や
他
校
な
ど
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
交
流
を
行
っ
た
り
、
授

業
参
観
や
学
習
発
表
会
の
動
画
を
配
信

し
た
り
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
し
て

き
た
。
ふ
だ
ん
の
授
業
の
な
か
に
お
い

て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で
児
童
生

徒
が
発
表
す
る
場
面
が
増
え
、
他
者
の

考
え
や
意
見
に
触
れ
る
機
会
が
お
の
お

の
の
考
え
や
意
見
を
広
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
す
ぐ
に
検
索
で
き
た
り
す
る
環
境

が
整
っ
た
結
果
、
児
童
生
徒
の
「
も
っ

と
調
べ
て
み
た
い
」
と
い
う
学
習
意
欲

が
高
ま
る
な
ど
、
よ
い
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
度
ま
で
の
二
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
政
府
に
よ
る
厳
し
い
制

限
措
置
が
と
ら
れ
、
現
地
校
と
の
交
流
を
ま
っ
た

く
行
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
年
度
か
ら
は
段
階

的
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
現
地
校
と
の
交
流
を
再

開
し
て
い
る
。

　
一
学
期
に
は
、
小
学
部
高
学
年
と
中
学
部
は
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
英
語
を
通
じ
た

交
流
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
と
ば
が
十
分

に
通
じ
な
く
て
も
互
い
に
理
解
し
よ
う
と
努
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
へ
の
喜
び
と

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
小
学
部
低
学
年
お
よ
び
中
学
年
は
、
現
地
の
私

立
校
と
新
型
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
授
業
や
文
化
交

流
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二

学
期
に
は
交
流
校
が
本
校
に
来
校
し
、
日
本
文
化

に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
計
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
三
学
期
に
は
「
カ
ル
ネ
ヴ
ァ
ー
レ｣

（
謝

肉
祭
）に
本
校
の
児
童
が
現
地
の
私
立
校
を
訪
問

す
る
予
定
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
の

仮
装
を
し
て
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
在
イ
タ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
、
ロ
ー
マ
日
本
人

会
、
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
で
学
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
世
界
中
で
日
本

と
各
国
を
結
ぶ
か
け
橋
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。（

二
〇
二
二
年
八
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

小
学
部
３
・
４
年　

校
外
学
習　

美
し
く
典
型
的
な
水
道
橋
の

形
で
残
る
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
水
道
を
見
学

小
学
部
１
・
２
年　

サ
ン
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
で
の
写
生
会

「
下
絵
が
描
け
た
よ
」

小学部５・６年　
日本の学校とのオンライン交流中学部　技術　プログラミングの学習

イタリア語初級クラス
覚えたてのイタリア語
を使ってジェラートを
注文
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コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
成
長
し
た 

 

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

　
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
と

呼
ば
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
北
東

部
六
州
の
玄
関
口
で
あ
る
コ
ネ
テ

ィ
カ
ッ
ト
州
は
南
西
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
北
東
に
ボ
ス
ト
ン
の
二
大

都
市
を
つ
な
ぐ
横
に
長
い
長
方
形

の
州
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
、
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
と
医
療
環
境
、

治
安
の
よ
さ
が
特
徴
で
、
全
米
で

三
番
目
に
小
さ
い
州
で
も
あ
る
。

　
二
〇
二
〇
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍

で
は
大
都
市
の
機
能
停
止
と
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
、
医
療
資
源

の
逼ひ

っ
迫ぱ

く
、
治
安
の
悪
化
が
起
こ
る

な
か
で
、
先
ほ
ど
述
べ
た
州
の
特

徴
が
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
他
州
か

ら
の
移
住
が
相
次
い
だ
。
ま
た
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
も
開
始
当
初
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
非
常
に
高
く
、
学
校

生
活
を
含
む
生
活
基
盤
の
安
全
な
正

常
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

困
難
の
な
か
で
も 

 

友
と
学
ぶ
喜
び
を

　
本
校
に
は
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中

学
部
と
、
日
本
語
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

国
際
部
が
あ
る
。
校
舎
は
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
中
心

部
の
西
、
ウ
ェ
ス
ト
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
ユ

ダ
ヤ
系
の
私
立
校
ソ
ロ
モ
ン
シ
ェ
ク
タ
ー
デ
イ
ス

ク
ー
ル
を
借
用
し
て
い
る
。
授
業
は
毎
週
土
曜
日
、

九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
行
っ
て
い
て
、
専
任
講
師
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
者
の
協
力
の
も
と
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
運
営
上
の
意
志
決
定
や
事
務
作
業
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
行
は
在
籍
者
の
保
護
者
か
ら
な
る

運
営
委
員
会
が
担
っ
て
い
る
。

　
幼
稚
部
は
年
中
と
年
長
の
二
ク
ラ
ス
が
あ
り
、

日
本
語
を
使
っ
た
集
団
生
活
の
な
か
で
日
本
語
の

会
話
や
読
み
書
き
を
習
得
し
て
、
小
学
部
で
の
学

習
に
備
え
て
い
る
。
小
学
部
か
ら
中
学
部
で
は
国

語
と
算
数（
数
学
）を
、
将
来
子
ど
も
た
ち
が
日

本
に
帰
国
し
た
際
、
学
年
相
当
の
教
科
内
容
が
理

解
で
き
る
と
い
う
補
習
授
業
校
の
目
的
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
。
国
際
部
で
は
日
本
語
の
読
み
書

き
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
る
。

　
家
庭
で
は
単
独
で
行
う
の
が
難
し
い
日
本
の
四

雪
の
降
る
ウ
ェ
ス
ト
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
街
並
み
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アメリカ合衆国
ハートフォード

借用校舎外観

2022年幼稚部　夏祭り

ハートフォード日本語学校
The Japanese Language School of Greater Hartford
URL https://www.jlshartford.org
児童生徒数　幼＝16人　小＝45人　中＝7人　国際＝3人

ハートハートハートハートハートハート
海外校シリーズ
●コネティカット州●

ハートフォード
補習授業校

https://www.jlshartford.org
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季
折
々
の
行
事
や
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
あ

る
ア
ー
モ
ス
ト
補
習
授
業
校
と
の
合
同
運
動
会
、

餅
つ
き
や
カ
ル
タ
取
り
を
行
う
新
年
会
な
ど
を
通

し
て
、
日
本
文
化
や
日
本
の
学
校
行
事
に
親
し
む

機
会
と
し
て
い
る
。

　
二
〇
一
九
年
に
は
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、さ

ら
な
る
発
展
を
と
学
校
一
同
意
気
込
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、翌
年
春
に
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
公
立
校
が
次
々
と
リ

モ
ー
ト
授
業
に
切
り
か
わ
る
な
か
、本
校
も
移
行
を

決
定
し
、現
地
校
の
授
業
を
参
考
に
し
な
が
ら
講

師
、保
護
者
の
支
援
を
受
け
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。こ
う
し
て
三
学
期
の
終
盤
か
ら
翌

年
度
の
一
学
期
ま
で
の
授
業
を
リ
モ
ー
ト
に
て
行
っ

た
。し
か
し
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、日
本
語
で
触

れ
合
え
る
友
達
と
会
え
な
く
な
り
と
て
も
寂
し
い

こ
と
や
週
に
一
度
の
画
面
越
し
の
授
業
で
は
ど
う

し
て
も
日
本
語
学
習
継
続
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
六
月
か
ら
夏
休
み
に
入
る
も
の
の
ア
メ
リ
カ
北

東
部
で
は
感
染
が
広
が
り
は
た
し
て
学
校
を
再
開

で
き
る
の
か
悩
み
つ
つ
も
州
の
規
制
や
公
立
校
の

再
開
予
定
の
情
報
収
集
を
続
け
た
。
同
時
に
感
染

症
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
つ
保
護
者
の
協
力
の

も
と
、
再
開
す
る
場
合
の
校
内
で
の
感
染
症
対
策

の
手
順
を
作
成
し
た
。
夏
が
終
わ
る
と
感
染
も
下

火
に
な
り
、
公
立
校
の
校
舎
で
の
授
業
再
開
に
合

わ
せ
て
本
校
も
二
学
期
か
ら
校
舎
で
の
授
業
を
再

開
し
た
。

　
徹
底
し
た
感
染
症
対
策
に
よ
り
校
内
で
の
感
染

が
発
生
し
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
は
あ
っ
た
が
、

同
時
に
運
動
会
や
子
ど
も
た
ち
の
学
習
成
果
を
発

表
す
る
音
読
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
リ
モ
ー
ト

に
切
り
か
え
た
り
中
止
に
し
た
り
す
る
な
ど
の
犠

牲
も
伴
っ
た
。
し
か
し
マ
ス
ク
の
下
と
は
い
え
友

人
と
笑
顔
で
机
を
並
べ
学
習
す
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
は
何
事
に
も
か
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
再
認

識
し
た
。
今
年
度
は
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
の
再
開

を
目
指
し
学
校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
二
〇
二
二
年
六
月
現
在
）

放課後の校庭にて

小学部３年　グループワーク

小学部６年　国語

小学部１年　お店屋さんごっこ

2022年ハートフォード日本協会夏祭りでの
本校児童生徒によるパフォーマンス

中学部１年　数学

2021年バーチャル音読大会

2019年運動会

子 ど も た ち か ら
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本
校
は
中
国
の
海
沿
い
の
街
、
山
東

省
青
島
市
に
あ
る
今
年
創
立
十
九
年
の

学
校
で
す
。
海
も
山
も
あ
る
自
然
豊
か

な
環
境
の
中
、
小
学
部
三
十
八
人
、
中

学
部
十
二
人
の
計
五
十
人
（
二
〇
二
二

年
八
月
十
七
日
現
在
）
が
助
け
合
い
な

が
ら
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

校
歌
は
二
〇
〇
四
年
に
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
明
る
く
軽
快
な
リ
ズ
ム
が
印
象

的
で
、
二
部
合
唱
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

す
て
き
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
、

青
島
の
豊
か
な
自
然
や
旧
市
街
に
残
る

ド
イ
ツ
の
風
情
が

あ
る
建
物
が
次
々

と
現
れ
、
そ
の
光

景
が
目
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

　

本
校
の
校
歌
は
、

そ
の
よ
う
な
場
所

で
一
生
懸
命
に
学

び
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
へ
向

け
た
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
な
っ
て
い

ま
す
。最
後
に「
明

日
の
世
界
へ　

飛

び
立
と
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
こ
こ
で
の
成
長
を
力
に
か

え
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
業
生
た
ち
も

胸
に
刻
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

青
島
に
集
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
っ

し
ょ
に
楽
し
く
歌
え
る
歌
。
こ
の
存
在

が
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
り
、
そ
し
て
こ
の
場
所
を
思
い
出
せ

る
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

歌
い
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

「
桃
の
花
の
〜
」
の
出
だ
し
が
大
好
き

で
す
。
そ
し
て
、
青
島
の
景
色
の
色
を

歌
詞
か
ら
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。「
桃
の
花
」
の

ピ
ン
ク
、「
青
島
の
海
」の
青
、「
崂
山
」

の
緑
と
、
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
歌
っ
て

い
ま
す
。（
児
童
）

●

こ
の
校
歌
に
は
、
歴
史
を
感
じ
る
場
所

や
色
彩
豊
か
な
自
然
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る

よ
う
な
歌
詞
が
あ
り
、
歌
う
な
か
で
も

の
び
の
び
と
歌
う
こ
と
や
、二
部
合
唱
の

パ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
が
気
持
ち
よ
く
歌

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。（
生
徒
）

●

「
青
島
の
海
蒼
く
」「
青
島
の
空
青
く
」

と
校
歌
に
う
た
わ
れ
た
青
島
の
情
景
は
、

子
ど
も
た
ち
の
澄
み
き
っ
た
心
を
表

し
て
い
る
よ
う
で
、
校
歌
を
口
ず
さ
む

そ
の
表
情
は
い
つ
も
輝
い
て
い
ま
す
。

（
教
員
）

作
詞
　
榎
本
正
信

作
曲
　
西
原
瑞
穂

１桃
の
花
の
香
　
野
に
あ
ふ
れ

陽ひ
か
り光
き
ら
め
く
　
崂ろ

う

山ざ
ん

の

青
島
の
海
蒼あ
お

く
　
希
望
を
歌
う

こ
の
学ま
な
び
や舎
に
　
集
い
勤い
そ

し
み

身
は
健
や
か
に
　
真
理
を
修
め

明
日
の
日
本
へ
　
漕こ

ぎ
出
そ
う

2椿つ
ば
きの
緑
　
日
に
映
え
て

煉れ
ん
が瓦
の
街
の
　
小
し
ょ
う
ぎ
ょ
ざ
ん

魚
山

青
島
の
空
青
く
　
故
郷
を
想お
も

う

こ
の
学ま
な
び
や舎
に
　
集
い
親
し
み

英
知
を
磨
き
　
理
想
は
高
く

明
日
の
世
界
へ
　
飛
び
立
と
う

タップして青島日本人学校の校歌を聞いてみよう
http://www.qingdaojs.org/gaiyou/kouka.html

校庭から見た校舎

全校児童生徒が集合

す
て
き
な
環
境
の
中
で

　
　
　
　
　
の
び
の
び
と

校歌の広場
各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を
紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました
各校自慢の校歌を
紹介してもらいました

青
島
日
本
人
学
校
校
歌

http://www.qingdaojs.org/gaiyou/kouka.html
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「
読
書
」
に
関
し
て
、
こ
の
原
稿

を
書
く
の
は
ち
ょ
っ
と
遠
慮
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
私
は
中
学
校
の
理
数
系

の
教
員
、
小
学
生
と
は
日
本
人
学
校

時
代
と
管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
の
お

つ
き
合
い
し
か
な
く
、
ま
た
、
し
っ

か
り
と
し
た
読
書
指
導
も
し
た
こ
と

が
な
い
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
中
学
校
で
進
路
指
導
を
し

て
い
る
な
か
で
受
験
期
の
中
学
三
年

に
な
っ
て
、
そ
れ
も
二
学
期
を
迎
え

て
、
以
前
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
存

在
で
な
か
っ
た
の
に
成
績
を
グ
イ
グ

イ
グ
イ
と
上
げ
て
い
く
生
徒
た
ち
に

出
会
う
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
豊
富
な
読
書
量
、
い
ま
ま

で
に
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
き
た

と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

読
書
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

　

親
御
さ
ん
な
ら
、
ど
な
た
も
お
子

さ
ん
が
読
書
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
と

思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
親
御
さ
ん
の
お
気
持
ち
と

「
読
書
は
学
習
の
基
本
」
と
い
う
私

の
教
員
時
代
の
経
験
か
ら
、
本
稿
を

書
き
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
書
好
き
に
さ
せ
る

妙
案
は
？

　

本
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も

を
読
書
好
き
に
さ
せ
る
妙
案
が
あ
る

か
と
問
わ
れ
る
と
、
い
っ
き
に
そ
う

さ
せ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

と
答
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、

・
親
も
子
ど
も
の
隣
で
本
を
読
む
。

・
選
ん
で
き
た
本
は
否
定
せ
ず
、
偏

っ
た
も
の
で
も
認
め
て
あ
げ
る
。

・
読
む
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
避

け
る
。

・
読
む
の
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ

て
も
、
最
後
ま
で
読
み
通
す
こ
と

を
強
制
し
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
本
的
に
押
さ

え
た
う
え
で
、
お
子
さ
ん
と
共
に
読

書
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。読

書
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

ア
イ
デ
ィ
ア

○
読
ん
で
楽
し
い
本

　

性
格
・
嗜し
こ
う好
は
人
そ
れ
ぞ
れ
千
差

万
別
で
す
か
ら
、
好
み
の
本
も
人
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　
「
自
然
科
学
」
が
好
き
な
子
、「
小

プロフィール（ごとう あきお）
千葉県と東京都で教員、ワルシャワ日本人学校
教諭を経て、東京都の公立学校で教頭・副校長・
校長を歴任。2013 年から6 年ほど本田技研工
業株式会社で教育相談室長を務め、19 年より
海外子女教育振興財団の教育相談員。東京都
海外子女教育研究会、全国海外子女教育・国
際理解教育研究協議会事務局長も務める。

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
　

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

後
藤

彰
夫

子どもは読書をしてもあまり
頭に入ってこないようで、

読んだらすぐに
忘れてしまいます。

どうしたらいいのでしょうか。
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説
」の
な
か
で
も「
歴
史
小
説
」の
好

き
な
子
、「
恋
愛
小
説
」
の
好
き
な
子
、

人
に
よ
っ
て
好
み
の
ジ
ャ
ン
ル
は
異

な
り
ま
す
。

　

親
御
さ
ん
は「
読
ん
で
ほ
し
い
本
」

を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、「
お

子
さ
ん
が
読
ん
で
楽
し
い
本
」
を
探

し
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
年

齢
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、
お
子
さ
ん

に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
る
な
ど

し
て
、
お
子
さ
ん
が
自
分
か
ら
積
極

的
に
読
み
た
い
本
を
探
し
た
く
な
る

よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

○
マ
ン
ガ
も
お
勧
め

　

読
書
嫌
い
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
活

字
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、

ま
ず
は
マ
ン
ガ
を
勧
め
て
み
る
の
も

有
効
な
手
段
と
い
え
ま
す
。

○
ル
ビ
つ
き
の
本
を
読
む

　

海
外
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は

「
漢
字
」
力
が
不
足
し
て
、
読
書
嫌

い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ル
ビ
つ

き
の
本
が
効
果
的
と
い
え
ま
す
。
漢

字
へ
の
抵
抗
な
し
に
年
齢
相
応
の
本

を
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
好
き
の
子
へ
変
わ
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
す
。
大
手
の
新
聞
社
か

ら
発
行
さ
れ
て
い
る
ル
ビ
つ
き
の
子

ど
も
向
け
の
新
聞
も
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
前
項
の
マ
ン
ガ
に
も
、
ル
ビ

が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
絵
・

画
像
を
通
し
て
の
把
握
を
含
め
て
、

読
書
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
よ
き
手
段
と

い
え
ま
す
。

○
「
朗
読
」「
暗
記
」「
朗ろ
う
し
ょ
う誦
」「
暗
唱
」

　

声
を
出
し
て
読
む
こ
と
も
、
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
音
読
す
る

こ
と
で
、
読
み
飛
ば
し
や
ご
ま
か
し

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
身

体
に
活
力
を
与
え
る
力
に
つ
な
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
音

読
の
時
間
を
設
け
て
い
る
ご
家
庭
も

あ
り
ま
す
。

　

名
文
を
暗
記
し
、
暗
唱
す
る
こ
と

も
有
効
な
手
段
で
す
。
名
文
に
は
独

特
の
リ
ズ
ム
や
響
き
が
伴
っ
て
い
て
、

子
ど
も
た
ち
は
喜
び
・
楽
し
さ
を
持

っ
て
暗
唱
・
朗
誦
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
あ
ら
す
じ
だ
け
で
も

　

長
い
本
を
読
ま
さ
れ
た
り
、
感
想

文
を
毎
回
書
か
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、
読
書
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
子

ど
も
い
ま
す
。
名
作
は
あ
ら
す
じ
だ

け
で
も
感
動
、
そ
し
て
「
全
文
を
読

ん
で
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
与

え
て
く
れ
る
と
い
え
ま
す
。

読
書
し
て
も
頭
に
入
ら
な
い

　

読
書
し
て
も
頭
に
入
ら
な
か
っ
た

り
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
と
い
う
の
は
「
読
書
が
好
き
で
な

い
」「
読
書
を
楽
し
ん
で
い
な
い
」

こ
と
が
主
た
る
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

読
書
好
き
に
な
る
こ
と
や
読
書
の

習
慣
づ
け
に
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
こ
と
を
参
考

に
ご
家
族
で
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

幼
児
期
で
は
、
親
や
祖
父
母
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
子
ど
も
を

本
好
き
に
さ
せ
る
た
め
の
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
す
。「
読
ん
で
、
聞
か

せ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
強
制

的
な
気
持
ち
で
は
な
く
、
お
子
さ
ん

と
「
遊
ぶ
」
感
覚
で
楽
し
く
い
っ
し

ょ
に
取
り
組
ま
れ
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。読

ん
で
も
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
が
難
し
い

　

全
般
的
な
知
的
発
達
に
は
遅
れ
が

な
い
も
の
の
、「
聞
く
」「
読
む
」「
話

す
」「
計
算
・
推
論
す
る
」
の
に
困

難
が
生
じ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。
読

み
書
き
な
ど
あ
る
特
定
の
課
題
の
習

得
だ
け
が
ほ
か
に
比
べ
て
う
ま
く
い

か
な
い
状
態
で
、学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

の
表
れ
で
す
。

　

本
格
的
な
学
習
に
入
る
小
学
校
入

学
の
こ
ろ
ま
で
判
断
の
難
し
い
障
害

で
す
。
特
定
の
分
野
を
除
け
ば
発
達

の
遅
れ
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
支
援

の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
見

過
ご
さ
れ
「
努
力
が
足
り
な
い
」「
勉
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強
不
足
」「
も
っ
と
が
ん
ば
れ
！
」
と

見
当
違
い
で
本
人
に
と
っ
て
は
つ
ら

い
こ
と
ば
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
客
観
的
に
見

て
疑
問
を
感
じ
る
と
き
は
専
門
機
関

へ
相
談
・
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
学
校
で
の
学
習
到
達
度
の
遅
れ
が

一
〜
二
学
年
相
当
で
あ
る
こ
と
が
一

つ
の
目
安
で
す
。）

「
読
書
離
れ
」の
実
態
と
、

「
読
書
好
き
」を
育
て
る

  

ヒ
ン
ト

　

昨
年
八
月
、「
子＊

ど
も
の
頃
の
読

書
活
動
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研

究
」が
青
少
年
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

①
子
ど
も
の
こ
ろ
の
読
書
量
が
多
い

人
は
意
識
・
非
認
知
能
力
と
認
知

機
能
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。

②
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
た
読
書
経

験
が
豊
富
な
人
ほ
ど
、
小
・
中
・

高
を
通
し
た
読
書
量
が
多
い
傾
向

に
あ
る
。

③
年
代
に
関
係
な
く
、本
（
紙
媒
体
）

を
読
ま
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

④
一
方
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
を
使
っ
た
読
書
は
増
え
て
い

る
。

⑤
ツ
ー
ル
に
関
係
な
く
、
読
書
し
て

い
る
人
は
し
て
い
な
い
人
よ
り
も

意
識
・
非
認
知
能
力
が
高
い
傾
向

に
あ
る
が
、
本
（
紙
媒
体
）
で
読

書
し
て
い
る
人
の
意
識
・
非
認
知

能
力
は
最
も
高
い
傾
向
に
あ
る
。

興
味
・
関
心

　（
前
述
②
に
関
連
し
て
）

　

研
究
結
果
の
な
か
で
、
②
で
は
、

「
一
日
に
読
む
ペ
ー
ジ
数
を
決
め
て

読
む
」「
著
者
が
ど
の
よ
う
な
人
か

理
解
し
て
か
ら
読
む
」「
学
校
や
市

の
推
薦
図
書
を
選
ぶ
」
と
い
う
子
ど

も
の
読
書
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堅
苦
し
く
考
え
な
い
で
、
自
分
が

興
味
・
関
心
の
あ
る
好
き
な
本
を

「
自
由
に
」
読
む
こ
と
の
大
切
さ
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
・
電
子
媒
体

（
前
述
③
④
⑤
に
関
連
し
て
）

　
『
ス
マ
ホ
脳
』（
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ

ン
セ
ン
著
久
山
葉
子
訳
新
潮
新
書
）

に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
デ
ジ
タ
ル
な
道
具
を

賢
く
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

そ
れ
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

も
理
解
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。
で
な
け
れ
ば
、
お
菓
子
の
棚
に

並
ぶ
栄
養
の
な
い
カ
ロ
リ
ー
に
手
を

伸
ば
す
の
と
同
じ
く
ら
い
、
無
意
味

な
デ
ジ
タ
ル
の
カ
ロ
リ
ー
に
対
処
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ス
マ
ホ
と

い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、人
間
を
２
・

０
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
す
る
よ
り
も
、
む

し
ろ
０
・
５
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
し
て
し

ま
う
の
だ
」

ま
と
め
に
か
え
て

　

私
は
紙
で
読
む
本
が
大
好
き
で
、

読
書
と
は
紙
媒
体
の
本
を
読
む
こ
と

と
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
す
。
し
か
し
世

の
中
の
流
れ
を
考
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
・

ス
マ
ホ
等
の
電
子
媒
体
と
向
き
合
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

は
、
電
子
媒
体
と
う
ま
く
つ
き
合
っ

て
、
読
書
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

＊「
子
ど
も
の
頃
の
読
書
活
動
に
関
す
る
調

査
研
究
│『
読
書
離
れ
』の
実
態
と
、『
読

書
好
き
』を
育
て
る
ヒ
ン
ト
│
」
２
０

２
１
年
8
月
11
日　

国
立
青
少
年
教
育

振
興
機
構　

青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

h
ttp
s://w

w
w
.n
iy
e.g
o.jp

/
research/sum

m
ary/r3/dokusyo.

htm
l

https://www.niye.go.jp/research/summary/r3/dokusyo.html
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論
理
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
の
「
論
理
力
」
と
は
、

話
を
組
み
立
て
る
力
。
自
分
の
心
の
中
を

見
つ
め
て
、
何
が
言
い
た
い
の
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
そ
れ
を
相
手
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
筋
道
立
て
て
伝
え
る
力
で
す
。

感
情
だ
け
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、
主
語
と

述
語
の
入
っ
た
セ
リ
フ
が
基
本
で
す
。

＜

ワ
ー
ク＞

 

別
の
視
点
で
考
え
る

　
「
も
し
自
分
が
○
○
だ
っ
た
ら
」
と
、

親
子
で
考
え
て
、
意
見
を
言
い
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う

①　

�

も
し
自
分
が
宝
く
じ
で
1
千
万
円
当

た
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
？

②　

�

も
し
自
分
が
パ
パ（
マ
マ
）だ
っ
た
ら
、

子
ど
も
に
何
を
し
て
あ
げ
た
い
？ 

③　

�

も
し
自
分
が
大
統
領
だ
っ
た
ら
、
何

を
し
た
い
？

　

ほ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
親
子
で

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
授
業

で
は
、
政
治
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
も
の

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学

校
に
行
っ
た
あ
る
日
、
先
生
は

「
大
統
領
選
挙
」
を
テ
ー
マ
に

授
業
を
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
大
統
領
選
挙
が
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

　

先
生
は
「
も
し
キ
ミ
が
大
人

で
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
た
と

し
た
ら
、
ど
ち
ら
の
候
補
者
に

票
を
入
れ
る
？　

そ
れ
は
、
な

ぜ
？
」
と
子
ど
も
た
ち
に
質
問

し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
私

は
○
○
候
補
に
投
票
し
ま
す
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
…
…
」

と
自
分
な
り
の
意
見
を
堂
々
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
Ａ
君
の
「
ボ
ク
は
○

○
候
補
に
票
を
入
れ
ま
す
。
ど

う
し
て
か
と
い
う
と
、
彼
は
犬

を
飼
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
き

っ
と
優
し
い
心
の
持
ち
主
だ
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
意
見
。
政

治
と
は
か
け
離
れ
た
支
持
理
由

で
し
た
が
、
先
生
は
そ
れ
に
対

し
て
「
そ
れ
は
と
っ
て
も
い
い

意
見
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
！
」

と
こ
と
ば
を
か
け
ま
し
た
。

　

意
見
の
根
拠
と
な
る
理
由
に

は
、
正
解
・
不
正
解
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
子
な
り
に
考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
か
ら
で
す
。
別

の
視
点
で
考
え
る
こ
と
は
、
他

者
の
視
点
か
ら
考
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
に
帰
っ
て
き
て
始
め
た

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
で
も
「
も
し

キ
ミ
が
○
○
だ
っ
た
ら
、
ど
う

す
る
？
」
と
問
い
か
け
る
ワ
ー

ク
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き

「
も
し
、
キ
ミ
が
お
父
さ
ん
だ

っ
た
ら
、
ど
う
す
る
？
」
と
い

う
出
題
に
、
Ｙ
君
は
「
も
し
ボ

ク
が
お
父
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
子

ど
も
に
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
て

あ
げ
る
ん
だ
」
と
答
え
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
Ｙ
君
の

お
父
さ
ん
は
「
も
っ
と
私
に
お

話
を
し
て
ほ
し
い
の
か
な
」
と
、

子
ど
も
の
隠
れ
た
気
持
ち
を
知

り
反
省
し
た
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
も
し
自
分
が
○
○
だ
っ
た

ら
ど
う
思
う
か
」
と
自
分
の
意

見
を
言
っ
て
も
ら
う
と
、
子
ど

も
の
意
外
な
一
面
が
見
え
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

子
ど
も
が
自
由
に
意
見
を
言

え
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
、
意

見
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ことばキャンプとは、７つの力で話す力、聞く力、考える力を育てる
トレーニングプログラム

～ ７つの力 ～
　　　　度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
　　　　理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
　　　　語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
　　　　プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」https://ameblo.jp/t-shizuka/
幸せになれる子に育てたい　https://www.takatori-shizuka.com

もし○○なら、どうする？

2020

「ことばキャンプ」主宰

高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
https://www.takatori-shizuka.com


漢字漢字漢字
ブレット・メイヤー

Silly Place Names

Every kanji character has a meaning attached to it, and there are 
characters for almost everything you can think of. 
This includes nature:
  mountain 山 yama river 川 kawa hill 丘 oka
Or basic objects: 
 plate 皿 sara desk 机 tsukue car 車 kuruma
Or body parts:
 shoulder 肩 kata nose 鼻 hana hand 手 te
Or even bodily functions:
 sneeze 嚔 kushami snore 鼾 ibiki fart 屁 he

Sometimes, you will see unexpected kanji used in place names that almost seem like a 
joke.
One is ‘nose hair’ 鼻毛 hanage in Fukushima Prefecture (pictured left ).

Another is ‘Pee-pee Gate’ 尿前の関 shitomae no seki in Miyagi Prefecture (pictured right).
The legend goes that Minamoto no Yoshitsune 源義経, a military general who lived during 
the 1100s, had to fl ee north with his mistress, who was pregnant with his child. 
As they reached Miyagi Prefecture, the baby was born, and the child’s (子) fi rst cry (鳴) 
is said to have given the area Naruko Onsen (鳴子温泉) its name.
As for the gate, it is said that this checkpoint (関) lay in front (前) of where the baby 
had its fi rst tinkle (尿).

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/

月刊 海外子女教育 2022.1139 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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最
終
審
査
会
の
様
子

●
特
選

●

第43回
海外子女文芸作品コンクール
特選入賞者／優秀･佳作入選者一覧

◆
作
文
の
部
◆

「
わ
た
し
の
ゆ
め
」

　
　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校

小
二　

小
田
島　

留
理

「
香
港
生
ま
れ
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
」

　
　

香
港
日
本
人
学
校

小
三　

下
田　

芽
依

「
お
り
紙
か
ら
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
へ
」

　
　

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

小
三　

川
添　

拓

「
ト
ル
ネ
ー
ド
の
夜
に
」

　
　

ア
メ
リ
カ
在
住

小
五　

小
﨑　

絃
葉

「
多
謝
晒
、
香
港
」

　
　

香
港
日
本
人
学
校

小
六　

中
村　

朔

「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
約
束
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

中
一　

下
村　

咲
良

◆
詩
の
部
◆

「
お
い
、
ち
き
ゅ
う
」

　
　

オ
ー
ス
チ
ン
補
習
授
業
校

小
二　

石
井　

タ
イ
ラ

「
大
好
き
な
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
」

　
　

ト
ロ
ン
ト
補
習
授
業
校小

四　

手
嶌　

華
菜

「
初
め
て
の
ダ
ッ
ク
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　
　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

小
五　

ハ
ン
ラ
ハ
ン　

照
仁

「
流
れ
て
い
く
時
間
」

　
　

西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校

中
一　

中
村　

颯
杜

「
ワ
イ
タ
ワ
の
釣
り
橋
」

　
　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

中
三　

チ
ャ
ウ　

優
恭　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

「
マ
ラ
エ
と
私
」

　
　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

中
三　

徳
田　

媛

◆
短
歌
の
部
◆

韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校

小
一　

藤
井　

和
真

お
ひ
さ
ま
日
本
語
教
室

小
二　

徳
尾　

平
良

お
ひ
さ
ま
日
本
語
教
室

小
三　

川
上　

碧
天

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校小

六　

内
山　

さ
ら

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

中
二　

神
門　

凛
音

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校中

三　

髙
橋　

勇
登

◆
俳
句
の
部
◆

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

小
一　

田
中　

航
暉

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

小
二　

塚
谷　

文

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
習
授
業
校

小
三　

エ
ル
ゴ
ザ
ミ
ィ　

ジ
ェ
イ
ク

ベ
ル
リ
ン
中
央
学
園
補
習
授
業
校

小
四　

今
井　

悠
仁

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
習
授
業
校中

一　

益
山　

昊
大

ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校

中
二　

橋
本　

遼
平
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◆
作
文
の
部
◆

★
優
秀

▼
小
１　

シ
ア
ト
ル
補
＝
カ
ー
ル
ソ
ン
ジ
ョ
エ

ル
、
ア
メ
リ
カ
在
住
＝
柏
﨑
佳
澄
、
ド
イ
ツ

在
住
＝
澤
田
希
美

▼
小
２　

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
＝
佐
藤
碧
、
香
港

＝
ボ
ベ
ッ
テ
ィ
杏
奈
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
補
＝
松

浦
朝
大
、
モ
ン
テ
レ
ー
補
＝
高
巣
友
彰
、
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド
補
＝
佐
々
木

仁
之
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
＝
武
智
理
紗
、
ロ

ン
ド
ン
補
＝
北
川
宗
侍
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
能
登
大
賀
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
＝
リ
ン
海
声

▼
小
３　

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝
麻
生
孝
佑
、
ダ

ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
＝
エ
ル
ゴ
ザ
ミ
ィ
ジ
ェ
イ

ク
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
小
林
春
、
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド
補
＝
ジ
ェ
ー

ム
ズ
珠
乃
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
上
田
明
・
熊
谷
海
音

▼
小
４　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
江
塚
万
莉
、

ト
ロ
ン
ト
補
＝
手
嶌
華
菜
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

補
＝
倉
橋
孝
四
郎
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本

語
補
習
授
業
校
＝
荒
木
亜
凜
・
呉
本
慧
俐
・

藤
井
智
希

▼
小
５　

コ
ロ
ン
ボ
＝
村
上
友
悠
、
香
港
＝
竹

下
絵
梨
、コ
ロ
ン
バ
ス（
Ｏ
Ｈ
）補
＝
横
手
杏

シ
ン
シ
ア
、
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
＝
田
畑
凜

乃
介
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
＝
河
野
淳
之
介

▼
小
６　

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
＝
三
浦
颯
太
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
補
＝
泉
原
彩
、
ダ
ラ
ス
補
＝
吉
見
康

希
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
金
田
早
理
菜
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
＝
ロ
ー
ズ
ジ
ェ
イ
ム
ン

▼
中
１　

オ
タ
ワ
補
＝
東
村
滉
、
ア
メ
リ
カ
在

住
＝
鈴
木
芙
佳

▼
中
２　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
奥
津
そ
ら
、シ
ラ
チ
ャ

＝
池
田
栞
菜
、
ア
デ
レ
ー
ド
補
＝
濱
島
莉
緒

▼
中
３　

カ
ル
ガ
リ
ー
補
＝
白
柿
心
識
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
補
＝
比
嘉
彩
乃
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー

ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝
白
井
柊
至
、
ア
メ
リ
カ

在
住
＝
森
戸
麻
耶

★
佳
作

▼
小
１　

オ
タ
ワ
補
＝
東
村
萌
、
ロ
ン
ド
ン
補

＝
猪
野
伶
奈
、
ワ
シ
ン
ト
ン
補
＝
吉
永
真
徳
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
＝
金
子
奈
良

▼
小
２　

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
補
＝
橋
場
慎
、
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
金
田
理
桜
・
河
尾
有

灯
・
シ
ュ
ラ
イ
ト
ホ
ッ
フ
蓮
・
西
尾
崚
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
＝
永
井
壮
太
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
補
＝
谷
内
結
花
、
ロ
ン
ド
ン
補
＝
江

袋
明
莉
・
瀧
川
光
太
郎
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
＝
板
谷
咲
良
・
門
井
陽
葵
・
土
橋
健

太
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
＝
菊
池
俊
太
・
並
木
玲
奈

▼
小
３　

香
港
＝
稲
辺
航
也
・
森
悠
唯
花
、
ウ

ェ
ー
ル
ズ
補
＝
小
池
あ
さ
ひ
、
オ
タ
ワ
補
＝

島
田
雪
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
補
＝
橋
場
由
佳
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
グ
ボ
ズ
デ
ア
メ
リ

ア
、
ホ
ノ
ル
ル
補
＝
オ
オ
タ
シ
ェ
リ
ー
、
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝
藤
﨑
巴
吏

秀
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校

＝
大
皿
ゆ
な
・
齋
藤
多
慧
、
ア
メ
リ
カ
在
住

＝
鈴
木
沙
奈

▼
小
４　

カ
イ
ロ
＝
筱
茉
莉
紗
、
オ
タ
ワ
補
＝

大
沼
青
雅
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
西
村

怜
夏
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
補
＝
田
中
政
宗
、
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
椙
田
結
人
・
土
渕
葵
生
・

新
村
舞
雪
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
＝
神

田
龍
一
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
＝
佐
久
間
ま
ゆ
、
ア
メ
リ
カ
在

住
＝
森
戸
沙
耶

▼
小
５　

天
津
＝
宮
城
結
、
ド
ー
ハ
＝
冨
手
太

一
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
＝
臼
井
仁
菜
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝
澁
谷
妃
那
乃
、
グ
ロ
ス
マ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
補
＝
大
沼
圭
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
補
＝
芦
谷
よ
つ
ば
、
ダ
ー
ビ
ー
シ

ャ
ー
補
＝
林
凱
倫
、
南
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
補
＝

的
場
結
莉
子

▼
小
６　

サ
ン
パ
ウ
ロ
＝
佐
久
田
七
海
、
ア
ビ

ジ
ャ
ン
補
＝
ク
ワ
ジ
オ
大
志
ウ
ィ
リ
ア
ム
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
主
濱
凜
々
花
・
シ

ュ
ラ
イ
ト
ホ
ッ
フ
路
加
・
ヒ
ル
ガ
ー
ス
ア
ン

ネ
マ
リ
ー
柚
香
・
ラ
ー
ト
ゥ
オ
リ
ヴ
ィ
ア
野

枝
美
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
＝
永
井
玲
菜
、

ロ
ン
ド
ン
補
＝
太
田
愛
子

▼
中
１　

ア
ブ
ダ
ビ
＝
藤
本
逢
里
、
カ
ラ
チ
＝

前
田
さ
く
良
、
シ
ラ
チ
ャ
＝
野
田
彩
夏
、
ダ

ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
＝
秋
吉
隼
人
、
ア
メ
リ
カ

在
住
＝
沖
瑠
海
花

▼
中
２　

広
州
＝
野
田
ゆ
ず
香
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
＝
小
田
島
誠
慈
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
補
＝

寺
西
あ
ん
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
＝
永
井

良
太
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
補
＝
漆
谷
詩
乃

▼
中
３　

シ
ラ
チ
ャ
＝
松
井
小
夏
、
ロ
ン
ド
ン

＝
若
月
恵
奈
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝
ア

タ
シ
ュ
ム
ハ
メ
ッ
ト
ジ
ャ
ン
・
中
嶋
累
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

＝
高
橋
慧
大

◆
詩
の
部
◆

★
優
秀

▼
小
１　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＝
岡
田
大
和
、
ジ

ッ
ダ
＝
佐
藤
小
夏
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本

語
補
習
授
業
校
＝
藤
井
和
真
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
小
笠
原

成
真

▼
小
２　

カ
イ
ロ
＝
岩
田
康
志
・
原
杏
慈
、
ロ

ン
ド
ン
＝
外
山
士
道
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日

本
語
補
習
授
業
校
＝
石
川
未
來

▼
小
３　

ベ
ル
リ
ン
＝
𠮷
川
実
咲
、
オ
ス
ロ
補

＝
森
英
玲
奈
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝
麻
生
孝

佑
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校

＝
松
原
ダ
ビ
ン

●
優
秀
・
佳
作

●

※
日
本
人
学
校
、
補
習
授
業
校
、
私
立
在
外
教
育
施

設
等
、
個
人
応
募
（
国
名
）
の
順
で
、
そ
れ
ぞ
れ

五
十
音
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
地
域
名
の
み
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
人
学

校
、「
補
」は
補
習
授
業
校
、
そ
の
他
の
表
記
は
私

立
在
外
教
育
施
設
等
、「
在
住
」は
現
地
校
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
個
人
応
募
。
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▼
小
４　

ワ
シ
ン
ト
ン
補
＝
吉
永
美
貴
子
、
韓

国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校
＝
徳
島

礼
那

▼
小
５　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
藤
本
ま
ゆ
り
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
補
＝
富
樫
想
良

▼
小
６　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
村
上
煌
宙
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
佐
藤
伊
織

▼
中
１　

シ
カ
ゴ
＝
結
城
風
歌

▼
中
２　

オ
タ
ワ
補
＝
ウ
ィ
ゲ
ン
真
理
佳
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
＝
平
形
歌
理
奈
、
北
東
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
補
＝
ヘ
ー
ゼ
ル
ア
シ
ェ
ン
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
補
＝
木
本
恵
太

▼
中
３　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
上
原
ザ
ッ
ク
・

金
城
颯
太
・
野
嵜
孔
太
朗

★
佳
作

▼
小
１　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＝
原
田
芽
衣
、
カ

イ
ロ
＝
瀬
下
え
み
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
＝
深
川

颯
、
イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
補
＝
川
崎
稜
真
、

ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
補
＝
小
森
稟
乃

▼
小
２　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
小
田
島
留
理
、

イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
補
＝
岩
﨑
勇
斗
・
浦
田

悠
仁
・
本
野
志
門
・
山
内
大
維
志
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
補
＝
土
屋
千
倫
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

補
＝
大
村
亜
利
佐
・
高
橋
み
ず
き
、
ロ
ン
ド

ン
補
＝
ウ
ォ
ル
ス
テ
ン
ホ
ル
ム
花
那
・
中
川

莉
子
・
バ
ー
ン
ズ
オ
リ
ビ
ア
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
＝
中
川
晴
翔
・
三
根
遼
太
郎

▼
小
３　

イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
補
＝
伊
藤
実

里
・
浦
田
絵
馬
・
島
崎
愛
・
蓮
尾
花
穂
、
オ

タ
ワ
補
＝
獅
々
田
ア
リ
ス
、
ケ
ル
ン
補
＝
ヘ

ガ
ー
未
彩
、
西
大
和
学
園
補
＝
大
島
璃
子
、

韓
国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校
＝
常

盤
勇
作
・
中
山
そ
ら

▼
小
４　

オ
ス
ロ
補
＝
渥
美
公
朗
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
補
＝
チ
ェ
ン
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
ア
オ
ノ
晃
大
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
補
＝
古
山
ほ
の
か
、
韓
国
・
ブ
ン
ダ

ン
日
本
語
補
習
授
業
校
＝
藤
井
智
希
、
イ
ン

ド
在
住
＝
笹
本
琴
音

▼
小
５　

カ
イ
ロ
＝
平
鈴
花
、
イ
ー
ス
ト
テ
ネ

シ
ー
補
＝
西
澤
瑠
唯
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝

清
水
桜
太
・
ハ
ー
ダ
ー
め
い
、
グ
ロ
ス
マ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
補
＝
大
沼
圭

▼
小
６　

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
＝
深
川
紗
代
、
ト
ロ

ン
ト
補
＝
樋
口
景
樂
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

補
＝
宮
内
琳
煌

▼
中
１　

ア
ブ
ダ
ビ
＝
藤
田
碧
生
、
シ
カ
ゴ
＝

リ
チ
ャ
ー
ズ
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
＝
前
田
克
斗
、
イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー

補
＝
鈴
木
穂
香
・
谷
口
瑠
衣
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
補
＝
竹
内
賢
治
、
コ
ロ
ン
バ
ス
（
Ｏ
Ｈ
）

補
＝
野
澤
鈴
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
鈴

木
花
菜
、
ト
ロ
ン
ト
補
＝
弦
巻
夕
望
、
西
大

和
学
園
補
＝
田
村
舞
子
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
補
＝
細
井
沙
恵
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー

ス
補
＝
平
本
さ
ら
、
モ
ン
テ
レ
ー
補
＝
伊
藤

維
吹
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝

川
谷
咲
良

▼
中
２　

カ
イ
ロ
＝
平
紗
綾
香
、
カ
ン
タ
ベ
リ

ー
補
＝
マ
ッ
カ
イ
紅
愛
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
補

＝
永
井
賢
人

▼
中
３　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
鈴
木
那
結
、
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝
白
井
柊
至

◆
短
歌
の
部
◆

★
優
秀

▼
小
１　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
＝
鎌
田
莉
里
、
お

ひ
さ
ま
日
本
語
教
室
＝
中
島
優
美

▼
小
３　

南
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
補
＝
荒
木
莉
衣
奈

▼
小
４　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
＝
山
広
玲
、
韓

国
・
ブ
ン
ダ
ン
日
本
語
補
習
授
業
校
＝
藤
井

智
希

▼
小
５　

コ
ロ
ン
ボ
＝
村
上
友
悠
、
ポ
ー
ト
・

オ
ブ
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
補
＝
吉
田
瑠
璃

▼
小
６　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
堤
凌
晟
、
深
圳
＝
大

川
紗
奈
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
山
本
こ
と
の
、

ダ
ラ
ス
補
＝
宅
野
草
太
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
＝
平
松
駿

▼
中
１　

テ
ヘ
ラ
ン
＝
金
沢
光
夏
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
補
＝
大
岡
雄
大

▼
中
２　

広
州
＝
齋
藤
吏
来
、バ
ル
セ
ロ
ナ
＝
鎌

田
恵
理
奈
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
柿
沼
可
凛

▼
中
３　

オ
ー
ス
チ
ン
補
＝
式
町
理
亜
夢

★
佳
作

▼
小
１　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
松
本
悠
里

▼
小
２　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
＝
菊
池
俊

太
・
藤
田
志
郎
、
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
．
Ｓ
日
本

語
教
室
＝
桐
原
力
維

▼
小
３　

ダ
ラ
ス
補
＝
上
村
千
か
・
中
田
亮
・

松
永
安
珠
、
お
ひ
さ
ま
日
本
語
教
室
＝
中
島

笑
美
・
バ
リ
ン
ト
雛
乃

▼
小
４　

ア
デ
レ
ー
ド
補
＝
吉
田
朱
里
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
田
中
萬
里
子
、
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
補
＝
上
條
恵
里
沙
・
前
野
時
玖
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
補
＝
久
木
田
翼

▼
小
５　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
補
＝
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ

ン
瑠
惟
、お
ひ
さ
ま
日
本
語
教
室
＝
澤
田
賢
和

▼
小
６　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
栗
原
明
日
美
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
＝
安
河
内
真
奈
、
ダ
ラ
ス
補
＝
ス
プ

ラ
ド
リ
ン
グ
海
莉
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
補

＝
グ
リ
フ
ィ
ス
メ
イ
ジ
ー
、
香
港
補
＝
川
島

大
空
・
浄
法
寺
雅
弘

▼
中
１　

ア
ブ
ダ
ビ
＝
加
藤
周
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

＝
木
村
祐
人
・
水
野
智
遥
、
青
島
＝
蒲
初
音
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
補
＝
永
芳
遙
、
南
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
補
＝
緒
方
愛
実
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
＝

國
僧
麗
琳

▼
中
２　

広
州
＝
青
木
紫
乃
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
＝

升
田
悠
翔
、
シ
カ
ゴ
＝
神
吉
大
地
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
＝
財
德
優
子
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
＝
佐
藤
悠

啓
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
補
＝
土
屋
斗
倭
梛
、
ケ

レ
タ
ロ
補
＝
菊
田
伍
真
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
補
＝
山
口
敦
之
、
モ
ン
ペ
リ
エ
補
＝
高
嶋

真
沙
羅

▼
中
３　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＝
石
田
り
さ

◆
俳
句
の
部
◆

★
優
秀

▼
小
１　

シ
カ
ゴ
＝
大
石
仁
菜
、
ジ
ッ
ダ
＝
中

村
隆
太
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
石
嘉
莉
奈
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝

八
木
澤
咲
奈
、
中
国
在
住
＝
田
中
す
ず

▼
小
２　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
補
＝
蓮
田
櫂
、
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
補
＝
齋
藤
ま
や
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補

＝
西
田
憲
右
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
對
馬
慈
保
・
ラ
ウ
悠
真

▼
小
３　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
植
山
侑
香
、
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
＝
原
田
泰
誠
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
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＝
金
原
百
花
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
ハ
ー
ダ

ー
礼
、
ベ
ル
リ
ン
中
央
学
園
補
＝
飯
野
航
青

▼
小
４　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＝
松
﨑
葵
、
釜
山

＝
泉
悠
真
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
補
＝
井
上
新

太
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
モ
ー
ガ
ン
悠
晏
、

ケ
レ
タ
ロ
補
＝
加
藤
凪
紗
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

補
＝
ロ
ウ
ィ
英
茉
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
補
＝
上
條

恵
里
沙
、
ボ
ス
ト
ン
補
＝
橋
本
直
紀
、
香
港

補
＝
明
石
彩
希
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

＝
長
峯
惟
喬

▼
小
５　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
植
山
紗
衣
・
原
彩
華
・

藤
本
ま
ゆ
り
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
松
下

志
帆
、
オ
タ
ワ
補
＝
温
井
穂
高
、
サ
ン
ジ
ェ

ル
マ
ン
・
ア
ン
・
レ
イ
補
＝
戌
亥
恵
麻
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
補
＝
𠮷
田
紗
季
、
香
港
補
＝
磯

村
東
子
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
補
＝
竹
内
晟
、
ワ

シ
ン
ト
ン
補
＝
小
鍛
冶
杏
奈

▼
小
６　

ハ
ノ
イ
＝
中
内
彩
葉
、
パ
リ
＝
高
木

義
光
、
ア
ト
ラ
ン
タ
補
＝
青
園
毬
愛
、
ケ
ン

ト
補
＝
日
下
部
禅
音
、
シ
カ
ゴ
補
＝
佐
々
木

恵
里
菜
、
ベ
ル
リ
ン
中
央
学
園
補
＝
有
田
帆

那
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝
白

井
奏
伍
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
＝
市
川
皓
二
郎
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
林
海
安

▼
中
１　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
篠
崎
す
み
れ
、
青
島

＝
蒲
初
音
、
ケ
レ
タ
ロ
補
＝
稲
葉
優
月
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
＝
上
釜
樹
珠

▼
中
２　

北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
補
＝
ヘ
ー
ゼ
ル

ア
シ
ェ
ン
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
補
＝
小
寺
智
佳

子
、
ロ
ン
ド
ン
補
＝
ウ
ォ
ル
シ
ュ
湖
音
、
マ

レ
ー
シ
ア
在
住
＝
伊
藤
龍
之
介

▼
中
３　

シ
カ
ゴ
＝
坂
田
真
倫
子
、
上
海
＝
紀

伊
美
聖
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
補
＝
斉
藤
あ
や

な
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
太
田
愛
心

★
佳
作

▼
小
１　

シ
カ
ゴ
＝
島
田
煌
大
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
補
＝
中
尾
希
、
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
．
Ｓ
日
本

語
教
室
＝
堤
双
海
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
安
田
帆
那
、
中
国

在
住
＝
佐
々
木
誠
吾

▼
小
２　

ウ
ィ
ー
ン
＝
小
崎
康
志
、
広
州
＝
春

山
莉
子
、
パ
ナ
マ
＝
立
山
明
日
花
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
補
＝
レ
イ
ン
グ
藤
原
和
雄
、
オ
ー
ラ

ン
ド
補
＝
ロ
バ
ー
ツ
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
、
マ
ド

リ
ッ
ド
補
＝
伊
藤
有
吾
、
ロ
ン
ド
ン
補
＝
関

戸
璃
音

▼
小
３　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＝
井
上
舞
子
、
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
＝
髙
嶋
晃
成
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

＝
上
野
康
希
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
石
橋
佑
帆
、

ハ
ノ
イ
＝
藤
原
志
有
、サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン・ア
ン
・

レ
イ
補
＝
戌
亥
仁
奈
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

補
＝
小
野
樹
平
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
補
＝
ア
ン
ド

レ
ス
恵
美
・
宮
本
晟
・
村
中
ア
ー
ネ
ス
ト
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
補
＝
小
川
美
希
、
チ
ュ
ニ
ス

補
＝
ラ
ヅ
ガ
ブ
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
デ
ト
ロ
イ
ト

補
＝
福
井
駿
斗
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
補
＝

福
島
春
樹
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
補
＝
増
子
海

杜
、
ロ
ン
ド
ン
補
＝
塩
津
彩
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
補
＝
林
崎
茉
弥
、
ミ
ネ
ソ
タ
補
＝
リ
ダ

ー
歓
多
朗
・
リ
ダ
ー
蓮
太
郎
、
イ
ス
ラ
マ
バ

ー
ド
日
本
語
ク
ラ
ブ
＝
藤
﨑
巴
吏
秀
、
Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
．
Ｓ
日
本
語
教
室
＝
桐
原
明
奈

▼
小
４　

ウ
ィ
ー
ン
＝
塚
本
湊
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
＝
須
田
祥
吾
・
平
川
将
成
、
パ
ナ
マ

＝
緒
方
智
紀
、
ア
ト
ラ
ン
タ
補
＝
久
保
田
圭

織
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
補
＝
石
田
幸
太
郎
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
松
山
城
司
、
オ
ー
ス
チ

ン
補
＝
グ
ッ
ド
マ
ン
ケ
イ
ラ
、
オ
ー
ラ
ン
ド

補
＝
サ
ン
サ
リ
ッ
ク
ア
イ
リ
ス
、
オ
ス
ロ
補

＝
渥
美
公
朗
、
カ
ル
ガ
リ
ー
補
＝
後
藤
琉
維
、

シ
カ
ゴ
補
＝
根
岸
瑠
依
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補

＝
足
永
里
菜
・
ウ
ィ
ン
セ
オ
ド
ア
・
キ
ャ
ド

ワ
ラ
ダ
ー
か
な
、
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
補
＝

グ
リ
フ
ィ
ン
香
音
、
香
港
補
＝
中
尾
紗
桜
里
・

三
好
天
愛
、
マ
ド
リ
ッ
ド
補
＝
西
谷
嶺
那
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
＝
ア
ル
ゲ
タ
マ
ヤ
、
ロ
ン
ド

ン
補
＝
ス
ミ
ス
ダ
ニ
エ
ル
海
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
リ
ン
海
心

▼
小
５　

ジ
ャ
カ
ル
タ
＝
浅
井
沙
彩
、
上
海
＝

金
子
華
恋
、
シ
ラ
チ
ャ
＝
川
口
晴
大
・
牧
野

耕
士
郎
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
＝
愛
波
杏
菜
、
チ

カ
ラ
ン
＝
木
下
唯
颯
、
青
島
＝
飯
塚
仁
・
竹

板
朋
香
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
＝
臼
井
仁
菜
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
＝
阪
本
奏
帆
・
割
田
実
羽
、
メ

キ
シ
コ
＝
菅
原
大
誠
・
高
田
隆
平
、
ア
リ
ゾ

ナ
学
園
補
＝
池
田
絆
夏
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
補

＝
若
林
涼
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
柿
沼
泰
佑
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
補
＝
千
田
花
恋
、
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
補
＝
綾
部
智
仁
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

補
＝
中
島
寛
明
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
補
＝
村

井
智
、
ベ
ル
リ
ン
中
央
学
園
補
＝
ハ
ミ
ル
ト

ン
心
咲
、
香
港
補
＝
今
泉
杏
路
、
モ
ン
テ
レ

ー
補
＝
駒
祐
成
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
補
＝
松
井

あ
い
り
、
ワ
イ
タ
ケ
レ
補
＝
松
永
ま
り
な
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
＝
伊
藤
都
和
・
今
野
礼
菜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
浅
野
里

彩
、
ア
メ
リ
カ
在
住
＝
楠
田
悠
愛

▼
小
６　

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
＝
横
山
創
志
朗
、

シ
カ
ゴ
＝
小
島
志
保
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
＝
田

中
悠
都
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
＝
松
永
高
志
、
ハ
ノ

イ
＝
設
楽
凰
介
・
高
橋
櫂
人
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
補
＝
佐
藤
伊
織
、
シ
カ
ゴ
補
＝
杉
山
瑠
涼
、

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
補
＝
森
菜
陽
、
デ
ト
ロ
イ
ト
補

＝
芳
賀
絢
郁
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
補
＝
中
島
唯
、
ロ

ン
ド
ン
補
＝
加
藤
恵
理
沙
、
お
ひ
さ
ま
日
本

語
教
室
＝
杉
本
海
彩

▼
中
１　

シ
ラ
チ
ャ
＝
江
﨑
弘
太
、
ハ
ノ
イ
＝

水
上
夏
月
、
パ
リ
＝
平
岩
拓
実
、
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
補
＝
河
野
あ
い
ね
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
補

＝
齋
藤
る
か
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
補
＝
竹
中
花

音
・
平
野
沙
弥
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝
堤
星

衣
夏
、
キ
ト
補
＝
ブ
イ
ト
ロ
ン
光
叶
、
シ
ャ

ー
ロ
ッ
ト
補
＝
キ
ャ
メ
ロ
ン
龍
星
、
バ
ン
ク

ー
バ
ー
補
＝
佐
藤
太
河
、
南
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

補
＝
馬
場
武
虎

▼
中
２　

カ
イ
ロ
＝
リ
フ
ウ
ォ
フ
ス
カ
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
＝
菅
田
菜
嘉
、
ア
デ

レ
ー
ド
補
＝
岡
田
光
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝

マ
ッ
カ
イ
紅
愛
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
補
＝
ト
ム

ソ
ン
広
樹
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
補
＝
鳥
居
胡
春
、

マ
イ
ア
ミ
補
＝
湊
雫
玖

▼
中
３　

シ
カ
ゴ
＝
北
原
舞
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
＝

畑
心
結
、
深
圳
＝
関
口
敬
太
、
高
雄
＝
勝
又

櫻
介
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＝
河
野
匠
翔
、

ロ
ン
ド
ン
＝
松
本
有
莉
、
イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ

ー
補
＝
西
澤
璃
音
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
補
＝
上

田
明
日
香
、
シ
カ
ゴ
補
＝
百
﨑
杜
和
子
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
補
＝
三
谷
峡
花
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
補
＝
ホ
フ
マ
ン
ル
カ
ス
悠
貴
、
中
国
在

住
＝
古
賀
皓
翔

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。



第
一
回
「
在
外
教
育
施
設
運
営

委
員
長
／
理
事
長
会
議
」
を
開

催
（
主
催
：
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
後
援
：
文
部
科
学
省
、

外
務
省
、
日
本
貿
易
会
、
日
本

在
外
企
業
協
会
、
自
民
党
「
在

外
教
育
推
進
議
員
連
盟
」）

　

九
月
十
五
日
、
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）は「
在
外
教
育
施
設

運
営
委
員
長
／
理
事
長
会
議
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。

世
界
に
九
十
四
校
あ
る
日
本
人
学
校

が
対
象
で
、
各
国
の
時
差
を
考
慮
し
て

三
部
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
申
し
込
み

は
七
十
七
校
に
及
ん
だ
。
な
お
、
会
議

を
開
催
し
た
目
的
は
次
の
通
り
。

一　

各
校
の
課
題
解
決
策
に
向
け
た
運

営
委
員
会
の
横
連
携
に
よ
る
ノ
ウ
ハ

ウ
・
情
報
の
共
有

二　

在
外
教
育
施
設
の
共
通
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
ま
と
め
、
関
係
機

関
に
向
け
た
提
言

三　

運
営
委
員
会
を
構
成
す
る
各
社
の

海
外
拠
点
と
日
本
本
社
と
の
問
題
意

識
・
課
題
の
共
有

　

今
回
は
「
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
学
校
の
更
な
る

進
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
人
学
校
で

唯
一
高
等
部
を
持
ち
三
校
舎
を
構
え
る

上
海
日
本
人
学
校
、
国
際
学
級
を
持
つ

シ
ド
ニ
ー
日
本
人
国
際
学
校
、
現
地
の

厳
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
下
で
運
営
を
行
っ

て
い
る
ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校
が
、
そ

れ
ぞ
れ
学
校
の
概
要
や
特
色
お
よ
び
学

校
の
運
営
体
制
等
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

ま
た
第
一
部
で
は
会
議
の
冒
頭
で
、
自

民
党
在
外
教
育
推
進
議
員
連
盟
の
遠
藤

利
明
会
長
に
は
国
の
立
場
か
ら
、
文
部

科
学
省
の
石
田
善
顕
課
長
・
外
務
省
の

長
尾
成
敏
課
長
に
は
行
政
の
立
場
か
ら
、

「
在
外
教
育
施
設
支
援
を
通
じ
て
世
界

で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い
く
」

と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
多
数

の
感
想
や
要
望
等
が
寄
せ
ら
れ
、
複
雑

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
学
校
が
少
な
く

な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
「
在
外
教
育
施
設
運
営
委
員
長
／
理

事
長
会
議
」
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
予
定
。

在
外
教
育
施
設
が
海
外
と
い
う
環
境
を

生
か
し
、
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
べ
く
新
し
い

扉
が
一
つ
開
か
れ
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
会
員
校
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ロ
ン
特
別
企
画
「
在
外
教
育

施
設
の
校
長
に
聞
く
」
を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

九
月
二
十
六
日
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
会

員
校
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
特
別
企
画

「
在
外
教
育
施
設
の
校
長
に
聞
く
」
を

開
催
し
、
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
の
明
石

清
二
校
長
と
シ
ア
ト
ル
四
つ
葉
学
院
補

習
教
室
の
西
尾
由
香
校
長
が
登
壇
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
校
の
概
要
や
力
を
入
れ

て
い
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
ま
た
進
学
や
受
験
に
対
す
る

子
ど
も
や
保
護
者
の
要
望
、
印
象
に
つ

い
て
も
情
報
を
寄
せ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
日
本
人
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
受
験
校
へ
の
要
望
と

は
？
」、「
塾
の
進
出
状
況
と
子
ど
も
た

ち
の
通
塾
状
況
」、
さ
ら
に
低
学
年
で

帰
国
し
た
際
、
帰
国
生
枠
で
受
験
で
き

な
い
現
状
に
関
す
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

な
お
今
回
の
サ
ロ
ン
に
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
の
学
校
会
員
を
は
じ
め
四
十
人
を
超

え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
在
外
教
育
施
設

に
在
籍
す
る
子
ど
も
た
ち
の
情
報
や
先

生
が
た
の
声
に
対
す
る
受
入
校
の
関
心

の
高
さ
が
垣か

い
ま間
見
ら
れ
た
。

「
海
外
学
校
説
明
会
オ
ン
ラ
イ

ンin

中
国
・
華
北
地
区（
北
京
・

天
津
・
青
島
）」開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　
「
海
外
学
校
説
明
会
オ
ン
ラ
イ
ンin

中
国
・
華
北
地
区
（
北
京
・
天
津
・
青

島
）」
を
九
月
十
六
日
に
実
施
し
た
。

学
校
説
明
会
で
は
、
中
学
生
や
保
護
者

に
対
し
て
五
つ
の
受
入
校
と
教
育
委
員

会
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
っ
た
。
続
い

て
日
本
人
学
校
の
進
路
指
導
担
当
教
員

向
け
の
懇
談
・
情
報
交
換
会
が
受
入

校
・
教
育
委
員
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

日
本
人
学
校
か
ら
は
「
日
本
各
地
の

進
路
に
関
す
る
情
報
収
集
や
指
導
は
難

し
い
の
で
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
も
真
剣
な
様
子
だ
っ
た
」
等

の
感
想
が
あ
っ
た
。
受
入
校
や
教
育
委

員
会
か
ら
は
「
日
本
人
学
校
の
先
生
が

た
の
話
は
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

『
帰
国
子
女
の
た
め
の
学
校
便

覧
二
〇
二
三
』

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
日
本
全
国

の
受
入
校
等
や
教
育
委
員
会
な
ど
を
網

羅
し
た
入
学
・
編
入
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
十
月
二
十
日
に
発
刊
す
る
予
定
。
入

学
・
編
入
学
に
関
す
る
資
格
・
条
件
や

日
程
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
、
最
新
情

報
が
満
載
。

詳
細
・
お
申
し
込
み

https://w
w
w
.joes.or.jp/publish/

detail/binran2023

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
株
式
会
社EN

EO
S

マ
テ
リ
ア
ル

・
順
天
堂
大
学

ニュースニュース
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お申し込み・お問い合わせ先

　公益財団法人海外子女教育振興財団　　URL  https://www.joes.or.jp
　教育振興チーム TEL 03-4330-1352   FAX 03-4330-1355   E-mail sodanjigyo@joes.or.jp

 〒105-0002　東京都港区愛宕１－３－４　愛宕東洋ビル６階

海外滞在中および帰国後に、お子さんが安心

して教育を受けられるよう、専門の教育アド

バイザーが個別にご相談におこたえします。

●お子さんの出国時期
●現地教育事情
●学校選択（日本人学校・現地校等）
●出国前の外国語学習準備

●母語の保持・育て方
●現地生活事情
●海外の学校での学習内容・方法

●現地での転学・進学
●通信教育での学習
●日本語力低下の懸念
●統一テスト等の制度（IB・SAT・GCEなど）
●編入受け入れのある学校
●お子さんの帰国時期

教育相談とは別に、教育や学校生活にかかわる次の情報等は随時提供しています。

お気軽にお問い合わせください（予約不要・無料）。
●赴任地の学校情報（日本人学校、補習授業校、現地校・インターナショナルスクール）
●日本人学校・補習授業校の入学・編入学手続きや授業料・授業時間数などに関する情報
●国内の学校情報（帰国生選抜を実施する小学校・中学校・高等学校・大学等のほか約90の教育委員会）
●渡航前および帰国時の学校関係書類の準備や各種手続きに関する情報

本財団の教育相談をご利用ください

●小学校～大学の学校選択
●受験資格
●外国語の保持
●遅れている学習のキャッチアップ
●友人関係等を含む適応問題

教 育 相 談

出 国 前

滞 在 中 帰 国 後

※ 2022年10月現在、新型コロナウイルスの影響で面談相談は中止し、オンライン会議システムを使った相談を
中心に行っています（電話・メールでのご相談も可）。最新情報はウェブサイトでご確認ください。
※面談・電話・オンラインでのご相談は１家族１時間。予約制です。
※ 維持会員企業・団体に所属するかたとそのご家族のかたのご相談は無料です（維持会員一覧は下記本財団ウェ
ブサイトに掲載しています）。
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円安が続くと、日本企業（特に生
産業）の海外進出にブレーキがかか
り、ひいては海外子女数の、しばら
く遅れて帰国子女数の減少が起こり
かねない。いっぽう、個人で海外に
活躍の場を求める人が増えれば、そ
れだけ外国で育つ子どもも増えるの
が道理なのだが。 （淳）
�駅に止まるとホームを埋め尽くす
マスク姿の小学生。乗れる？　乗っ
てきたあ！　でも小さいからか意外
に混まない。おっ、始まった、つり
革ぶらさがり！　あっちでも……で
も静か。話し声が少し大きくなると
先生が肩を叩いて回る。降りていく
まで４駅の爽やかな一陣の風。（然）
�職場の隣に誕生したレジデンシャ
ルタワーの公開空地には、うれしい
ことに様々な植栽が施されている。
少し前までは桔

ききょう

梗や女
おみなえし

郎花が開花し
ていた。小振りながら人工の滝もあ
る。目の前の道路の旧称は「鎧

よろい

小
こう じ

路」。
俳句の一つでも浮かびそうだが、残
念ながら詩心に乏しい。          （島）

12月号「特集」の予定は…
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●帰国生我が校紹介
●司法通訳

秋の京都にて。
「すずしならはったにゃあ……」
「ここはぬくうてよろしおすけど、ちょっとまぶしいにゃあ
……」
この頃は、コロナのコの字もなくマスク姿の人は皆無でした。
「気持ちええにゃあ……」
「平和やにゃあ……」　（松）

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答

① B　② ABCD

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。
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https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/
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受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/
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